
３月上旬、浜田城山公園にある旧浜田県庁の門で、
早咲きの桜が見頃を迎え、一足先に春を告げました。

この門は、元津和野藩の城門でしたが、明治４年に
浜田県庁舎が現在の浜田郵便局の場所に設置される時
に津和野から移され、その後、昭和42年に城山公園の
中へ移築されました。
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久保田章市市長は、平成29年３月浜田市議会定例会の開会にあたり、所信の一端を述べ、
市民の皆さんの理解と協力を呼び掛けました。その内容を抜粋してお知らせします。

私は、市長就任以来、浜田の直面する課題を「人口減少問題とそれに伴う産業・経
済の縮小」と捉え、「浜田を元気にする」ための３つの重点政策に取り組んできました。

平成26年度は元気な浜田づくりの「実行元年」として、平成27年度は「本格実行の
年」として、各種事業に取り組み、平成28年度は「第 2 次浜田市総合振興計画」に
掲げた７つの「まちづくりの大綱」に沿った施策をスタートしました。

平成29年度は、本市長任期の最終年度として、取りかかった事業の仕上げを行うと
ともに、更なる行財政改革を実行していきます。

市
場
整
備
な
ど
が
整
う
４
年

か
ら
５
年
後
を
目
途
に
、
水
揚

高
70
億
円
か
ら
80
億
円
を
目
指

し
、
併
せ
て
、
養
殖
や
畜
養
事
業

に
取
り
組
み
、
総
合
的
に
水
揚
高

１
０
０
億
円
を
目
指
し
ま
す
。

①
地
元
漁
船
の
存
続
対
策

沖
合
底
曳
網
漁
業
の
リ
シ
ッ
プ

事
業
が
お
お
む
ね
完
了
し
ま
し

た
。
平
成
29
年
度
は
、
ま
き
網
漁

業
の
存
続
対
策
を
決
め
た
い
と
思

い
ま
す
。

【
農
業
】

農
業
振
興
で
は
、
引
き
続
き
儲

か
る
農
業
の
確
立
を
目
指
し
ま
す
。

①
浜
田
の
顔
と
な
る
３
つ
の
振
興

作
物
と
組
合
せ
作
物
の
支
援

大
粒
ぶ
ど
う
の
栽
培
面
積
の
拡

大
を
目
的
と
し
た
リ
ー
ス
ハ
ウ
ス

事
業
の
導
入
や
赤
梨
園
地
の
継

承
、
西
条
柿
の
加
工
施
設
の
稼
動

に
よ
る
、
あ
ん
ぽ
柿
の
生
産
な
ど

に
対
し
支
援
し
ま
す
。

組
合
せ
作
物
は
、
平
成
28
年
度

に
、
大
豆
、
キ
ャ
ベ
ツ
、
あ
す
っ

こ
、
ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
の
振
興
計
画

を
策
定
し
、
平
成
29
年
度
は
、
実

証
圃
の
設
置
を
支
援
し
ま
す
。

②
集
落
ぐ
る
み
の
地
域
農
業
の
推

進
と
集
落
機
能
の
維
持

農
業
振
興
基
金
に
よ
り
、
畦
畔

除
草
省
力
化
や
水
田
活
用
に
よ
る

大
豆
栽
培
の
支
援
を
継
続
し
ま
す
。

弥
栄
自
治
区
の
集
落
営
農
組
織

連
携
を
モ
デ
ル
に
、
他
の
自
治
区

に
お
い
て
も
、
組
織
間
の
連
携
が

広
が
る
よ
う
支
援
し
ま
す
。

③
大
規
模
農
業
の
推
進

元
谷
団
地
の
農
地
造
成
が
順

次
、
完
了
見
込
み
で
す
。
10
月
頃

か
ら
の
営
農
開
始
を
目
指
し
ま
す
。

①
Ｂ
Ｕ
Ｙ
浜
田
運
動

平
成
28
年
10
月
か
ら
「
Ｂ
Ｕ
Ｙ

浜
田
運
動
」
を
開
始
し
ま
し
た
。

平
成
29
年
度
は
、「
Ｂ
Ｕ
Ｙ
浜
田

運
動
」
を
盛
り
上
げ
、
対
象
品
取

扱
店
の
拡
大
や
広
報
活
動
な
ど
に

取
り
組
み
ま
す
。

①
浜
田
港
の
整
備

平
成
28
年
８
月
に
福
井
４
号
岸

①
浜
田
の
魅
力
の
発
信

観
光
お
す
す
め
コ
ー
ス
に
加

え
、
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
コ
ー
ス
を
作

成
し
ま
し
た
。
平
成
29
年
度
は
、

コ
ー
ス
の
新
設
や
見
直
し
に
取
り

組
み
ま
す
。

②
市
場
の
施
設
整
備

高
度
衛
生
管
理
型
荷
さ
ば
き
所

石
見
神
楽
は
、
三
宮
神
社
で
年

間
を
通
じ
て
夜
神
楽
週
末
公
演
を

行
い
ま
す
。
11
月
に
は
、「
地
域

伝
統
芸
能
全
国
大
会
」
が
島
根
県

で
開
催
さ
れ
、
浜
田
市
は
サ
テ
ラ

イ
ト
会
場
と
し
て
石
見
神
楽
を
全

国
に
発
信
し
ま
す
。

②
交
流
人
口
の
拡
大

平
成
28
年
２
月
の
「
山
陰
浜
田

港
マ
リ
ン
大
橋
リ
レ
ー
マ
ラ
ソ

ン
」
に
は
、
多
く
の
参
加
が
あ
り

ま
し
た
。
３
月
18
日
に
は
、
第
２

回
大
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

９
月
の
「
地
域
活
性
学
会
」
の

浜
田
市
開
催
が
決
定
し
ま
し
た
。

全
国
か
ら
多
く
の
研
究
者
な
ど
が

集
う
学
会
で
あ
り
、
県
立
大
学
と

と
も
に
、
準
備
を
進
め
ま
す
。

広
浜
鉄
道
今
福
線
や
ヨ
シ
タ
ケ

コ
ー
ヒ
ー
を
活
か
し
た
交
流
人
口

の
増
加
、
合
宿
や
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ

ン
の
誘
致
に
取
り
組
み
ま
す
。

③
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
対
策

広
島
方
面
か
ら
の
個
人
外
国
人

旅
行
者
の
受
入
体
制
を
構
築
す
る

と
と
も
に
、
海
外
の
ク
ル
ー
ズ
客

船
に
よ
る
団
体
客
を
受
け
入
れ
る

た
め
の
魅
力
あ
る
観
光
コ
ー
ス
な

ど
を
船
会
社
に
提
案
し
ま
す
。

④
浜
田
開
府
４
０
０
年
事
業

浜
田
開
府
４
０
０
年
が
、
２
年

後
に
迫
り
ま
し
た
。
イ
ベ
ン
ト
事

業
の
企
画
に
本
格
的
に
取
り
組
む

た
め
の
準
備
を
開
始
し
ま
す
。

【
林
業
】

①
林
業
振
興

森
林
経
営
計
画
に
基
づ
き
、
木

材
の
生
産
コ
ス
ト
の
削
減
、
木
材

の
安
定
供
給
に
向
け
た
取
組
を
支

援
し
ま
す
。

ま
た
、
平
成
28
年
７
月
に
、

「H
am

adaW
oods

広
葉
樹
活
用

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
連
携
協
定
」
を
締

結
し
、
浜
田
産
広
葉
樹
の
高
付
加

価
値
化
と
新
商
品
開
発
の
取
組
を

開
始
し
ま
し
た
。
引
き
続
き
、
こ

の
協
定
に
基
づ
い
て
支
援
し
ま
す
。

①
企
業
立
地

三
隅
町
井
野
へ
の
大
規
模
酪
農

者
の
進
出
が
計
画
さ
れ
て
お
り
、

立
地
支
援
に
取
り
組
み
ま
す
。

中
国
電
力
三
隅
発
電
所
２
号
機

は
、
平
成
30
年
11
月
に
着
工
予
定

で
す
。
中
国
電
力
と
連
携
し
、
地

域
の
活
性
化
に
取
り
組
み
ま
す
。

広
島
市
場
開
拓
室
の
活
動
か

ら
、
浜
田
市
に
進
出
の
可
能
性
の

あ
る
企
業
は
あ
る
も
の
の
、
工
場

用
地
が
な
い
と
い
う
課
題
も
あ
る

こ
と
か
ら
、
今
後
、
工
場
用
地
の

確
保
に
努
め
ま
す
。

②
雇
用
の
確
保

「
浜
田
・
江
津
地
区
雇
用
推
進

協
議
会
」
を
中
心
に
、
地
元
就
職

を
働
き
か
け
ま
し
た
。
平
成
29
年

度
は
、
浜
田
市
情
報
サ
イ
ト
で
市

内
企
業
の
求
人
情
報
を
発
信
す
る

な
ど
、
Ｕ
・
Ｉ
タ
ー
ン
者
の
雇
用

の
確
保
に
も
努
め
ま
す
。

④
瀬
戸
ケ
島
埋
立
地
の
活
用

平
成
28
年
度
の
調
査
で
、
畜
養

を
中
心
と
し
た
原
魚
調
達
に
よ
る

水
産
加
工
事
業
の
可
能
性
が
あ
る

と
の
報
告
を
受
け
ま
し
た
。
平
成

29
年
度
は
、
実
際
に
事
業
を
行
う

事
業
体
の
形
成
を
目
指
し
ま
す
。

ま
た
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
が
「
渚
の

交
番
」の
設
置
を
計
画
し
て
お
り
、

こ
れ
を
支
援
し
ま
す
。

②
商
店
街
の
活
性
化

Ｂ
Ｕ
Ｙ
浜
田
運
動
に
合
わ
せ

て
、
商
店
街
の
イ
ベ
ン
ト
や
島
根

県
立
大
学
生
に
よ
る
「
ロ
ー
カ
ル

ブ
ラ
ン
ド
推
進
委
員
会
」
の
活
動

を
支
援
し
ま
す
。

③
ふ
る
さ
と
寄
附

平
成
28
年
度
も
、
全
国
か
ら
多

額
の
寄
附
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

こ
の
制
度
は
、
地
元
産
業
の
振
興

に
も
つ
な
が
っ
て
お
り
、
引
き
続

き
、
特
産
品
の
Ｐ
Ｒ
に
努
め
る
な

ど
、
積
極
的
に
推
進
し
ま
す
。

浜
田
市
を
Ｐ
Ｒ
す
る
公
式
ウ
ェ

ブ
サ
イ
ト
の
充
実
、
商
品
開
発
、

販
路
拡
大
支
援
、
起
業
支
援
な
ど

に
も
、引
き
続
き
取
り
組
み
ま
す
。

⑤
萩
・
石
見
空
港
の
利
用
促
進

平
成
29
年
度
は
、
東
京
路
線
の

２
便
化
継
続
の
判
断
を
す
る
時
期

に
当
た
り
ま
す
。
引
き
続
き
、
独

自
の
補
助
を
行
う
と
と
も
に
、
サ

ポ
ー
タ
ー
企
業
な
ど
に
積
極
的
に

利
用
促
進
を
働
き
か
け
ま
す
。

沖合底曳網漁船の出漁

「沖獲れ一番」ブランド

「 ʜａｍａｄａＷｏｏｄｓ 広葉樹活用プロジェク
ト連携協定」の締結

ＢＵＹ浜田運動

浜田の夜神楽週末公演

壁
の
増
深
工
事
が
完
了
し
ま
し

た
。
平
成
29
年
度
は
、
山
陰
道
と

浜
田
港
を
結
ぶ
「
臨
港
道
路
福
井

４
号
線
」が
完
成
し
、ガ
ン
ト
リ
ー

ク
レ
ー
ン
の
整
備
も
着
手
さ
れ
ま

す
。
浜
田
港
の
利
便
性
は
一
段
と

向
上
し
ま
す
の
で
、
更
な
る
港
の

利
用
促
進
に
取
り
組
み
ま
す
。

②
港
の
賑
わ
い
創
出

平
成
28
年
２
月
に
、浜
田
港
一

帯
が
「
み
な
と
オ
ア
シ
ス
浜
田
」に

認
定
さ
れ
ま
し
た
。平
成
29
年
度

は
、ク
ル
ー
ズ
客
船
の
寄
港
や
「
Ｓ

ｅ
ａ
級
グ
ル
メ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」

の
開
催
な
ど
を
働
き
か
け
ま
す
。

は
、
水
産
庁
に
よ
り
「
浜
田
地
区

高
度
衛
生
管
理
基
本
計
画
」
が
策

定
さ
れ
、
現
在
、
基
本
設
計
が
行

わ
れ
て
い
ま
す
。
今
後
、
詳
細
設

計
を
行
い
、
平
成
29
年
度
中
の
工

事
着
手
を
目
指
し
ま
す
。

③
販
路
拡
大

平
成
28
年
度
に
「
沖
獲
れ
一

番
」
ブ
ラ
ン
ド
が
立
ち
上
が
り
ま

し
た
。「
浜
田
港
四
季
の
お
魚
」、

「
ど
ん
ち
っ
ち
」と
と
も
に
、関
東
、

関
西
、
山
陽
方
面
な
ど
へ
の
販
路

拡
大
に
取
り
組
み
ま
す
。

１
活
力
の
あ
る
産
業
を
育
て

雇
用
を
つ
く
る
ま
ち

水
産
業
の
振
興

７
つ
の

「
ま
ち
づ
く
り
の
大
綱
」

農
林
業
の
振
興

商
工
業
の
振
興

浜
田
港
の
利
活
用

観
光
・
交
流
の
推
進

企
業
立
地
と
雇
用
の
確
保

住みたい 住んでよかった 魅力いっぱい 元気な浜田
～ 豊かな自然、温かい人情、人の絆を大切にするまち ～
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浜田市火葬場

①
子
ど
も
の
健
や
か
な
育
ち
に
向

け
た
支
援

子
育
て
世
代
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
を
開
設
し
、
不
妊
・
不
育
治

療
の
助
成
制
度
を
拡
充
し
ま
し

た
。
引
き
続
き
、
産
後
ケ
ア
の
充

実
な
ど
、
妊
娠
・
出
産
に
関
わ
る

悩
み
や
不
安
の
解
消
に
努
め
ま
す
。

②
ゆ
と
り
あ
る
子
育
て
へ
の
支
援

平
成
26
年
度
か
ら
第
３
子
以
降

の
保
育
所
保
育
料
の
軽
減
に
取
り

組
み
、
平
成
28
年
度
か
ら
は
、
対

象
を
３
歳
未
満
児
の
第
１
子
、
第

２
子
に
拡
大
し
実
施
し
ま
し
た
。

平
成
29
年
度
も
継
続
し
ま
す
。

③
保
育
所
の
待
機
児
童
ゼ
ロ
に
向

け
た
取
組

新
た
に
保
育
所
２
か
所
が
整
備

さ
れ
、
平
成
29
年
度
以
降
、
待
機

児
童
は
解
消
す
る
見
込
み
で
す
。

①
高
齢
者
の
支
援
体
制
の
強
化

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
の
機

能
強
化
を
図
る
た
め
、
各
支
所
に

サ
ブ
セ
ン
タ
ー
を
設
置
し
ま
し
た
。

平
成
29
年
４
月
か
ら
「
介
護
予

防
・
日
常
生
活
支
援
総
合
事
業
」

を
開
始
し
、
今
後
は
、
生
活
支
援

体
制
の
充
実
に
取
り
組
み
ま
す
。

「
ミ
ニ
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
」
は
、「
新

ミ
ニ
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
」に
移
行
し
、

併
せ
て
集
い
の
場
と
し
て
「
公
民

館
サ
ロ
ン
」
を
開
設
し
ま
す
。

医
療
・
介
護
を
必
要
と
す
る
高

齢
者
の
支
援
体
制
の
強
化
を
目
指

し
、「
在
宅
医
療
・
介
護
連
携
支

援
セ
ン
タ
ー
」
の
平
成
30
年
度
開

設
に
向
け
て
準
備
を
進
め
ま
す
。

平
成
31
年
の
浜
田
開
府
４
０
０

年
に
向
け
て
、
平
成
29
年
度
中
に

城
山
公
園
の
整
備
工
事
に
着
手
し

ま
す
。「（
仮
称
）
浜
田
歴
史
資
料

館
」
は
、
歴
史
文
化
の
保
存
と
継

承
、
ふ
る
さ
と
郷
育
、
市
民
や
観

光
客
の
交
流
を
目
的
と
し
た
拠
点

施
設
で
、
平
成
29
年
度
か
ら
事
業

に
取
り
組
み
ま
す
。

①
障
が
い
者
福
祉
の
充
実

平
成
29
年
度
中
の
「(

仮
称)

浜
田
市
障
が
い
者
差
別
解
消
条

例
」
の
制
定
を
目
指
し
ま
す
。
障

が
い
の
あ
る
人
の
基
本
的
人
権
が

尊
重
さ
れ
、障
が
い
の
あ
る
人
も
、

な
い
人
も
、
お
互
い
に
理
解
し
合

い
、
共
に
生
き
る
社
会
の
実
現
に

向
け
て
取
り
組
み
ま
す
。

②
地
域
福
祉
の
充
実

仕
事
や
生
活
に
困
っ
て
い
る
人

の
相
談
全
般
に
応
じ
、
自
立
し
た

生
活
に
向
け
た
支
援
を
行
い
ま
す
。

児
童
・
生
徒
の
学
力
向
上
は
、

「
読
書
」
と
「
書
く
こ
と
」
に
力

を
入
れ
、
取
り
組
み
ま
し
た
が
、

全
国
学
力
調
査
結
果
は
、
県
平
均

を
下
回
っ
て
い
ま
す
。

４
年
目
と
な
る
「
調
べ
る
学
習

コ
ン
ク
ー
ル
」
や
図
書
館
活
用
教

育
な
ど
国
語
教
育
の
充
実
を
図
る

と
と
も
に
、
新
た
に
、
市
独
自
の

指
定
校
を
定
め
、
算
数
・
数
学
の

学
力
向
上
を
図
り
ま
す
。
ま
た
、

Ｉ
Ｃ
Ｔ
機
器
を
活
用
し
た
分
か
り

や
す
い
授
業
を
進
め
ま
す
。

①
医
療
体
制
の
充
実

医
療
従
事
者
の
確
保
に
努
め
る

と
と
も
に
、
市
内
の
医
療
機
関
間

の
連
携
を
密
に
し
、
市
民
の
皆
さ

ん
が
安
心
し
て
医
療
を
受
け
ら
れ

る
体
制
づ
く
り
に
取
り
組
み
ま
す
。

休
日
応
急
診
療
体
制
は
、
那
賀

島
根
県
の
「
今
後
の
県
立
高
校

の
在
り
方
検
討
委
員
会
」
の
公
聴

会
の
場
で
、
県
立
高
校
の
魅
力
化

の
方
法
と
し
て
、
中
高
一
貫
教
育

の
導
入
を
要
望
し
ま
し
た
。
あ
わ

せ
て
中
高
一
貫
教
育
シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム
を
開
催
し
、
市
民
の
関
心
が
高

ま
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。
平
成
29
年

度
は
、
県
立
の
中
高
一
貫
教
育
校

の
設
置
に
つ
い
て
、
関
係
方
面
へ

の
働
き
か
け
を
行
い
ま
す
。

保
険
給
付
費
が
年
々
増
加
す
る

中
、
国
民
健
康
保
険
財
政
調
整
基

金
を
活
用
し
て
保
険
料
負
担
の
抑

制
に
努
め
て
き
ま
し
た
。し
か
し
、

こ
の
基
金
の
枯
渇
が
心
配
さ
れ
て

い
る
こ
と
か
ら
、
一
般
会
計
予
算

か
ら
繰
出
し
を
行
い
、
被
保
険
者

の
過
重
な
負
担
の
抑
制
を
図
り
ま

す
。

全
自
治
区
で
、
ペ
ッ
ト
・
プ
ラ

ご
み
の
収
集
頻
度
を
週
１
回
に
、

燃
や
せ
る
ご
み
の
収
集
頻
度
を
週

２
回
に
統
一
し
ま
し
た
。

廃
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
類
の
焼
却
処

理
に
向
け
、
焼
却
試
験
を
始
め
ま

し
た
。
現
時
点
で
の
排
ガ
ス
測
定

と
周
辺
環
境
調
査
の
結
果
は
、
い

ず
れ
の
項
目
も
排
出
基
準
、
自
主

規
制
値
、
環
境
基
準
を
下
回
っ
て

い
ま
す
。

平
成
29
年
度
は
、
こ
の
焼
却
を

継
続
実
施
す
る
と
と
も
に
、
試
験

結
果
を
検
証
し
、
分
別
方
式
を
見

直
す
か
ど
う
か
を
決
定
し
、
見
直

す
こ
と
と
な
っ
た
場
合
は
、
平
成

30
年
度
か
ら
の
本
格
実
施
に
向
け

た
準
備
を
進
め
ま
す
。

後
野
町
の
旧
浜
田
清
掃
第
一
処

理
場
は
、
平
成
29
年
度
か
ら
解
体

工
事
に
着
手
し
、
使
用
済
み
の
乾

電
池
や
蛍
光
管
な
ど
を
保
管
す
る

ス
ト
ッ
ク
ヤ
ー
ド
を
整
備
す
る
計

画
で
す
。

「
ふ
る
さ
と
郷き

ょ
う
い
く育

推
進
方
針
」

に
基
づ
き
、
郷
土
を
愛
す
る
子
ど

も
の
育
成
に
取
り
組
み
ま
す
。

平
成
25
年
２
月
に
策
定
し
た
浜

田
市
火
葬
場
整
備
計
画
で
は
、
港

町
の
浜
田
市
火
葬
場
を
廃
止
し
、

④
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
の
充
実

平
成
28
年
度
は
、
４
ク
ラ
ブ
の

施
設
整
備
を
行
い
ま
し
た
。
平
成

29
年
度
は
、
周
布
小
学
校
の
ク
ラ

ブ
の
現
地
改
築
を
行
い
ま
す
。

新
た
に
、
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ

の
保
護
者
負
担
金
は
、
ひ
と
り
親

家
庭
を
半
額
に
軽
減
し
、
子
育
て

を
支
援
し
ま
す
。

⑤
児
童
医
療
費
助
成

平
成
27
年
４
月
か
ら
助
成
対
象

者
を
中
学
生
ま
で
に
拡
大
し
て
お

り
、
平
成
29
年
度
も
引
き
続
き
、

助
成
し
ま
す
。

⑥
地
域
子
育
て
支
援
拠
点
事
業

現
在
の
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

「
す
く
す
く
」
と
認
定
こ
ど
も
園

「
日
脚
保
育
園
」
に
加
え
、
新
た

に
三
隅
保
育
園
で
の
開
設
準
備
に

取
り
組
み
ま
す
。

⑦
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
の
移
転

新
築

「
す
く
す
く
」
は
、
老
朽
化
が みのり第２保育園

子育て支援センター

高齢者の筋力トレーニング教室

ʜａｍａｄａマリン郷育プロジェクト

浜田市中高一貫教育シンポジウム

進
ん
で
お
り
、
移
転
新
築
に
向
け

基
本
設
計
に
着
手
し
、
平
成
32
年

度
の
開
設
を
目
指
し
ま
す
。

上府保育園

②
介
護
施
設
の
整
備

現
在
、
第
６
期
の
介
護
保
険
事

業
計
画
に
基
づ
き
、
特
別
養
護
老

人
ホ
ー
ム
30
床
、
認
知
症
対
応
型

共
同
生
活
介
護
（
グ
ル
ー
プ
ホ
ー

ム
）
９
床
、
小
規
模
多
機
能
型
居

宅
介
護
１
事
業
所
が
整
備
さ
れ
ま

し
た
。

今
後
は
、
平
成
30
年
度
か
ら
の

第
７
期
介
護
保
険
事
業
計
画
を
策

定
す
る
中
で
、
入
所
待
機
者
な
ど

の
状
況
把
握
を
行
っ
た
上
で
、
介

護
保
険
料
負
担
と
の
バ
ラ
ン
ス
を

考
慮
し
な
が
ら
検
討
し
ま
す
。

平
成
29
年
度
か
ら
火
葬
炉
３
炉

の
更
新
を
行
い
、
そ
の
後
、
計
画

的
に
老
朽
化
し
た
建
物
の
改
修
を

行
い
、
進
入
路
は
、
見
通
し
の
悪

い
部
分
の
改
良
や
待
避
所
の
設
置

な
ど
、
順
次
整
備
し
ま
す
。

郡
在
宅
当
番
医
制
を
休
日
応
急
診

療
所
で
の
診
療
に
一
本
化
す
る
こ

と
で
、
維
持
・
継
続
を
図
り
ま
す
。

②
健
康
づ
く
り
の
推
進

平
均
寿
命
を
引
き
下
げ
て
い
る

主
な
要
因
の
「
が
ん
」
の
検
診
の

受
診
率
向
上
に
努
め
ま
す
。

「
浜
田
市
の
人
物
読
本　

ふ
る

さ
と
の
50
人
」
を
作
成
し
、
小
学

校
の
ふ
る
さ
と
郷
育
で
活
用
し
ま

し
た
。
平
成
29
年
度
は
、
副
読
本

「（
仮
称
）
浜
田
の
歴
史
」
の
作
成

に
取
り
掛
か
り
、
平
成
30
年
度
の

完
成
を
目
指
し
ま
す
。

「
海
」
を
テ
ー
マ
と
し
た
自
然

体
験
プ
ロ
グ
ラ
ム
「H

am
ada

マ
リ
ン
郷
育
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
を

更
に
充
実
し
、
ふ
る
さ
と
へ
の
誇

り
と
愛
着
の
醸
成
に
努
め
ま
す
。

浜田城山公園

三
隅
火
葬
場
に
１
炉
増
設
す
る
計

画
と
し
て
い
ま
し
た
が
、「
残
し

て
欲
し
い
」
と
の
声
も
あ
り
、
事

業
費
や
利
便
性
な
ど
を
総
合
的
に

比
較
検
討
し
ま
し
た
。そ
の
結
果
、

火
葬
場
整
備
計
画
を
見
直
し
、
浜

田
市
火
葬
場
を
大
規
模
改
修
し
て

20
年
程
度
の
延
命
を
図
る
こ
と
と

し
ま
し
た
。

学校図書館活用教育

子
ど
も
を
安
心
し
て
産
み

育
て
る
環
境
づ
く
り

高
齢
者
福
祉
の
充
実

医
療
体
制
の
充
実
と

健
康
づ
く
り
の
推
進

障
が
い
者
福
祉
と

地
域
福
祉
の
充
実

国
民
健
康
保
険

学
校
教
育
の
充
実

社
会
教
育
の
推
進

浜
田
城
周
辺
整
備

市
内
県
立
高
校
の
あ
り
方

循
環
型
社
会
の
構
築

火
葬
場
整
備
計
画
の
見
直
し

２
健
康
で
い
き
い
き
と

暮
ら
せ
る
ま
ち

3
夢
を
持
ち
郷
土
を
愛
す
る

人
を
育
む
ま
ち

４
自
然
環
境
を
守
り

活
か
す
ま
ち
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継
続
箇
所
の
早
期
整
備
を
図
り

ま
す
。
ま
た
、「
道
路
ス
ト
ッ
ク

総
点
検
」
の
結
果
に
基
づ
き
、
道

路
災
害
防
除
事
業
を
進
め
ま
す
。

①
簡
易
水
道
事
業
の
上
水
道
事
業

へ
の
統
合
に
伴
う
水
道
料
金
の

改
定

水
道
事
業
の
統
合
と
、
水
道
料

金
の
改
定
の
時
期
を
当
面
延
期
し

ま
し
た
。
今
後
、
国
の
統
合
施
設

整
備
補
助
金
や
事
業
費
確
保
の
状

況
も
勘
案
し
、
そ
の
時
期
を
検
討

し
ま
す
。
併
せ
て
、
水
道
料
金
改

定
率
の
抑
制
も
検
討
し
ま
す
。

②
下
水
道
事
業
の
推
進

市
街
地
に
低
コ
ス
ト
型
の
下
水

道
を
整
備
す
る
方
式
で
取
り
組

み
、
平
成
30
年
度
に
処
理
場
用
地

を
取
得
し
、
平
成
32
年
度
に
事
業

着
手
で
き
る
よ
う
、
国
・
県
と
の

協
議
、
財
政
調
整
を
行
い
ま
す
。

整
備
中
の
国
府
処
理
区
は
、
平

成
30
年
度
の
完
成
を
目
指
し
ま
す
。

平
成
28
年
度
か
ら
対
象
地
域
を
全

市
に
拡
げ
た
浄
化
槽
設
置
助
成
事

業
は
、引
き
続
き
取
り
組
み
ま
す
。

①
防
犯
対
策

還
付
金
詐
欺
な
ど
の
特
殊
詐
欺

に
よ
る
犯
罪
被
害
が
増
加
し
て
い

ま
す
。
防
犯
出
前
講
座
に
よ
る
啓

発
活
動
や
、
浜
田
警
察
署
、
金
融

機
関
な
ど
と
連
携
し
た
防
犯
活
動

に
努
め
ま
す
。

②
交
通
安
全
対
策

高
齢
者
の
交
通
事
故
防
止
対
策

が
喫
緊
の
課
題
で
す
。
交
通
死
亡

事
故
ゼ
ロ
を
目
指
し
、
関
係
団
体

と
連
携
し
て
取
り
組
み
ま
す
。

③
米
軍
機
騒
音
問
題

島
根
県
や
米
軍
機
騒
音
等
対
策

協
議
会
の
構
成
市
町
と
一
緒
に
活

動
し
て
お
り
、
国
に
よ
る
騒
音
測

定
器
の
設
置
や
、
外
務
省
、
防
衛

省
の
本
省
担
当
者
と
の
意
見
交
換

会
が
地
元
で
初
め
て
開
催
さ
れ
る

な
ど
、
一
定
の
成
果
が
出
て
き
て

い
ま
す
。
引
き
続
き
、
訓
練
中
止

な
ど
の
要
望
活
動
を
行
い
ま
す
。

ま
ち
か
ど
救
急
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

の
認
定
事
業
所
数
が
21
か
所
増

え
、
計
79
事
業
所
に
な
り
ま
し
た
。

平
成
29
年
度
は
、
更
な
る
制
度
の

浸
透
と
実
効
性
の
向
上
を
図
り
、

市
民
へ
の
救
急
法
の
普
及
と
Ａ
Ｅ

Ｄ
の
設
置
促
進
に
取
り
組
み
ま
す
。

地
区
ま
ち
づ
く
り
推
進
委
員
会

の
組
織
率
の
向
上
を
目
指
し
、「
ま

ち
づ
く
り
総
合
交
付
金
制
度
」
に

よ
る
活
動
支
援
を
行
い
ま
す
。

市
街
地
の
ま
ち
づ
く
り
は
、
防

災
活
動
を
通
じ
て
地
域
の
連
帯
と

自
治
の
力
を
高
め
て
も
ら
う
よ
う

支
援
し
ま
す
。
地
区
ま
ち
づ
く
り

推
進
委
員
会
と
公
民
館
が
、
助
け

合
え
る
関
係
の
構
築
に
努
め
ま
す
。

①
定
住
支
援

平
成
29
年
度
も
、「
シ
ン
グ
ル

ペ
ア
レ
ン
ト
介
護
人
材
育
成
事

業
」
を
継
続
し
ま
す
。
他
の
自
治

体
と
連
携
し
、
介
護
サ
ー
ビ
ス
事

業
所
に
お
け
る
人
材
確
保
と
定
住

人
口
の
増
加
に
取
り
組
み
ま
す
。

短
期
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
事
業
に

よ
り
、
は
ま
だ
暮
ら
し
を
体
験
し

て
も
ら
い
、
定
住
に
結
び
付
け
る

取
組
も
計
画
し
ま
す
。

空
き
家
対
策
は
、
家
財
撤
去
や

改
修
へ
の
助
成
を
行
い
、
空
き
家

バ
ン
ク
へ
の
登
録
数
を
増
や
し
、

Ｕ
・
Ｉ
タ
ー
ン
者
の
住
ま
い
確
保

に
努
め
ま
す
。

島
根
県
立
大
学
に
要
望
し
ま
し

た
浜
田
キ
ャ
ン
パ
ス
へ
の
地
域
政

策
学
部
増
設
は
、
現
在
、
公
立
大

学
法
人
で
検
討
さ
れ
て
お
り
、
そ

の
後
、
島
根
県
で
の
検
討
に
移
り

ま
す
。
そ
の
推
移
を
踏
ま
え
、
今

後
の
対
応
を
検
討
し
ま
す
。

リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
カ
レ
ッ

ジ
島
根
は
、
学
生
数
の
確
保
が
課

題
で
す
。
将
来
に
わ
た
り
安
定
的

に
運
営
さ
れ
る
よ
う
「
あ
り
方
検

討
委
員
会
」
で
、
今
後
の
学
校
の

在
り
方
の
検
討
を
行
っ
て
も
ら
い

ま
す
。

市
内
の
高
等
教
育
機
関
の
学
生

①
君
市
踏
切
改
良

道
路
計
画
の
細
部
に
つ
い
て
、

関
係
機
関
と
協
議
を
進
め
ま
す
。

②
Ｊ
Ｔ
跡
地
の
活
用

商
業
系
ス
ペ
ー
ス
の
民
間
事
業

者
が
決
定
し
、
賑
わ
い
の
創
出
に

向
け
事
業
が
開
始
さ
れ
ま
す
。
北

側
の
県
営
住
宅
建
設
は
、
引
き
続

き
、島
根
県
と
協
議
を
進
め
ま
す
。

平
成
28
年
７
月
に
「
敬
老
乗
車

券
交
付
事
業
」
を
開
始
し
、
平
成

29
年
１
月
か
ら
は
、
運
転
免
許
証

を
自
主
返
納
さ
れ
た
高
齢
者
に
対

し
、
敬
老
乗
車
券
を
無
料
で
交
付

す
る
「
運
転
免
許
自
主
返
納
支
援

事
業
」
を
導
入
し
ま
し
た
。

平
成
29
年
度
は
、
高
齢
者
が
外

出
し
や
す
い
環
境
づ
く
り
と
し
て
、

地
域
活
動
に
利
用
で
き
る
ワ
ゴ
ン

①
治
水
対
策

第
二
浜
田
ダ
ム
が
完
成
し
、
引

き
続
き
、
浜
田
ダ
ム
再
開
発
事
業

の
推
進
を
図
り
ま
す
。
三
隅
川
水

系
の
矢
原
川
ダ
ム
は
、
損
失
補
償

浜
田
市
人
権
教
育
・
啓
発
推
進

基
本
計
画
、
浜
田
市
男
女
共
同
参

画
推
進
計
画
に
基
づ
き
、
一
人
ひ

と
り
が
人
権
尊
重
の
意
識
を
持
っ

て
行
動
で
き
る
社
会
の
実
現
と
、

男
女
そ
れ
ぞ
れ
が
持
て
る
能
力
を

十
分
に
発
揮
で
き
る
社
会
の
実
現

に
向
け
取
り
組
み
ま
す
。

平
成
28
年
12
月
に
「
浜
田
・
三

隅
道
路
」の
全
線
が
開
通
し
ま
し

た
。引
き
続
き
、「
三
隅
・
益
田
道

路
」の
早
期
完
成
と
平
成
29
年
度

完
成
予
定
の
「
臨
港
道
路
福
井
４

号
線
」の
事
業
促
進
に
努
め
ま
す
。

車
を
地
域
に
無
償
貸
与
す
る
モ
デ

ル
事
業
や
市
街
地
循
環
系
統
バ
ス

の
運
行
ル
ー
ト
の
見
直
し
、
バ
ス

マ
ッ
プ
の
作
成
を
行
い
ま
す
。

浜田・三隅道路全線開通
記念ウォーキング

浜田市敬老乗車券

第二浜田ダム浜田市総合防災訓練

防衛省へ米軍機低空飛行訓練の
中止要請に関する要望書を提出

②
結
婚
活
動
の
支
援

独
身
男
女
の
出
会
い
の
場
づ
く

り
や
人
と
の
関
わ
り
方
を
学
ぶ
セ

ミ
ナ
ー
の
開
催
に
よ
り
、
結
婚
を

望
む
独
身
男
女
が
結
婚
ま
で
結
び

付
く
よ
う
取
り
組
み
ま
す
。

しまねＵ・Ｉターンフェア

支
援
は
、
新
入
生
を
対
象
と
し
た

浜
田
探
索
ツ
ア
ー
を
引
き
続
き
実

施
す
る
な
ど
、
学
生
を
支
援
し
ま

す
。平

成
27
年
２
月
に
、
島
根
大
学

と
包
括
的
連
携
に
関
す
る
協
定
を

締
結
し
ま
し
た
。平
成
29
年
度
は
、

浜
田
市
で
、
地
域
を
知
る
特
別
講

座
と
し
て
「
海
・
水
産
」
を
テ
ー

マ
に
し
た
「
浜
田
学
」
が
開
講
さ

れ
ま
す
。
更
に
連
携
を
強
化
し
、

大
学
の
持
つ
知
的
資
源
や
多
様
な

人
材
の
活
用
に
努
め
ま
す
。

心肺蘇生法の講習
まちかど救急ステー
ション　ポスター

高
齢
化
に
伴
う
救
急
ニ
ー
ズ
に

対
応
で
き
る
よ
う
、
救
急
救
命
士

や
救
急
隊
員
の
能
力
と
資
質
の
向

上
に
努
め
ま
す
。

平
成
30
年
11
月
に
は
、
中
国
電

力
三
隅
発
電
所
２
号
機
建
設
の
着

工
が
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、

三
隅
出
張
所
の
職
員
を
増
員
し
、

出
動
体
制
を
強
化
し
ま
す
。

現在の「津波ハザードマップ」

基
準
の
締
結
を
目
指
し
、
島
根
県

と
協
力
し
て
取
り
組
み
ま
す
。

浜田市人権尊重のまちづくり推進大会

は
、
６
月
11
日
に
瀬
戸
ケ
島
埋
立

地
で
、地
震
・
津
波
災
害
想
定
で
実

施
し
ま
す
。防
災
意
識
の
高
揚
と
防

災
行
動
力
の
向
上
を
図
り
ま
す
。

支
所
の
防
災
体
制
の
強
化
は
、

消
防
職
員
１
人
を
三
隅
支
所
防
災

自
治
課
に
配
置
し
ま
し
た
。
平
成

29
年
度
は
、
他
の
３
支
所
に
も
１

人
ず
つ
配
置
し
ま
す
。

災
害
時
避
難
所
は
、指
定
緊
急

避
難
場
所
や
指
定
避
難
所
、福
祉

避
難
所
の
指
定
箇
所
の
増
加
を
図

り
、そ
の
他
の
避
難
所
も
、地
域
の

皆
さ
ん
と
調
整
し
、見
直
し
ま
す
。

③
地
震
津
波
防
災
対
策

島
根
県
に
お
い
て
津
波
浸
水
想

定
が
見
直
さ
れ
、
平
成
28
年
度
末

に
、
新
た
な
数
値
が
示
さ
れ
、
津

波
最
高
水
位
、浸
水
面
積
と
も
に
、

従
来
の
想
定
を
超
え
ま
し
た
。

②
防
災
対
策

こ
こ
２
年
間
で
13
局
の
防
災
行

政
無
線
屋
外
拡
声
子
局
を
増
設
し

ま
し
た
。
今
後
も
、
計
画
的
に
増

設
し
ま
す
。
防
災
防
犯
メ
ー
ル
の

登
録
者
の
増
加
に
努
め
、
防
災
出

前
講
座
な
ど
を
通
じ
て
自
主
防
災

組
織
設
立
の
機
運
を
高
め
ま
す
。

平
成
29
年
度
の
総
合
防
災
訓
練

平
成
29
年
度
は
、
津
波
ハ
ザ
ー

ド
マ
ッ
プ
を
見
直
し
、
新
た
な
津

波
避
難
計
画
を
作
成
し
ま
す
。

道
路
網
の
整
備

公
共
交
通
の
充
実

浜
田
駅
周
辺
環
境
整
備

市
道
改
良

上
下
水
道
整
備

災
害
に
強
い
ま
ち
づ
く
り

防
犯
・
交
通
安
全
対
策
な
ど

消
防
・
救
急
体
制
の
充
実

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
形
成

Ｕ
・
Ｉ
タ
ー
ン
者
の定住

支
援

大
学
等
高
等
教
育
機
関
と

連
携
し
た
地
域
づ
く
り

人
権
を
尊
重
す
る
ま
ち
づ
く
り
と

男
女
共
同
参
画
社
会
の
推
進

５
生
活
基
盤
が
整
っ
た

快
適
に
暮
ら
せ
る
ま
ち

６
安
全
で
安
心
し
て

暮
ら
せ
る
ま
ち

７
協
働
に
よ
る

持
続
可
能
な
ま
ち
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健
全
な
市
政
運
営
に

向
け
た
取
組

①
次
世
代
に
つ
な
げ
る
農
業
振
興

「
弥
栄
自
治
区
集
落
営
農
組
織

連
携
協
議
会
」
を
核
に
、
平
成
29

年
度
は
各
集
落
の
組
織
が
連
携
し

て
農
地
を
守
り
、
持
続
的
な
農
地

管
理
を
行
っ
て
い
く
た
め
の
全
集

落
の
プ
ラ
ン
を
作
成
し
ま
す
。

米
は
、
新
ブ
ラ
ン
ド
「
秘
境
奥

島
根
弥
栄
」
を
一
般
社
団
法
人
と

と
も
に
立
ち
上
げ
、「
美
味
し
ま

ね
認
証
」
を
取
得
し
ま
し
た
。
平

成
29
年
度
は
、
ブ
ラ
ン
ド
米
の
栽

培
面
積
を
拡
大
し
、
東
京
都
内
や

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
、
販
売
促
進

に
取
り
組
み
、
農
産
物
を
通
じ
た

地
域
情
報
の
発
信
も
行
い
ま
す
。

①
農
地
保
全
と
農
業
振
興

３
地
区
５
集
落
で
農
地
の
質
を

高
め
る
耐
久
性
畦
畔
や
水
路
整
備

を
実
施
し
、
現
在
４
軒
の
農
家
が

新
た
な
振
興
作
物
の
ア
ス
パ
ラ
ガ

ス
栽
培
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

平
成
29
年
度
も
引
き
続
き
、
儲
か

る
農
業
に
取
り
組
み
、
農
地
保
全

に
努
め
ま
す
。

特
産
品
の
赤
梨
は
、
約
１
ヘ
ク

タ
ー
ル
の
改
植
を
実
施
し
ま
し

た
。
今
後
は
、
第
三
者
継
承
に
よ

る
産
地
維
持
に
努
め
、
遊
休
化
し

た
梨
園
の
再
整
備
に
取
り
組
み
ま

①
産
業
振
興

「
石
州
半
紙
」
は
、
平
成
28
年

７
月
に
、
浜
田
市
で
第
１
回
和
紙

サ
ミ
ッ
ト
を
開
催
し
ま
し
た
。
引

き
続
き
、
本
美
濃
紙
や
細
川
紙
の

産
地
と
連
携
し
、
後
継
者
の
育
成

を
推
進
し
ま
す
。
原
料
の
「
楮
」

の
増
産
に
も
努
め
ま
す
。

平
成
29
年
度
は
行
財
政
改
革
、

特
に
公
共
施
設
再
配
置
計
画
に
注

力
し
ま
す
。

公
共
施
設
全
体
面
積
の
約
４
割

を
占
め
る
教
育
関
連
施
設
の
内
、

野
球
場
や
陸
上
競
技
場
な
ど
の
運

動
施
設
に
つ
い
て
、
浜
田
市
ス

ポ
ー
ツ
推
進
審
議
会
の
答
申
を
踏

ま
え
、
浜
田
市
と
し
て
の
考
え
方

を
示
し
ま
す
。

財
政
健
全
化
の
推
進
と
自
主
財

源
確
保
の
た
め
、ふ
る
さ
と
寄
附

の
推
進
、廃
校
の
利
活
用
、遊
休
財

産
の
処
分
な
ど
に
取
り
組
み
ま
す
。

「
石
州
和
紙
会
館
」
は
、
平
成

29
年
度
は
、
新
た
な
管
理
・
運
営

体
制
の
検
討
を
行
い
、
和
紙
の
他

用
途
へ
の
活
用
を
目
指
し
ま
す
。

浜
田
の
顔
と
な
る
西
条
柿
は
、

平
成
29
年
度
も
、
生
産
者
の
連
携

強
化
を
図
り
、
新
た
な
加
工
品
の

開
発
に
取
り
組
み
ま
す
。

②
ま
ち
づ
く
り
組
織
を
核
と
し
た

ひ
と
・
ま
ち
づ
く
り

地
域
が
主
体
と
な
っ
た
課
題
解

決
や
地
域
づ
く
り
を
支
援
し
ま
す
。

住
民
自
治
組
織
が
参
加
す
る
合
同

防
災
訓
練
を
実
施
し
、
地
域
防
災

力
の
更
な
る
向
上
を
図
り
ま
す
。

③
三
隅
発
電
所
を
核
と
し
た
地
域

活
性
化

三
隅
発
電
所
２
号
機
建
設
期
間

中
は
、
関
係
企
業
の
常
駐
や
従
事

者
の
長
期
滞
在
、
資
材
の
納
入
な

ど
が
見
込
ま
れ
ま
す
。
平
成
29
年

度
は
、
よ
り
多
く
の
人
に
滞
在
し

て
も
ら
え
る
よ
う
商
工
会
と
連
携

し
、
空
き
地
の
情
報
提
供
や
空
き

国
に
よ
る
地
方
創
生
の
取
組
が

進
む
中
、
総
合
振
興
計
画
及
び
総

合
戦
略
に
沿
っ
て
、
主
要
事
業
の

予
算
確
保
に
努
め
ま
し
た
。

行
財
政
改
革
実
施
計
画
に
盛
り

込
ん
だ
効
果
額
を
踏
ま
え
つ
つ
、

公
共
施
設
の
除
却
に
係
る
予
算
も

確
保
し
、
事
務
事
業
の
見
直
し
に

資
料
館
の
整
備
は
、
長
年
の
懸

案
で
し
た
。
平
成
12
年
に
基
本
構

想
が
、
平
成
14
年
に
は
基
本
計
画

が
策
定
さ
れ
る
な
ど
古
く
か
ら
検

討
さ
れ
て
き
ま
し
た
が
、
財
政
的

な
事
情
も
あ
り
、
残
念
な
が
ら
先

送
り
と
な
っ
て
い
ま
し
た
。

②
観
光
交
流
人
口
の
拡
大

「
旭
温
泉
あ
さ
ひ
荘
」
の
入
浴

者
数
が
徐
々
に
回
復
し
て
い
ま

す
。「
旭
温
泉
水
有
効
活
用
事
業

起
業
者
プ
ラ
ン
コ
ン
テ
ス
ト
」
か

ら
生
ま
れ
た
天
然
す
っ
ぽ
ん
の
飼

育
の
取
組
も
開
始
さ
れ
ま
し
た
。

平
成
29
年
度
は
、
石
積
み
棚
田

や
ス
キ
ー
場
と
旭
温
泉
施
設
の
連

携
を
図
り
、
山
陽
方
面
の
誘
客
促

進
に
努
め
ま
す
。

③
閉
校
し
た
学
校
の
有
効
活
用
に

よ
る
地
域
活
性
化

旧
木
田
小
学
校
に
開
設
し
た

「
浜
田
市
木
田
暮
ら
し
の
学
校
」に

カ
フ
ェ
が
オ
ー
プ
ン
し
、
各
種
イ

ベ
ン
ト
も
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
旧

市
木
小
学
校
で
は
、
校
舎
を
解
体

し
、
イ
ベ
ン
ト
広
場
を
整
備
し
ま

し
た
。こ
れ
ら
の
施
設
を
活
用
し
、

野
菜
は
、「
弥
栄
自
治
区
野
菜

生
産
者
協
議
会
」
を
中
心
に
ブ
ラ

ン
ド
化
を
進
め
、
儲
か
る
農
業
の

確
立
を
図
り
、「
Ｂ
Ｕ
Ｙ
浜
田
運

動
」
に
参
加
し
、
地
産
地
消
を
推

進
し
ま
す
。

農
産
物
の
加
工
は
、「
米
」、「
野

菜
」、「
椎
茸
」
を
中
心
に
６
次
産

業
化
に
取
り
組
み
、
猪
肉
は
、
鳥

獣
害
対
策
も
含
め
た
加
工
販
売

と
、
後
継
者
育
成
に
努
め
ま
す
。

②
観
光
交
流
人
口
の
拡
大

「
ふ
る
さ
と
体
験
村
」
を
拠
点

に
企
業
研
修
や
合
宿
な
ど
交
流
人

口
の
拡
大
に
取
り
組
み
ま
す
。

③
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
む
ら
づ
く

り
の
推
進

弥
栄
自
治
区
全
体
が
自
活
で
き

る
魅
力
的
な
地
域
と
な
る
よ
う
、

「
む
ら
」
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
を
用

い
た
地
域
ブ
ラ
ン
ド
化
戦
略
を
展

開
し
、
住
民
組
織
と
と
も
に
、
地

域
連
携
の
強
化
や
Ｕ
・
Ｉ
タ
ー
ン

希
望
者
の
受
入
れ
を
行
い
ま
す
。

①
農
業
振
興

大
規
模
農
業
団
地
の
新
開
団
地

と
新
た
に
整
備
し
た
元
谷
団
地
を

中
心
に
、
ピ
オ
ー
ネ
や
葉
物
野
菜

な
ど
、
農
産
物
の
生
産
拡
大
と
商

品
化
に
取
り
組
み
ま
す
。

美
又
温
泉
水
と
地
元
産
黒
大
豆

を
活
用
し
た
「
温
泉
も
や
し
」
は
、

実
証
実
験
を
踏
ま
え
、
平
成
29
年

度
は
、
生
産
拡
大
と
商
品
化
を
図

り
ま
す
。

②
観
光
交
流
人
口
の
拡
大

美
又
温
泉
街
に
足
湯
と
石
畳
舗

装
が
完
成
し
、
温
泉
街
の
風
情
あ

る
景
観
が
整
い
ま
し
た
。

美又温泉街の足湯と石畳舗装

坂本米の販売

秘境奥島根弥栄のブランド米

和紙サミット

都
市
農
村
交
流
や
農
業
振
興
に
結

び
つ
け
る
活
動
を
支
援
し
ま
す
。

家
の
確
保
に
取
り
組
み
ま
す
。
平

成
30
年
の
着
工
を
見
据
え
、
地
元

事
業
者
の
参
入
を
支
援
し
ま
す
。

歴
史
資
料
館
は
、
将
来
の
浜
田

を
支
え
る
子
ど
も
達
に
浜
田
を
愛

す
る
気
持
ち
を
持
っ
て
も
ら
う
た 御便殿

平
成
29
年
度
は
、
本
市
長
任
期

最
終
年
度
で
す
。
各
種
施
策
の
仕

上
げ
に
取
り
組
む
こ
と
が
、
浜
田

市
の
次
の
10
年
に
向
け
た「
歩
み
」

を
確
実
に
進
め
る
こ
と
に
つ
な
が

る
も
の
と
考
え
て
い
ま
す
。

市
民
の
皆
さ
ん
が
浜
田
市
に

「
住
ん
で
よ
か
っ
た
」
と
実
感
で

き
、
そ
し
て
、
浜
田
市
が
「
島
根

県
西
部
の
中
核
都
市
」
と
し
て
更

な
る
飛
躍
を
遂
げ
ら
れ
る
よ
う

「
元
気
な
浜
田
づ
く
り
」
に
向
け
、

強
い
決
意
を
持
っ
て
取
り
組
ん
で

い
き
ま
す
。

美
又
温
泉
の
誘
客
の
核
で
あ
り

ま
す
「
美
又
温
泉
国
民
保
養
セ
ン

タ
ー
」
は
、
引
き
続
き
、
施
設
の

運
営
を
担
う
事
業
者
探
し
を
行
い

ま
す
。

こ
の
ほ
か
、
地
元
食
材
を
活
用

し
た
「
食
」
の
開
発
、
農
家
民
泊

の
推
進
、
温
泉
や
乗
馬
を
組
み
合

わ
せ
た
体
験
メ
ニ
ュ
ー
の
開
発
に

取
り
組
み
ま
す
。

③
地
域
の
活
動
団
体
と
連
携
し
た

ま
ち
づ
く
り

「
か
な
ぎ
シ
ェ
ア
ハ
ウ
ス
」
の

島
根
県
立
大
学
生
に
よ
る
地
域
の

中
学
生
へ
の
学
習
会
を
支
援
し
ま

す
。特

別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
「
く
ざ

の
里
」
が
開
所
し
ま
す
。
金
城
自

治
区
の
多
く
の
福
祉
施
設
や
地
域

と
一
緒
に
防
災
訓
練
を
行
い
ま
す
。

す
。「
坂
本
米
」
の
ブ
ラ
ン
ド
化

事
業
は
、
品
質
の
安
定
、
販
路
拡

大
に
努
め
ま
す
。

積
極
的
に
取
り
組
み
ま
す
。

高
度
衛
生
管
理
型
荷
さ
ば
き
所

や
城
山
公
園
の
整
備
と
い
っ
た
継

続
事
業
に
加
え
、
新
た
な
投
資
事

業
と
し
て
、（
仮
称
）
浜
田
歴
史

資
料
館
や
旧
警
察
署
建
物
の
分
庁

舎
へ
の
改
修
、
子
育
て
支
援
セ
ン

タ
ー
の
整
備
に
着
手
し
ま
す
。

こ
の
結
果
、
一
般
会
計
の
予
算

額
は
３
８
７
億
４
、５
０
０
万
円
、

平
成
28
年
度
当
初
予
算
額
と
比
較

し
て
、
８
億
７
、４
０
０
万
円
、

率
に
し
て
２
．
３
パ
ー
セ
ン
ト
の

増
と
な
り
ま
し
た
。

今
後
は
、
地
方
交
付
税
の
縮
減

に
よ
り
厳
し
い
財
政
運
営
を
余
儀

な
く
さ
れ
ま
す
が
、「
中
期
財
政

計
画
及
び
見
通
し
」
で
示
し
た
よ

う
に
、
平
成
34
年
度
以
降
も
行
財

政
改
革
に
取
り
組
む
こ
と
に
よ
っ

て
、
収
支
の
改
善
を
図
り
ま
す
。

浜
田
市
に
は
、旧
那
賀
郡
地
域

も
含
め
て
、１
６
１
９
年
の
浜
田

開
府
以
前
に
も
貴
重
な
資
料
や

文
化
財
が
あ
り
ま
す
。開
府
後
に

も
、浜
田
藩
、津
和
野
藩
の
歴
史
が

あ
り
、貴
重
な
資
料
や
文
化
財
を

し
っ
か
り
と
保
存
し
て
お
か
な
け

れ
ば
、散
逸
の
可
能
性
も
あ
り
ま

す
。ま
た
、
郷
土
史
家
の
方
々
の

高
齢
化
も
進
ん
で
い
ま
す
。
貴
重

な
歴
史
資
源
を
今
、
き
ち
ん
と
整

理
・
保
存
し
、
後
世
に
伝
え
て
い

く
こ
と
が
、
私
た
ち
の
世
代
の
使

命
で
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

こ
の
事
業
に
は
、
ふ
る
さ
と
寄

附
を
活
用
さ
せ
て
も
ら
い
、
寄
附

を
い
た
だ
い
た
皆
さ
ん
に
は
、
そ

の
使
い
道
を
形
あ
る
も
の
と
し
て

お
見
せ
す
る
こ
と
で
、
理
解
を
い

た
だ
け
る
も
の
と
思
い
ま
す
。

め
に
も
必
要
な
施
設
で
す
。
そ
の

整
備
は
、
財
政
的
な
目
途
が
立
っ

た
今
、
や
っ
て
お
か
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

平
成
29
年
度
施
政
方
針
は
、
２

月
24
日
に
、「
平
成
29
年
３
月
浜

田
市
議
会
定
例
会
」
で
市
長
が
表

明
し
ま
し
た
。
そ
の
後
、
３
月

13
日
の
議
会
本
会
議
に
お
い
て
、

「（
仮
称
）
浜
田
歴
史
資
料
館
整
備

事
業
」
に
つ
い
て
は
、
時
間
を
か

け
て
再
検
討
す
る
た
め
に
、
平
成

29
年
度
の
事
業
着
手
を
見
送
り
ま

し
た
。

（
仮
称
）浜
田
歴
史
資
料
館
整
備
と

平
成
29
年
度
の
市
政
運
営

各
自
治
区
の
ま
ち
づ
く
り

金
城
自
治
区

旭
自
治
区

弥
栄
自
治
区

三
隅
自
治
区

行
財
政
改
革

平
成
29
年
度
当
初
予
算（
案
）

（
仮
称
）浜
田
歴
史
資
料
館
整
備

平
成
29
年
度
の
市
政
運
営
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し
て
「
浜
田
の
歴
史
本
」
の
作
成

ル
」
や
「
学
校
図
書
館
活
用
教
育

研
究
指
定
校
」、
全
小
中
学
校
へ

お
い
て
、
市
の
研
究
指
定
校
を
指

定
し
、
新
設
す
る
教
育
ア
ド
バ
イ

ザ
ー
に
よ
る
授
業
研
究
や
改
善
効

果
の
検
証
を
行
う
と
と
も
に
、
指

導
主
事
に
よ
る
訪
問
指
導
、
公
開

授
業
研
究
な
ど
に
取
り
組
み
、
教

員
の
資
質
向
上
を
図
り
ま
す
。

一
方
、
教
職
員
の
負
担
軽
減
に

向
け
、
学
校
現
場
に
お
け
る
業
務

改
善
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
策
定
に
取

り
組
み
、
教
職
員
が
子
ど
も
と
向

き
合
う
時
間
の
確
保
に
努
め
ま
す
。

な
ど
の
ふ
る
さ
と
の
自
然
に
特
化

し
た
自
然
体
験
活
動
推
進
事
業
を

行
っ
て
お
り
、
公
民
館
や
関
係
団

わ
る
問
題
で
あ
り
、絶
対
に
許
さ

れ
な
い
行
為
で
あ
る
と
の
認
識
の

下
、い
じ
め
問
題
の
根
絶
に
全
力

を
挙
げ
て
取
り
組
み
ま
す
。小
中

学
校
で
は
、各
校
の
「
い
じ
め
防

止
基
本
方
針
」に
基
づ
き
、い
じ
め

の
早
期
発
見
や
発
生
時
の
早
期
対

応
な
ど
の
取
組
を
進
め
、指
導
主

事
に
よ
る
訪
問
指
導
や
支
援
な
ど

に
引
き
続
き
取
り
組
み
ま
す
。

保
育
所
・
幼
稚
園
へ
の
巡
回
訪
問

な
ど
に
よ
り
、特
別
な
配
慮
を
必

要
と
す
る
子
ど
も
の
早
期
発
見
と

支
援
に
努
め
、児
童
生
徒
一
人
ひ

守
り
活
動
の
推
進
、
防
犯
教
室
や

ネ
ッ
ト
ト
ラ
ブ
ル
対
応
の
啓
発
な

ど
に
、引
き
続
き
取
り
組
み
ま
す
。

ま
た
、
屋
内
運
動
場
の
天
井
の

耐
震
対
策
や
ト
イ
レ
の
洋
式
化
な

ど
、
学
校
施
設
の
環
境
整
備
を
計

画
的
に
進
め
ま
す
。

の
た
め
、「
学
校
統
合
計
画
審
議

会
」
に
諮
り
、
学
校
の
適
正
配
置

や
校
区
の
見
直
し
、
学
校
建
設
計

画
の
方
向
性
な
ど
に
つ
い
て
検
討

し
て
い
た
だ
き
、
答
申
を
受
け
た

後
、計
画
策
定
に
取
り
組
み
ま
す
。

ま
た
、
幼
児
教
育
で
は
、
体
験

活
動
の
充
実
を
図
り
、
主
体
性
を

育
成
し
、
特
別
な
配
慮
が
必
要
な

子
ど
も
に
は
、
特
性
に
応
じ
た
支

援
の
充
実
に
努
め
ま
す
。

団
体
な
ど
と
の
連
携
を
図
り
な
が

ら
、
市
民
の
心
身
の
健
康
に
資
す

る
取
組
を
進
め
る
と
と
も
に
、
ス

ポ
ー
ツ
精
神
の
高
揚
や
競
技
力
の

向
上
に
取
り
組
み
ま
す
。

教
育
委
員
会
へ
一
元
化
し
、
効
率

的
な
管
理
運
営
を
図
り
、
施
設
の

適
正
な
配
置
及
び
整
備
は
、「
ス

ポ
ー
ツ
推
進
審
議
会
」
か
ら
の
答

申
を
基
に
、
整
備
計
画
を
検
討
し

ま
す
。

業
ま
で
の
間
に
、「
親
と
し
て
の

役
割
」
や
「
子
ど
も
と
の
関
わ
り

方
」
に
つ
い
て
学
習
で
き
る
機
会

を
確
保
し
、
推
進
す
る
た
め
の
シ

ス
テ
ム
づ
く
り
を
検
討
し
ま
す
。

能
を
強
化
し
、「
地
域
づ
く
り
を
担

う
人
づ
く
り
」に
向
け
た
取
組
を

推
進
し
、「
ま
ち
づ
く
り
を
支
援
す

る
公
民
館
」を
目
指
し
ま
す
。

小
学
６
年
生

の
副
教
材
と

ふ
る
さ
と
郷
育
の

推
進

「
調
べ
る
学

習
コ
ン
ク
ー

国
語
力
の
向
上

新
た
に
、
算

数
・
数
学
に

教
員
の
授
業
力
向
上

昨
年
度
か
ら

海
、
山
、
川

学
校
に
お
け
る

ふ
る
さ
と
郷き

ょ
う
い
く育

い
じ
め
は
人

の
尊
厳
に
関

い
じ
め
問
題

相
談
支
援
チ

ー
ム
に
よ
る

特
別
支
援
教
育

通
学
路
の
安

全
確
保
や
見

安
全
・
安
心
な

教
育
環
境
づ
く
り

次
期
学
校
統

合
計
画
策
定

学
校
統
合

　

・
幼
児
教
育

子
ど
も
か
ら
お
年
寄
り
ま
で
幅

広
い
世
代
に
利
用
し
て
も
ら
い
、

読
書
活
動
が
進
む
よ
う
、
児
童
図

書
や
一
般
図
書
、
郷
土
の
歴
史
・

風
俗
や
人
物
な
ど
に
関
す
る
郷
土

資
料
な
ど
、
多
様
な
分
野
の
資
料

収
集
に
努
め
ま
す
。

昨
年
10
月
に
は
、「
第
２
次
浜
田

市
子
ど
も
読
書
活
動
推
進
計
画
」

を
策
定
し
、図
書
館
だ
け
で
な
く
、

家
庭
、地
域
、学
校
な
ど
そ
れ
ぞ
れ

の
場
に
お
け
る
、子
ど
も
の
読
書

ひ
き
こ
も
り
や
ニ
ー
ト
、
不
登

校
な
ど
、困
難
を
抱
え
た
子
ど
も
・

若
者
の
心
に
寄
り
添
っ
た
育
成
支

援
に
取
り
組
み
、
青
少
年
健
全
育

成
団
体
な
ど
と
連
携
し
、
子
ど
も

た
ち
の
社
会
体
験
活
動
の
活
性
化

と
発
展
に
努
め
ま
す
。

多
種
多
様
な
文
化
・
芸
術
活
動

を
行
う
皆
さ
ん
や
各
種
団
体
の
活

発
な
活
動
を
応
援
し
、
連
携
を

図
っ
て
、
振
興
・
発
展
に
取
り
組

み
ま
す
。

石
央
文
化
ホ
ー
ル
は
、
舞
台
関

係
設
備
や
ト
イ
レ
、
外
壁
の
年
次

的
な
改
修
に
よ
り
、
施
設
の
長
寿

命
化
を
図
り
ま
す
。
石
正
美
術
館

や
世
界
こ
ど
も
美
術
館
を
含
め
、

優
れ
た
芸
術
文
化
振
興
の
拠
点
施

貴
重
な
文
化
遺
産
の
保
護
・
継

承
と
情
報
の
収
集
・
発
信
に
努
め

ま
す
。
平
成
31
年
に
迎
え
る
浜
田

開
府
４
０
０
年
に
向
け
、
平
成
29

年
度
も
プ
レ
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
、

浜
田
の
歴
史
に
係
る
講
演
・
座
談

会
を
開
催
し
ま
す
。

※　
平
成
29
年
度
施
政
方
針
・
教

育
方
針
の
全
文
は
︑
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
ま
す
︒

ス
ポ
ー
ツ
施

設
の
管
理
を

ス
ポ
ー
ツ
施
設
の
適

正
な
配
置
及
び
整
備

乳
幼
児
時
期

か
ら
中
学
卒

家
庭
教
育
支
援

今
後
は
、更

に
公
民
館
機

ま
ち
づ
く
り
を

支
援
す
る
公
民
館

ま
で
寄
贈
を
受
け
ま
し
た
数
々
の

歴
史
的
資
料
の
展
示
や
活
用
が
十

分
で
き
て
い
な
い
状
況
か
ら
、
教

育
委
員
会
と
し
て
も
、
長
年
の
懸

案
で
す
。
ま
た
、
歴
史
資
料
館
は
、

「
ふ
る
さ
と
郷
育
」の
観
点
か
ら
も
、

必
要
な
施
設
と
考
え
て
い
ま
す
。

教
育
の
現
場
か
ら
は
、
社
会
科

資
料
館
の
整

備
は
、
こ
れ

（
仮
称
）

浜
田
歴
史
資
料
館

昨
年
８
月
、
浜
田
市
で
開
催
の

全
国
高
等
学
校
総
合
体
育
大
会
体

操
競
技
は
、
多
く
の
皆
さ
ん
の
ご

支
援
・
ご
声
援
に
よ
り
成
功
裏
に

終
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

補
助
員
で
参
加
し
た
高
校
生
た

ち
の
あ
い
さ
つ
や
細
や
か
な
気
配

り
は
、
全
国
か
ら
来
ら
れ
た
皆
さ

ん
に
感
動
を
与
え
、
多
く
の
感
謝

の
言
葉
や
お
礼
の
手
紙
を
頂
き
ま

し
た
。
自
ら
進
ん
で
行
動
し
た
高

校
生
た
ち
を
、
大
人
も
見
習
わ
な

く
て
は
い
け
な
い
場
面
が
た
く
さ

ん
あ
っ
た
と
感
じ
ま
し
た
。

大
会
に
関
わ
っ
た
全
て
の
皆
さ

ん
に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

海と日本プロジェクト
ʜａｍａｄａマリン郷育体験

全国高等学校総合体育大会
体操競技　表彰式浜田市総合スポーツ大会陸上競技

浜田開府400年記念プレ公演・座談会

設
と
し
て
、
役
割
分
担
や
今
後
の

在
り
方
に
つ
い
て
検
討
し
ま
す
。

推
進
の
た
め
の
取
組
を
一
体
的
に

進
め
る
方
策
を
掲
げ
ま
し
た
。

今
後
も
、
こ
れ
ら
の
方
策
を
実

行
に
移
す
べ
く
、
読
み
聞
か
せ
の

研
修
会
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
等
に
よ

る
市
民
参
加
型
交
流
会
の
開
催
な

ど
、
関
係
機
関
や
地
域
、
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
と
の
連
携
・
協
力
を
図
り

な
が
ら
、
地
域
全
体
で
子
ど
も
の

読
書
活
動
の
推
進
を
図
る
取
組
を

進
め
ま
す
。

の
学
校
図
書
館
司
書
の
配
置
な
ど

に
よ
り
、
子
ど
も
た
ち
の
言
語
活

動
や
読
書
が
広
が
っ
て
お
り
、
引

き
続
き
取
組
を
進
め
ま
す
。

し
か
し
、
全
国
学
力
調
査
等
の

結
果
で
は
、
基
礎
学
力
の
定
着
に

課
題
が
見
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
一

人
ひ
と
り
の
実
態
に
即
し
た
対
策

を
行
い
基
礎
学
力
の
定
着
に
向
け

て
取
り
組
む
必
要
が
あ
り
、「
家

庭
学
習
の
定
着
」、「
適
切
な
メ

デ
ィ
ア
と
の
関
わ
り
」
な
ど
に
つ

い
て
学
校
や
保
護
者
と
の
連
携
を

図
っ
て
取
組
を
進
め
ま
す
。

体
の
協
力
を
得
な
が
ら
、
地
域
資

源
を
活
用
し
た
ふ
る
さ
と
郷
育
の

充
実
に
努
め
ま
す
。

と
り
の
特
性
に
つ
い
て
、特
別
支

援
学
級
や
通
級
指
導
教
室
、に
こ

に
こ
サ
ポ
ー
ト
講
師
や
学
校
支
援

員
、学
校
、関
係
機
関
が
連
携
し
て

個
に
応
じ
た
支
援
を
行
い
ま
す
。

に
着
手
し
ま
す
。
ま
た
、
学
校
・

家
庭
・
地
域
が
連
携
・
協
働
し
た

取
組
と
し
て
、
地
域
ぐ
る
み
で
子

ど
も
を
支
援
す
る
た
め
、
中
学
校

区
ご
と
に
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
推
進
体

制
を
構
築
し
、学
校
支
援
活
動
、放

課
後
や
休
日
の
支
援
活
動
、
家
庭

教
育
支
援
活
動
に
取
り
組
み
ま
す
。

や
総
合
学
習
を
は
じ
め
道
徳
、
理

科
な
ど
で
の
活
用
や
城
山
を
含
め

た
遠
足
な
ど
の
校
外
活
動
も
行
い

た
い
と
い
う
期
待
が
寄
せ
ら
れ
て

い
て
、
浜
田
の
歴
史
・
文
化
を
保

存
・
継
承
し
、
ふ
る
さ
と
郷
育
や

交
流
の
拠
点
と
し
て
、（
仮
称
）

浜
田
歴
史
資
料
館
を
是
非
と
も
整

備
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
の
方
針
、
施
策
の
実
現

に
向
け
、学
校
や
家
庭
、地
域
の
理

解
と
協
力
を
得
て
取
り
組
み
ま
す
。

平
成
29
年
度
教
育
方
針
は
、
２

月
24
日
に
、「
平
成
29
年
３
月
浜

田
市
議
会
定
例
会
」
で
教
育
長
が

表
明
し
ま
し
た
。
そ
の
後
、
３
月

13
日
の
議
会
本
会
議
に
お
い
て
、

「（
仮
称
）
浜
田
歴
史
資
料
館
整
備

事
業
」
に
つ
い
て
は
、
時
間
を
か

け
て
再
検
討
す
る
た
め
に
、
平
成

29
年
度
の
事
業
着
手
を
見
送
り
ま

し
た
。

浜
田
市
体
育

協
会
や
関
係

ス
ポ
ー
ツ
精
神
の
高

揚
や
競
技
力
の
向
上

教育方針

１
学
校
教
育

２
社
会
教
育

３
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興

４
図
書
館

５
青
少
年
の
健
全
育
成

６
芸
術
文
化
の
振
興

７
文
化
財
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※　

４
月
は
下
表
の
と
お
り
特
設
窓
口
及
び

出
張
販
売
所
を
開
設
し
ま
す
。

販
売
内
容　

１
冊
３
、０
０
０
円
分
の
乗
車

券
を
１
、５
０
０
円
で
販
売
し
ま
す
。

※　

１
冊
当
た
り
１
０
０
円
券
×
30
枚
綴
り

又
は
５
０
０
円
券
×
６
枚
綴
り
が
あ
り
ま

す
。

販
売
上
限　
１
年
度
に
つ
き
１
人
10
冊

（
３
万
円
分
）
ま
で

購
入
に
必
要
な
も
の

・
申
請
書
・
印
鑑

・
本
人
が
確
認
で
き
る
も
の
（
保
険
証
、
免

許
証
な
ど
）

※　

申
請
書
は
、
各
販
売
場
所
に
あ
り
ま

す
。
ま
た
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ

ン
ロ
ー
ド
も
で
き
ま
す
。

※　

別
居
の
人
に
よ
る
代
理
申
請
の
場
合

は
、
委
任
状
が
必
要
で
す
。

使
用
上
の
注
意
事
項

・
本
人
名
義
以
外
の
乗
車
券
は
、
使
用
で
き

ま
せ
ん
。

・
乗
車
券
の
偽
造
、
譲
渡
及
び
転
売
は
、
禁

止
し
ま
す
。

・
乗
車
券
は
、
払
戻
し
及
び
再
交
付
を
し
ま

せ
ん
。

※　

平
成
28
年
７
月
以
降
に
運
転
免
許
を
自

主
返
納
さ
れ
た
人
へ
の
乗
車
券
５
冊
の

無
料
交
付
も
引
き
続
き
受
け
付
け
て
い
ま

す
。詳
し
く
は
、お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先　
本
庁
ま
ち
づ
く
り
推
進
課

地
域
交
通
学
校
支
援
係
（
☎
�
９
２
０
１
）

　

市
で
は
、
平
成
29
年
度
も
引
き
続
き
、
70

歳
以
上
の
皆
さ
ん
に
対
し
て
、
市
内
の
公
共

交
通
機
関
で
利
用
で
き
る
割
安
な
乗
車
券

「
敬
老
乗
車
券
」
の
販
売
を
行
い
ま
す
。

　

平
成
28
年
度
中
に
上
限（
10
冊
３
万
円
分
）

ま
で
購
入
し
た
人
も
、
新
た
に
購
入
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ

い
。

購
入
で
き
る
人　
市
内
に
住
所
を
有
し
、
年

度
末
時
点
で
70
歳
以
上
と
な
る
人

※　

昭
和
23
年
３
月
31
日
以
前
に
生
ま
れ
た

人
が
対
象
で
す
。

利
用
で
き
る
公
共
交
通
機
関

・
石
見
交
通
バ
ス
（
高
速
バ
ス
を
除
く
）　

・
総
企
バ
ス

・
市
内
の
タ
ク
シ
ー
（
介
護
タ
ク
シ
ー
を
含

む
）　

・
市
生
活
路
線
バ
ス
（
お
お
な
ん
バ
ス
を
含

む
）　　
　
　
　
　
　
　

・
市
予
約
型
乗
合
タ
ク
シ
ー

※　

Ｊ
Ｒ
・
高
速
バ
ス
で
は
利
用
で
き
ま
せ

ん
。

※　

発
着
の
い
ず
れ
か
が
浜
田
市
内
と
な
る

区
間
で
の
利
用
に
限
り
ま
す
。

利
用
期
間　
購
入
日
～
平
成
31
年
３
月
31
日

販
売
場
所

・
市
役
所
本
庁
ま
ち
づ
く
り
推
進
課

・
各
支
所
防
災
自
治
課

・
市
役
所
弥
栄
支
所
杵
束
出
張
所

・
井
野
公
民
館

・
黒
沢
公
民
館

・
白
砂
公
民
館

特設窓口及び出張販売所
場所 販売日時（４月） 場所 販売日時（４月）

浜
田

市役所本庁１階
市民ロビー

１日㈯・２日㈰
10日㈪～14日㈮ 8:30～17:15

金
城

市役所金城支所 ３日㈪～
（開庁日のみ） 8:30～17:15

３日㈪～７日㈮ 8:30～19:00 美又公民館 13日㈭ 9:00～10:00
８日㈯・９日㈰ 8:30～12:00 久佐公民館 13日㈭ 10:15～11:15

市役所本庁３階
まちづくり推進課

17日㈪～
（開庁日のみ） 8:30～17:15 今福公民館 13日㈭ 13:30～14:30

小国公民館 13日㈭ 10:15～11:15

石見公民館 17日㈪ 13:00～15:00 波佐公民館 13日㈭ 9:00～10:00
27日㈭ 9:00～11:00

旭

市役所旭支所 ３日㈪～
（開庁日のみ） 8:30～17:15後野分館 28日㈮ 13:00～14:30

佐野分館 26日㈬ 13:00～14:30 木田公民館 10日㈪ 9:00～10:00
宇津井分館 26日㈬ 15:00～16:30 和田公民館 10日㈪ 10:30～11:30
細谷分館 27日㈭ 13:00～14:30 都川公民館 10日㈪ 9:00～10:00
長見分館 27日㈭ 15:00～16:30 市木公民館 10日㈪ 10:30～11:30

長浜公民館 18日㈫ 13:00～15:00
弥
栄

市役所弥栄支所 ３日㈪～
（開庁日のみ） 8:30～17:1528日㈮ 9:00～11:00

国府公民館 19日㈬ 13:00～15:00 市役所弥栄支所
杵束出張所

３日㈪～
（開庁日のみ） 9:00～15:0024日㈪ 9:00～11:00

有福分館 24日㈪ 15:00～16:30

三
隅

市役所三隅支所 ３日㈪～
（開庁日のみ） 8:30～17:15宇野分館 24日㈪ 13:00～14:30

周布公民館 20日㈭ 13:00～15:00 井野公民館
３日㈪～
（平日のみ） 9:00～17:0025日㈫ 9:00～11:00 黒沢公民館

美川公民館 21日㈮ 13:00～15:00 白砂公民館
26日㈬ 9:00～11:00 ※　市役所本庁まちづくり推進課・各支所防災自治課・市

役所弥栄支所杵束出張所・井野公民館・黒沢公民館・白
砂公民館では５月以降も販売しています。

※　５月８日㈪～12日㈮（9:00～11:00）は、浜田医療セン
ターにおいて販売を予定しています。

美川東分館 25日㈫ 15:00～16:30
美川西分館 25日㈫ 13:00～14:30

大麻公民館 19日㈬ 9:00～11:00

　浜田市出身の坂根正弘氏（㈱小松製作
所相談役）からのご寄附を原資とした、
「坂根正弘奨学金」の平成29年度奨学生
（第４期生）を募集します。
　この奨学金制度は、優れた学力を有し、
高い志を持って大学で勉学に励もうとす
る学生に対して奨学金を給付することに
より、将来の科学技術や医学の進歩、経
済の発展などに貢献しうる人材を育成・
支援することを目的としています。

募集人員　大学１年生　３人程度
募集期間　４月３日㈪～５月８日㈪
応募資格　保護者が浜田市に住所を有する大学１年

生（在学中）の者で、特に学業成績が優
秀であり、かつ、保護者の収入又は所得
が市長の定める基準以下の人

支給金額　月額５万円又は４万円
（大学所在地により変動）

支給期間　平成29年４月から在学する学校の最短修
業年限の最終月まで（最大４年間）

本庁まちづくり推進課地域交通学校支援係
（☎�９２０１）

問い合わせ先※　申込方法など、詳しくはお問い合わせください。

　浜田市には、良好な自然・文化・歴史などの多くの
景観資源があります。
　これらの景観資源を市民、事業者、市民団体・
NPO法人、行政などが一体となって守り・育て・創
造し、次の世代に引き継ぐことを目的に浜田市景観計
画を策定し、４月１日から施行します。
　計画は、浜田市全域を景観計画区域とし、また、次
の地区については、重点地区として特性を活かした景
観形成の促進を図ることとしています。
重点地区　
浜田城跡周辺地区・浜田漁港周辺地区・美又温泉地区
※　各地区ごとに景観形成基準や届出が必要な行為な

どを定めています。
　建築物や工作物、開発などを行う際は、景観計画に
定める景観形成基準を確認し、景観形成への配慮をお
願いします。　
　浜田市景観計画及び手引きとなる景観ガイドライン
は、市ホームページに掲載していますのでご覧くださ
い。ご不明な点はお問い合わせください。
問い合わせ先

本庁建設企画課都市計画係　（☎�９６０１）

浜田城跡周辺地区

浜田漁港周辺地区

美又温泉地区

平
成
29
年
度

　
敬
老
乗
車
券
を
販
売
し
ま
す

平成29年度
坂根正弘奨学金の奨学生を募集します

４月１日から
浜田市景観計画を施行します
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犬の登録と狂犬病予防集合注射日程表
【弥　栄】

4月 場　所 時間 4月 場　所 時間 4月 場　所 時間

11
日
㈫

十国トンネル前 9:15～　9:20

11
日
㈫

熊の山　斎藤繁美様宅前 10:55～11:00

11
日
㈫

市役所弥栄支所 14:00～14:10
野坂　前山章男様宅前 9:25～　9:30 上田野原集会所 11:30～11:35 西河内　山㟢昭三様宅前 14:15～14:20
大斉集会所 9:35～　9:40 大坪バス停付近 13:00～13:05 小坂集会所 14:25～14:35
西の郷ライスセンター前 9:50～10:00 稲代集会所 13:10～13:20 日高集会所 14:45～14:50
杵束集会所 10:10～10:20 旧美里無人市前（小角）13:30～13:40 高坂谷　小松原忠雄様宅前 14:55～15:05
小熊集会所 10:35～10:40 横谷集会所 13:45～13:50 六歩谷集会所 14:55～15:05

【　旭　】
4月 場　所 時間 4月 場　所 時間 4月 場　所 時間

12
日
㈬

市役所旭支所 9:05～　9:20

12
日
㈬

来尾集会所 11:00～11:05

12
日
㈬

重富生活改善センター 13:30～13:35
坂本構造改善センター 9:40～　9:45 越木バス停付近 11:10～11:15 和田生活改善センター 13:40～13:50
谷神社付近 9:55～10:00 市木生活改善センター 11:20～11:25 山ノ内生活改善センター 14:00～14:05
都川高齢者活動促進セ
ンター 10:25～10:35 中郡集会所 11:30～11:35 木田生活改善センター 14:10～14:15

戸川生活改善センター 13:10～13:15 しろつの生活センター 14:20～14:25
岩畳生活改善センター 10:45～10:50 本郷バス停付近 13:20～13:25 丸原センター 14:35～14:45

【金　城】
4月 場　所 時間 4月 場　所 時間 4月 場　所 時間

13
日
㈭

小笹集会所 9:00～　9:10

13
日
㈭

旧ＪＡ小国事業所前 13:00～13:05

14
日
㈮

小松木口 9:00～　9:10
伊木集会所 9:15～　9:20 上徳田バス停付近 13:10～13:15 元谷石碑前 9:15～　9:20
新開集会所 9:30～　9:35 小原谷集会所 13:25～13:30 入野集会所 9:25～　9:30
今田よりあい会館 9:40～　9:55 浄光寺谷バス停付近 13:35～13:40 越沢集会所 9:35～　9:40
青原集会所 10:05～10:10 新生集会所 13:45～13:50 植松集会所 9:50～　9:55
下ノ原　鍛冶畑様宅
入口付近 10:15～10:20 久佐公民館 13:55～14:00 福原集会所 10:05～10:10

下久佐集会所 14:10～14:15 大元集会所 10:15～10:20
深笹上集会所 10:35～10:40 上長屋集会所 14:20～14:25 美又国民保養センター前 10:25～10:30
旧シマネ波佐電子前 10:45～10:50 上組集会所 14:30～14:35 美又口　渡辺様宅横 10:35～10:40
亀谷原　榎一夫様宅前 11:00～11:05 大谷集会所 14:40～14:45 久佐川バス停付近 10:45～10:55
浄蓮寺下 11:10～11:20 かたらいの家 14:50～15:00 今福公民館 11:00～11:05
波佐消防ポンプ倉庫前 11:25～11:30 下長屋　山田様宅前 11:10～11:20

【浜　田】 金田会館 11:25～11:30

4月 場　所 時間 4月 場　所 時間 4月 場　所 時間

14
日
㈮

佐野下町内
生活改善センター 13:10～13:15

17
日
㈪

ＪＡしまね農協
長沢事業所前 13:15～13:20

18
日
㈫

熱田町５町内集会所 13:15～13:25
上内田バス停付近 13:30～13:35

旧ＪＡ佐野事業所前 13:20～13:25 二反田団地集会所 13:25～13:30 浜田商業高校入り口付近 13:40～13:50
両間口バス停付近 13:30～13:35 生湯町宇野木工所付近 13:35～13:40 汐入県職員住宅前 13:55～14:00
旧後野小学校下 13:40～13:45 生湯海水浴場休憩所付近 13:45～13:50 元浜町かもめ公園 14:10～14:20
石見公民館長見分館
入り口付近 14:05～14:10 ヒルズガーデン神在入り口 14:00～14:05 瀬戸ケ島町

水産技術センター前 14:25～14:30服部タイヨー長澤店駐車場 14:15～14:20
石見公民館細谷分館 14:25～14:30 浅井公民館 14:25～14:30 浜田保健所前 14:35～14:45
野原町２町内公民館 14:40～14:45 浅井町メガネの三城駐車場 14:35～14:40 松原郵便局前 14:50～14:55
野原町１町内公民館下
駐車場 14:50～14:55 黒川町どうどう公園 14:45～14:50 市役所東分庁舎前駐車場 15:00～15:05

高佐町大光ハイツ下 14:55～15:00

19
日
㈬

牛谷バス停付近 9:00～　9:05
竹迫団地公園前（４町内）15:00～15:05 石見公民館 15:10～15:15 美川公民館西分館 9:15～　9:20
竹迫町平和公園 15:10～15:15 相生町国土交通省付近 15:20～15:30 櫟田原公民館 9:30～　9:35

17
日
㈪

荒相　岡本勝美様宅前 9:10～　9:15

18
日
㈫

清水町消防ポンプ車庫前 9:00～　9:10 下鍋石バス停付近 9:45～　9:50
ブルーコーンズ前 9:20～　9:25 青川陸橋下駐車場付近 9:15～　9:10 一ノ瀬橋旧岩井商店前 9:55～10:00
国分尼寺跡前 9:30～　9:35 笠柄児童公園 9:30～　9:40 松羽地区防災センター 10:05～10:10
国府公民館 9:45～　9:55 長浜公民館 9:45～　9:50 美川公民館駐車場 10:15～10:20
下府公民館 10:00～10:05 長浜商港バス停付近 9:55～10:10 吉地集会所 10:25～10:30
上府町市尻酒店前 10:10～10:15 日脚児童館 10:15～10:20 門田公民館 10:35～10:40
上府消防車庫前 10:20～10:25 ＪＦしまね津摩出張所前 10:25～10:30 大谷上公民館大元神社前 10:55～10:58
旧ＪＡ宇野事業所前 10:35～10:40 周布公民館 10:35～10:40 西村インター口

浜田市街寄り待避所 11:15～11:20姉金　千代延様宅付近 10:45～10:50 周布１町内公民館 10:45～10:55
国府公民館有福分館 11:00～11:05 日脚児童公園前

（大久保団地内） 11:05～11:10 大麻公民館 11:25～11:30
宇野町西山バス停付近 11:10～11:15

【三　隅】
4月 場　所 時間 4月 場　所 時間 4月 場　所 時間

19
日
㈬

谷集会所 13:10～13:20

20
日
㈭

白砂公民館 9:20～　9:25

20
日
㈭

芦谷集会所 11:00～11:05
三保公民館 13:30～13:40 東平原上集会所 9:35～　9:40 市役所三隅支所 11:20～11:30
古湊漁村センター 13:45～13:50 下室谷集会所 9:45～　9:50 三嶋神社下 13:20～13:25
岡見公民館 14:10～14:20 上室谷集会所 9:55～10:00 井川集会所 13:35～13:45
宮ケ迫集会所 14:30～14:35 上今明神明宮下 10:10～10:15 中古和集会所 13:55～14:00
床並　和崎輝男様宅
付近待避所 14:40～14:45 市場集会所 10:20～10:25 黒沢公民館 14:10～14:15

ひゃこるバス周布地
停留所付近 10:30～10:40 河内橋上待機所 14:30～14:35

㈲杖田農機店
グリーンショップ横 15:00～15:10 海石集会所 15:00～15:10

みのり会館 10:50～10:55

【問い合わせ先】　
本庁環境課くらしと環境係（☎�９４２０）

　犬の飼い主には、生後91日以上の飼い犬に生涯１回の登録と狂
犬病予防注射を毎年受けさせることが法律で定められています。
また、登録時に鑑札を交付しますので首輪に付けてください。
　飼い犬の登録と狂犬病予防注射を行うことにより、狂犬病の発
生を防止することができます。飼い主のご理解とご協力をお願い
します。

狂犬病とは…
　人にも感染し、発症するとほぼ100％死亡する恐ろしい感染症
です。現在でも世界の多くの地域で狂犬病は発生しています。

　市では、各地域で新規登録の受付と狂犬病予防集
合注射を実施します。日程表を確認の上、お越しく
ださい。どの会場でも注射・登録ができます。また、
雨天でも実施します。
対象　浜田市で登録されている犬、又は浜田市に住

民票がある人の飼い犬　　　
持参するもの
○既に犬の登録をしている場合
・予防注射料金１頭3,000円（注射料金2,450円・注

射済票交付手数料550円）
・平成29年度狂犬病予防集合注射のお知らせハガキ

（３月下旬頃郵送）
○新規登録の場合
･ １頭6,000円（登録手数料3,000円・予防注射料金

3,000円）
注意事項
・当日の交通事情などにより、予定時間からずれて

到着する場合があります。
・犬が高齢・妊娠中・投薬中・１か月以内にほかの

ワクチンを接種・病気や体調不良の場合は、動物
病院を受診してください。

・会場で受けることができない場合は、動物病院で注
射を受けてください(登録もできます)。ただし、手
数料が加算される場合があります。

・生後90日以下の犬は、注射を受けられません。
【飼い主へのお願い】
・飼い主又は犬を制御できる人が同行してください。
・接種時には、飼い主又は犬を制御できる人がしっか

りと犬の体を固定してください。
・ケガなどの防止のため、長袖・長ズボンなどの安全

面を考慮した服装で来てください。
・必ずリードをつけ、逃走防止に努めましょう。
・ビニール袋などのフン処理用具を持参してくださ

い。

小型犬の固定方法 大型犬の固定方法

室内犬は狂犬病予防注射
を受けなくてもいいの？
室内室外に関係なく必ず
受けてください。

なぜ狂犬病予防注射を受
けないといけないの？
狂犬病の感染源はほとん
どが犬です。発生の予防

と日本へ狂犬病が侵入した場合
に備えて飼い犬の登録と狂犬病
注射が義務づけられています。
毎年１回必ず受けてください。

飼犬が弱ってきているた
め、狂犬病予防注射をす
るのが心配。
病気や高齢でワクチン接
種が心配な時は動物病院

を受診しましょう。「猶予認定
書」と狂犬病予防集合注射のは
がきを環境課へ提出していただ
ければ注射免除の手続きができ
ます。

狂犬病の予防注射を受け
ていない犬やその飼い主
はどうなるの？
20万円以下の罰金の対象
となります。

（狂犬病予防法第27条第２項）

なぜ犬の登録や鑑札を装着する必要
があるの？
犬の所有者を明確にするためで
す。登録することで、万が一狂

犬病が発生したときに、迅速かつ的確
に対応できます。また、犬が鑑札を付
けていれば、迷子になり保護されたと
き、すぐに連絡することができます。

犬の狂犬病予防注射を受けましょう

犬の狂犬病予防集合注射及び新規登録を実施します
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　４月１日の機構（太字は、変更のある室・係）

部　名 所属課名と主な変更内容

総務部 総務課・行財政改革推進課・安全安心推進課・人事課・情報政策課・人権同和教育啓発センター

地域政策部 政策企画課・まちづくり推進課・地域プロジェクト推進室

財務部 税務課・資産税課・財政課

健康福祉部
地域福祉課・健康長寿課・子育て支援課・地域医療対策課・波佐診療所・あさひ診療所・
弥栄診療所・大麻診療所

市民生活部 医療保険課・総合窓口課・環境課・浜田市不燃ごみ処理場・浜田浄苑

産業経済部

産業政策課（雇用対策係）・三隅発電所対策室（三隅発電所対策係）・産業振興課（貿易振興係）・
ふるさと寄附推進室・広島市場開拓室・農林振興課・水産振興課・漁港活性化室・観光交流課

主な変更内容
　⑴産業政策課に「雇用対策係」を新設
　⑵産業政策課の内室として「三隅発電所対策室」、「三隅発電所対策係」を新設
　⑶「貿易振興係」を産業政策課から産業振興課に移す
　⑷ふるさと寄附推進室を産業振興課内室から単独室に変更

都市建設部 建設企画課・検査室・建設整備課・地籍調査課・維持管理課・建築住宅課

金城支所・旭支所
弥栄支所・三隅支所

防災自治課・市民福祉課・産業建設課　※杵束出張所（弥栄支所）

そのほか 市長公室・会計課・議会事務局・選挙管理委員会・農業委員会・監査委員事務局・公平委員会

教育部

教育総務課・教育施設再編推進室（教育施設再編推進係）・学校教育課・学力向上推進室・
生涯学習課・中央図書館・青少年サポートセンター・文化振興課・人権同和教育室・
金城分室・旭分室・弥栄分室・三隅分室

主な変更内容
　⑴教育総務課の内室として「教育施設再編推進室」、「教育施設再編推進係」を新設

消防本部 総務課・予防課・警防課・通信指令課・浜田消防署・東部消防署・西部消防署

上下水道部

管理課・工務課・下水道課（施設係）

主な変更内容
　⑴下水道課「整備係」を廃止し、業務を「施設係」に移す

※　全ての係名を記載した機構図は、４月以降に市ホームページへ掲載します。ホームページが閲覧できない人で、全体
の機構図を希望する人は、本庁行財政改革推進課までお問い合わせください。

　４月から、三隅発電所２号機建設などの推進のための時限的設置を
基本とした「内室」の設置及び教育委員会における施設の再配置計画
などの行財政改革を推進する体制づくりを中心として、下表のとおり
行政組織の一部を変更します。
　変更する部署については、太字で記載し、それぞれ主な変更内容を
記載しています。

問い合わせ先
本庁行財政改革推進課行革推進係
（☎�９１０１）
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○
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０
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ばい煙などの測定結果

項　目
測定結果

排出基準 自主規制値Ｈ28．7．19 Ｈ28．7．20 Ｈ28．1．18 Ｈ28．1．19
１号炉 ２号炉 １号炉 ２号炉

ば
い
煙

ばいじん（ｇ⊘㎥ Ｎ） 0．005未満 0．004未満 0．004未満 0．004未満 0．08 0．01
硫黄酸化物（㎥ Ｎ⊘ｈ） 0．01未満 0．01未満 0．02未満 0．01未満 73．5︵注1︶ 0．2
窒素酸化物（ｐｐｍ） 8 27 29 39 250 50
塩化水素（ｍｇ⊘㎥ Ｎ） 1未満 1未満 3 1 700 70

排ガス中ダイオキシン類
（nｇ︲ＴＥＱ⊘㎥ Ｎ） 0．000037 0．0034 0．000035 0．00003 1 0．01

集じん灰中ダイオキシン類
（nｇ︲ＴＥＱ⊘ｇ）

Ｈ28．7．11

－ 3 －
0．074

スラグ・メタル中ダイオキ
シン類（nｇ︲ＴＥＱ⊘ｇ）

Ｈ28．7．11
0．000013　

※　「未満」とは、定量下限値を下回っていて算出できないことを表しています。
（注1）硫黄酸化物の排出基準は測定時の条件により変わるため、代表的な値を掲載しています。

　平成28年度の測定は、表の項目
のほか、騒音・振動・悪臭につい
ても実施しましたが、結果はすべ
て基準を下回っていました。
　今後も、引き続き周辺環境に配
慮した施設運営に取り組みます。

問い合わせ先
エコクリーンセンター（浜田地
区広域行政組合総務課業務係）
（☎０８５５�５０８１）

周辺環境測定結果（大気質） （平成28年11月８日～14日、７日間連続測定）

調査地点 項目 区分 測定結果 監視基準
（環境基準）

県道300号（跡
市波子停車場
線）
最大着地濃度
地点付近

二酸化窒素
（ｐｐｍ） 日平均値の最大値 0．002　 0．04～　

0．06以下

二酸化硫黄
（ｐｐｍ）

日平均値の最大値 0．005　 0．04以下
１時間値の最高値 0．011　 0．1以下

浮遊粒子状物質
（ｍｇ⊘㎥）

日平均値の最大値 0．018　 0．1以下
１時間値の最高値 0．046　 0．2以下

塩化水素
（ｐｐｍ）

平均値 0．002未満
0．02以下

最高値 0．002未満
ダイオキシン類
（ｐｇ︲ＴＥＱ⊘㎥） 平均値 0．0061　 0．6以下

※　「未満」とは、定量下限値を下回っていて算出できないことを表しています。

　
浜田市行政組織の一部が変わります

４月１日から

エコクリーンセンター各種測定結果のお知らせ

広域圏だより
浜田市・江津市

浜田地区広域行政組合
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　その日
浜田は江戸時代

2017

　市では移住・定住、結婚支援に関するさまざまな取組や情報発信を行って
いますので、ご覧ください。また、市外・県外にお住まいの家族や知り合い
にも浜田市の支援情報などをお知らせください。
問い合わせ先　本庁政策企画課定住婚活推進係（☎�９２００）

定住婚活推進係Ｆａｃｅｂｏｏｋ
　Ｆａceｂooｋの政策企画課定住婚活推進係公式アカ
ウントです。
　移住・定住に関する情報や、婚活イベントの情
報を発信しています。
スマートフォンなどのＦａceｂooｋアプリで「浜田市
定住婚活推進係」と検索してください。QRコー
ドからも公式アカウントに
アクセスできます。

結婚支援専用ＬＩＮＥ＠
　ＬＩＮＥ@の浜田市定住婚活推進係、結婚支援専用
の公式アカウントです。
　婚活イベントなどの情報を発信しています。ス
マートフォンなどのＬＩＮＥアプリで、「その他」→「公
式アカウント」を開いて、「浜田市　定住婚活推
進係」もしくは「@fch1258n」と検索してくだ
さい。ＱＲコードからも友達登録
できます。

あさひスポーツクラブ

全国大会出場
おめでとうございます
全国小学生雪合戦大会

（広島県：２月11日）

全国どぶろく研究大会ＩＮ南島原で
弥盛（青）が淡麗部最優秀賞受賞
おめでとうございます

（長崎県：２月９日）

ふるさと弥栄振興公社

　宇野自治会とＮＰＯ法人浜田おやこ劇場は、宝くじの普及広報を目的として、その受
託事業収入を財源に実施している自治総合センターの平成28年度コミュニティ助成事業
（宝くじ助成事業）を活用し、次の取組を行いました。

　市では平成28年度に日本スポーツ振興センター
（ｔｏｔｏ）の助成金を活用し、金城総合運動公園
のふれあいジム・かなぎに移動式バスケットゴール
（２対）を購入しました。
問い合わせ先　

本庁生涯学習課スポーツ振興係（☎�９７２１）

　今後も、それぞれの活動が一層活発になるよう取り組んでいきます。
問い合わせ先　

本庁まちづくり推進課地域づくり推進係（☎�９２０１）

ＮＰＯ法人浜田おやこ劇場
青少年の健全育成を目的とした事業を実施

宇野自治会　のぼりポールの設置

移住・定住、婚活イベント情報などを発信しています
　公の施設の管理運営を行う指定管理者を募集します。
募集期間　　

前期分　６月１日㈭～６月30日㈮
後期分　８月21日㈪～９月19日㈫

申込方法　　
　各施設の募集要項を確認の上、申し込んでください。

募集施設（前期分）
施設名 指定期間 担当課

国民宿舎千畳苑
平成30年４月１日～平成35年３月31日

（５年間）

本庁観光交流課
金城総合運動公園（ふれあいジ
ム・かなぎ　など） 本庁生涯学習課
今福スポーツ広場施設

募集施設（後期分）
施設名 指定期間 担当課

ラ・ペアーレ浜田 平成30年４月１日～平成35年３月31日
（５年間）

本庁地域福祉課
室内プール 本庁生涯学習課

※　募集要項などは、募集期間中、市ホーム
ページで閲覧できます。各担当課の窓口に
もあります。
詳しくは、お問い合わせください。

問い合わせ先　
本庁行財政改革推進課行革推進係
（☎�９１０１）

公の施設の指定管理者を募集します

平成₂₈年度宝くじコミュニティ助成事業を活用しました

日本スポーツ振興センター助成金を活用しました
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浜田市連合自治協議会と語る会に出席し
ました（２月２日）

ひとづくり・郷づくり交流会に出席しま
した（２月５日）

浜田女性ネットワーク主催の「女性の生
き方を考える集い」に出席しました
（２月₁₂日）

（仮称）浜田歴史資料館整備に関する事
業説明会を市内各地で行いました
（２月４日～ ₂₄日）

島根県立大学の「地域振興に関する提言
を含む優秀卒業研究・論文」の発表会に
出席しました（２月₁₄日）

浜田市地域協議会合同会議を開催しまし
た（２月₁₆日）

浜田市浜田郷土資料館友の会から、浜田
市の歴史文化行政の推進に向けての提言
について陳情を受けました（２月₁₆日）

ひろしま・はまだ会₃₀周年記念大会に出

席しました（２月₁₇日）
海上自衛隊護衛艦「まつゆき」が浜田港
長浜埠頭に入港し、一般公開されました
（２月₂₅日・₂₆日）

「後継者交流会ｉｎ東京」で、浜田市内と東京都墨田区内の若手経営者・後継者が意見交換を行いました（２月₁₀日・₁₁日）

原井小学校５年生による「総合的な学習
の時間」で学んだことの発表会に出席し
ました（２月₁₇日）

島根県立大学の「地（知）の拠点整備事
業」成果報告会第４回全域フォーラムに
出席しました（２月₂₃日）

多くの人が参加した植樹活動

下長屋トンネル前で説明を聞く参加者

熱心に話を聞く参加者

作法に気をつけながら

　２月23日㈭・３月１日㈬・５日㈰・６日㈪、田ノ浦海岸植樹
会が行われました。これは、松くい虫の被害による松枯れで防
風機能を失った三隅町三保地区の田ノ浦海岸の松林を再生させ
ようと地元住民・県・市が一緒になって実施したものです。
　５日には、地域の人たちなど約100人が集まり説明を受けた
後、約50㎝のクロマツやマサキなどの苗木600本を植えました。
参加者は、「大きく育って、立派な松林になってほしい」と話
していました。４日間で延べ174人が参加し、1200本植樹され
ました。

　２月26日㈰、広浜鉄道ウォーキングが行われ、市内外から約
130人が参加しました。このウォーキングは、幻の広浜鉄道今
福線の魅力を広めようと、今福公民館が昨年に続いて開催した
ものです。
　当日は、金城町下来原と佐野町を結ぶ下長屋トンネル（1633
ｍ）など約5．5㎞のコースを散策しました。コースの途中では、
鉄道が実現できなかった経過などの説明もあり、参加者は、「と
ても勉強になった」「普段歩くことができない下長屋トンネル
を歩くことができて良かった」などと話していました。

　２月23日㈭、旭中学校卒業お祝いお茶会が今市公民館で行わ
れました。これは、地域で旭中学校３年生の卒業をお祝いしよ
うと今市茶道同好会と今市公民館が主催したもので、生徒など
27人が参加しました。
　茶会では、最初に作法や挨拶などを教わり、会場に飾られた
掛け軸と花を鑑賞し、手作りの点心（軽食)に続いて菓子と薄
茶が振る舞われました。生徒たちは、地域の人から心のこもっ
たおもてなしを受けながら、食事やお茶の作法を学べ良い経験
になりました。

　２月23日㈭、有機農業推進協議会研修会がふるさと体験村で
行なわれました。この研修は、有機農業の普及拡大と農産物の
品質向上を目指して開かれ、地元農業関係者など13人が参加し
ました。
　研修では、実際に各農家の圃場を回って土質の調査や座学が
行なわれました。講師のジャパンバイオファームの小祝政明さ
んからは、有機栽培を支える土壌の作り方などについて詳しく
説明がありました。参加者は、「今後、落ち葉や藁や枯れ草を
土壌改良に生かしたい」と熱く語っていました。

お茶会で卒業生をお祝い
～　旭中学校卒業お祝いお茶会　～

あさひ

かなぎ幻の鉄道を探検
～　広浜鉄道ウォーキング　～

よみがえれ、防風林
～　田ノ浦海岸植樹会　～

みすみ

土づくりで農産物の品質向上
～　有機農業推進協議会研修会　～

やさか



広報はまだ：平成29年４月号　　　2223　　　広報はまだ：平成29年４月号

事例発表に聞き入る参加者

住民の皆さんが見守る中行われた撤去作業

自分たちが思う地域の問題点を出し合う

壁に隠れながらの攻防戦

　２月５日㈰、人づくり・郷づくり交流会がいわみーるで開催
されました。これは、公民館やまちづくり団体がそれぞれの活
動を紹介し、互いに意見を交換することで、これからの地域づ
くりを担う人づくりや住民主体のまちづくりについて考えよう
と、浜田市公民館連絡協議会が主催したものです。
　交流会では、６団体の実践発表や50団体の活動パネル紹介、
日本福祉大学地域連携アドバイザーの長畑実さんからのアドバ
イスなどがありました。参加者は、「他の団体の活動がわかり、
自分たちの活動のヒントになった」と話していました。

　２月１日㈬・２日㈭、海老谷桜幹撤去作業が行われました。
　長年、多くの人たちに愛されてきた海老谷桜は、平成20年４
月に倒木した後、すぐに移植作業が行われました。一時は花を
つけ、元気になることが期待されましたが、昨年から急速に幹
の腐朽が進みました。このままでは根元から出てきた若木の成
長が妨げられることから、幹が撤去されました。
　作業に立ち会った住民は、「命をつないだ若木が育っていく
様子をみんなで見守っていきたい」と話していました。

　１月29日㈰、まちづくりを語るつどいが下来原金田会館で開
催されました。これは、住民アンケートを基に地域課題を掘り
起こし、解決に向けた取組を考える場として、雲城まちづくり
委員会が行いました。
　参加者からは、除雪や見回りなど地域の安全対策や、農地保
全のための機械共同化の必要性などについて、多くの意見が出
されました。雲城まちづくり委員会代表の川上幾雄さんは、「こ
の集いを手本として、ほかの地域でも取り組みを広げていきた
い」と話していました。

　１月28日㈯・29日㈰、島根県雪合戦大会がアサヒテングスト
ン駐車場で行われました。
　大会には、41チームが参加し、チャンピオン・レディース・
フレンドリー・ジュニアの４部門に分かれて戦いました。参加
者は、技術と戦略を駆使しチーム一丸となって雪球を投げあい、
会場内は大きな歓声や声援で盛り上がりました。ジュニアリー
グ準優勝となったあさひスポーツクラブは、２月11日に広島県
で行われた全国小学生雪合戦大会に出場し、準優勝に輝きまし
た。

駒を打ち込むための穴あけ作業

観客と交流する出演者

水でゆっくりと抽出するヨシタケコーヒー

地域の人に教えてもらいながら餅つきをする児童

　２月19日㈰、しいたけの駒打ち（植菌）体験が小熊集落で行
われました。これは、地域活性化の１つとして、山林を活かし
た活動が出来ないかと集落内で話し合い実現したものです。   
　当日は、親子連れや島根県立大学生が地元の人の指導を受け
ました。参加者は、地元の人が用意したナラの木に、しいたけ
菌の付いた駒（木片）を金槌で打ち込みました。しいたけが収
穫できるまでには２～３年かかりますが、「自分で駒打ちした
しいたけを食べられる日が楽しみ」と話していました。

　２月18日㈯、杵束公民館ミニ劇場が老人福祉センターで行わ
れました。これは、公民館の教室などで日頃から活発に活動し
ている各種団体のメンバーが、発表する場として毎年開催され
ているものです。
　当日は、ほかの自治区からの参加もあり、12団体が和太鼓や
踊り・寸劇など趣向をこらしたステージを披露し、会場を大い
に盛り上げました。また、今回が初出演となった西の郷神明会
による戦隊ショーでは、来場者を巻き込んだ演出に笑いがあふ
れていました。

　２月12日㈰、ヨシタケコーヒー体験講座が石見公民館で開催
されました。これは、ヨシタケコーヒーの魅力や浜田市出身で
ネルドリップコーヒーの魁

さきがけ

と言われる三浦義武さんを知っても
らおうと、浜田でコーヒーを楽しむ会実行委員会が行いました。
　講座では、実行委員会事務局長の神英雄さんの指導を受けな
がら布のフィルターを使った独特なヨシタケコーヒーの抽出を
行いました。参加者は、ヨシタケコーヒーのコクのある濃い味
を味わったり、お互いが入れたコーヒーを飲み比べたりと楽し
みました。

　２月８日㈬、卒業祝い・ありがとうの餅つきが今福公民館で
行われました。この餅つきは、卒業を間近に控えた６年生をお
祝いするとともに、お世話になった地域の皆さんに感謝を込め
て行ったものです。
　児童たちは、秋に収穫した餅米を地域の皆さんの指導を受け、
紅・白・紫いも・よもぎの４色の餅をつきました。出来上がっ
た餅は、参加者全員でぜんざいなどにして食べました。地域の
皆さんにお礼をし、小学校の楽しい思い出や中学生になったら
やりたいことなどを話しました。

ま ち の 　 わ だ い ♥Town Topicsま ち の 　 わ だ い♥Town Topics

雪上での熱い戦い
～　島根県雪合戦大会　～

あさひ

みすみ若木の成長を願って
～　海老谷桜幹撤去作業　～

住民主体のまちづくりを目指して
～　人づくり・郷づくり交流会　～

はまだ

地域課題の解決に向けて
～　まちづくりを語るつどい　～

かなぎ

大きくなぁれ、私のしいたけ
～　しいたけの駒打ち体験　～

やさか

日頃の活動成果を披露
～　杵束公民館ミニ劇場　～

やさか

コーヒーの薫るまちづくり
～　ヨシタケコーヒー体験講座　～

はまだ

手づくりの餅で感謝を
～　今福小学校卒業祝い・ありがとうの餅つき　～

かなぎ
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補助金額

人槽区分
補助金額

浜田・弥栄・
三隅自治区

金城・旭
自治区

５人槽 332,000円 352,000円

６～７人槽 414,000円 441,000円

８人槽以上 548,000円 588,000円

※　予算総額に達した時点で受付を
終了します。

※　

浄
化
槽
設
備
士
な
ど
の
有
資

格
者
が
施
工
す
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と
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（
建
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ど
）。

４月側溝消毒予定表
日 曜 実　施　計　画
４ 火 京町、高田町、清水町、真光町
５ 水 原町、瀬戸見町、元浜町
６ 木 原井町
10 月 瀬戸ケ島町、港町５、大辻町
11 火 長沢町１
12 水 長沢町２～５・７・８
13 木 生湯町１～４
17 月 長沢町６・８、桜ヶ丘、菅原団地
18 火 浅井町４～６
19 水 浅井町１～３、黒川町１・２
20 木 黒川町３～７
24 月 相生町１～３
25 火 相生町３・４、竹迫町
26 水 杉戸町、笠柄町
27 木 熱田町６～ 10
※　平成 29 年度より週４日（月～木曜日）

の作業とします。
※　雨天などにより中止した場合、金曜日に

実施することがあります。
（本庁環境課くらしと環境係）
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ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ

ウ
ン
ロ
ー
ド
も
で
き
ま
す
。

申
請
・
問
い
合
わ
せ
先　

本
庁
下
水
道
課
管
理
係･

施
設

係
（
☎
�
９
６
４
０
・
�
９
６

４
１
）

③
水
環
境
の
保
全

④
森
林
・
農
地
・
漁
場
の
保
全
と

活
用

⑤
地
球
温
暖
化
対
策
の
推
進

⑥
環
境
へ
の
付
加
の
少
な
い
循
環

型
社
会
の
推
進

⑦
環
境
学
習
の
推
進

対
象
団
体　
県
内
で
環
境
保
全
を

目
的
に
非
営
利
の
活
動
を
行
う

10
人
以
上
の
会
員
を
有
す
る
団

体
（
公
共
機
関
や
企
業
な
ど
を

除
く
。）

助
成
金
額

・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
コ
ー
ス

　

５
万
円
～
30
万
円

・
法
人
コ
ー
ス

　

30
万
円
～
80
万
円

共
通

助
成
率　

対
象
経
費
の
２
／
３
以
内

申
込
締
切
日　

５
月
９
日
㈫（
当
日
消
印
有
効
）

申
込
方
法　
申
請
書
に
必
要
事
項

を
記
入
の
上
、
必
要
書
類
を
添

え
て
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

※　

応
募
要
項
や
申
請
書
は
、
市

役
所
本
庁
環
境
課
に
あ
り
ま

す
。
し
ま
ね
自
然
と
環
境
財
団

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
も
で
き
ま
す
。

※　

詳
し
く
は
、
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

各
種
助
成
金
合
同
説
明
会
及
び
個

別
相
談
会
（
浜
田
会
場
）

　

県
内
各
種
団
体
の
助
成
金
に
関

す
る
説
明
会
を
開
催
し
ま
す
。

日
時　
４
月
14
日
㈮　

　

午
後
１
時
～
３
時

場
所　
石
見
産
業
支
援
セ
ン
タ
ー

（
い
わ
み
ぷ
ら
っ
と
）

申
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

し
ま
ね
自
然
と
環
境
財
団

【
〒
６
９
０
‐
０
８
８
７　

松
江
市
殿
町
８
‐
３　

タ
ウ

ン
プ
ラ
ザ
し
ま
ね
２
Ｆ
（
☎

０
８
５
２
�
３
２
６
２
・
▢FAX

０
８
５
２
�
３
７
８
７
）】

　

環
境
に
や
さ
し
い
再
生
可
能
エ

ネ
ル
ギ
ー
の
積
極
的
な
利
用
を
促

進
す
る
た
め
、
市
で
は
、
島
根
県

の
補
助
制
度
を
活
用
し
て
、
次
の

設
備
を
設
置
す
る
費
用
の
一
部
の

補
助
を
行
っ
て
い
ま
す
。

住
宅
用
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム

対
象
シ
ス
テ
ム

・
太
陽
電
池
及
び
パ
ワ
ー
コ
ン

デ
ィ
シ
ョ
ナ
ー
に
よ
り
構
成
さ

れ
る
も
の
で
あ
る
こ
と

・
太
陽
電
池
の
公
称
最
大
出
力
の

合
計
値
が
10　
ｋｗ
未
満
の
太
陽
光

発
電
シ
ス
テ
ム
で
あ
る
こ
と

・
未
使
用
品
で
あ
る
こ
と

対
象
工
事

・
市
内
の
事
業
者
か
ら
対
象
シ
ス

テ
ム
を
購
入
す
る
こ
と　

・
市
内
の
事
業
者
に
よ
り
対
象
シ

ス
テ
ム
設
置
工
事
を
施
工
す
る

こ
と

　

昨
年
中
、
市
内
で
は
、
交
通
事

故
に
よ
り
６
人
が
亡
く
な
ら
れ
ま

し
た
。

　

交
通
事
故
は
、
い
つ
起
こ
し
て

し
ま
う
か
、
い
つ
遭
っ
て
し
ま
う

か
分
か
り
ま
せ
ん
。
こ
の
機
会
に
、

自
身
の
運
転
や
行
動
を
振
り
返
り
、

市
民
一
人
ひ
と
り
が
、
交
通
マ

ナ
ー
の
実
践
を
習
慣
づ
け
、
安
全

運
転
・
安
全
行
動
を
徹
底
し
、
交

通
事
故
の
防
止
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

運
動
の
基
本　
子
供
と
高
齢
者
の

交
通
事
故
防
止

～
事
故
に
あ
わ
な
い

　
　
　
　
　
　
　

お
こ
さ
な
い
～

運
動
の
重
点

①
歩
行
中
・
自
転
車
乗
用
中
の
交

通
事
故
防
止
（
自
転
車
に
つ
い

て
は
、
特
に
「
自
転
車
安
全
利

用
五
則
」
の
遵
守
）

②
後
部
座
席
を
含
め
た
全
て
の
座

席
の
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
と
チ
ャ
イ

ル
ド
シ
ー
ト
の
正
し
い
着
用
の

徹
底

③
飲
酒
運
転
の
根
絶

交
通
事
故
死
ゼ
ロ
を
目
指
す
日

４
月
10
日
㈪

シ
ー
ト
ベ
ル
ト
・
チ
ャ
イ
ル
ド

シ
ー
ト
着
用
啓
発
の
日

４
月
12
日
㈬

問
い
合
わ
せ
先

本
庁
安
全
安
心
推
進
課
防
災
安

全
係
（
☎
�
９
１
２
２
）

　

市
で
は
、
６
月
11
日
㈰
に
総
合

防
災
訓
練
を
実
施
し
ま
す
。
こ
の

機
会
に
防
災
訓
練
（
避
難
訓
練
）

を
計
画
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

　

訓
練
に
関
す
る
相
談
や
訓
練
に

参
加
さ
れ
る
場
合
な
ど
、
詳
し
く

　

米
軍
機
低
空
飛
行
訓
練
に
伴
う

騒
音
問
題
は
、
昨
年
に
比
べ
、
70

デ
シ
ベ
ル
以
上
の
騒
音
の
観
測
回

数
な
ど
は
減
っ
て
い
る
も
の
の
、

依
然
、
住
民
の
皆
さ
ん
に
騒
音
被

害
や
事
故
へ
の
不
安
な
ど
、
日
常

生
活
に
様
々
な
悪
影
響
を
与
え
て

い
ま
す
。

　

市
で
は
、
市
独
自
及
び
県
か
ら

の
貸
与
を
受
け
た
騒
音
測
定
器
に

よ
る
観
測
を
継
続
し
、
中
国
四
国

防
衛
局
が
設
置
し
た
航
空
機
騒
音

自
動
測
定
装
置
と
と
も
に
監
視
を

続
け
て
い
ま
す
。
ま
た
、
米
軍
機

騒
音
等
対
策
協
議
会
の
構
成
市
町

の
首
長
や
島
根
県
知
事
と
共
に
、

平
成
25
年
度
か
ら
継
続
し
て
い
る

国
に
対
す
る
要
望
活
動
を
、
平
成

28
年
度
も
10
月
に
防
衛
省
と
外
務

省
に
対
し
て
行
い
ま
し
た
。
日
米

地
位
協
定
の
配
慮
事
項
が
守
ら
れ

て
い
な
い
こ
と
や
、
深
夜
の
訓
練

な
ど
で
安
ら
ぐ
時
間
が
な
い
こ
と

な
ど
を
訴
え
、
一
部
地
域
の
人
が

負
担
を
負
う
こ
と
の
な
い
よ
う
強

く
申
し
入
れ
ま
し
た
。

平
成
2８
年
目
撃
等
件
数

浜
田
自
治
区　
18
件

金
城
自
治
区　
40
件

旭
自
治
区　
　

76
件

弥
栄
自
治
区　
３
件

三
隅
自
治
区　
０
件

合
計　
　
　
　

１
３
７
件

（
平
成
27
年
１
９
２
件
）

騒
音
測
定
器
に
よ
る
観
測
実
績

金
城
支
所　
６
日
（
７
回
）

・
最
大　
　

81
・
８
デ
シ
ベ
ル

旭
支
所　
　
21
日
（
１
０
０
回
）

・
最
大　
　

84
・
７
デ
シ
ベ
ル

弥
栄
支
所　
０
日
（
０
回
）

中
国
四
国
防
衛
局
（
旭
町
）

１
３
１
日
（
５
０
５
回
）

は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

防
災
訓
練
（
避
難
訓
練
）
の
例

①
６
月
11
日
㈰
午
前
８
時　

防
災

訓
練
（
避
難
訓
練
）
開
始

②
事
前
に
各
自
治
会
な
ど
で
定
め

た
避
難
場
所
に
避
難
し
て
く
だ

さ
い
。

※　

火
元
の
確
認
、
戸
締
ま
り
を

し
て
、
歩
い
て
避
難
し
ま
し
ょ

う
。

③
防
災
訓
練
（
避
難
訓
練
）
終
了

（
午
前
９
時
ご
ろ
）

④
参
加
者
の
人
数
を
把
握
し
ま
す
。

※　

訓
練
終
了
後
、
浜
田
市
役
所

（
☎
�
２
６
１
２
）
へ
参
加
人

数
な
ど
を
報
告
し
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

本
庁
安
全
安
心
推
進
課
防
災
安

全
係
（
☎
�
９
１
２
２
）

・
最
大 

１
０
６
・
８
デ
シ
ベ
ル

　

今
後
も
粘
り
強
く
、
住
民
の
平

穏
な
生
活
を
乱
す
米
軍
機
低
空
飛

行
訓
練
が
行
わ
れ
な
い
よ
う
要
請

活
動
を
続
け
て
い
き
ま
す
。

　

市
民
の
皆
さ
ん
が
騒
音
被
害
な

ど
に
遭
わ
れ
た
状
況
な
ど
の
情
報

提
供
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

・
本
庁
安
全
安
心
推
進
課
防
災
安

全
係
（
☎
�
９
１
２
２
）

・
各
支
所
防
災
自
治
課

　

県
内
の
団
体
や
法
人
が
行
う
環

境
保
全
活
動
の
支
援
と
し
て
、
活

動
に
必
要
な
資
金
の
一
部
を
助
成

し
ま
す
。

　

低
炭
素
社
会
、
循
環
型
社
会
へ

の
取
組
や
自
然
環
境
の
保
全
な

ど
、
島
根
の
環
境
を
よ
り
良
く
す

る
活
動
に
活
用
し
て
く
だ
さ
い
。

対
象
活
動　
４
月
１
日
㈯
か
ら
平

成
30
年
２
月
28
日
㈬
ま
で
に
行

う
次
の
活
動

①
自
然
と
の
ふ
れ
あ
い
の
推
進

②
生
物
多
様
性
の
確
保

浄
化
槽
設
置
費
用
の
一
部
を

補
助
し
ま
す

住
宅

住
宅
用
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム

な
ど
の
設
置
を
助
成
し
ま
す

安
全
安
心

４
月
６
日
㈭
～
15
日
㈯

春
の
全
国
交
通
安
全
運
動
が

実
施
さ
れ
ま
す

６
月
11
日
㈰
に

防
災
訓
練
（
避
難
訓
練
）
を

計
画
し
て
み
ま
せ
ん
か

米
軍
機
低
空
飛
行
訓
練
に

伴
う
騒
音
問
題
に
つ
い
て

お
知
ら
せ
し
ま
す

生
活
・
環
境

環
境
保
全
活
動
に
対
し
て

助
成
し
ま
す
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安
全
安
心

産

　
　
　業

地
域
活
性
化

保
険
・
医
療

年

　
　
　金

教
育
・
文
化

ス
ポ
ー
ツ

生
活
・
環
境

住

　
　
　宅

人

　
　
　権

税
務
・
納
税

健
康
・
福
祉

子

育

て

安
全
安
心

産

　
　
　業

地
域
活
性
化

保
険
・
医
療

年

　
　
　金

教
育
・
文
化

ス
ポ
ー
ツ

生
活
・
環
境

住

　
　
　宅

人

　
　
　権

税
務
・
納
税

健
康
・
福
祉

子

育

て

農業関係の補助制度を活用してください
農業振興基金事業…市では「農業振興基金」を活用し、補助事業を行っています。

事業 対象 補助項目 補助金額 問い合わせ先

農業経営体
育成支援事
業

市内に農用地を有し、次のいずれ
かに該当する人
⑴　次のいずれかの経営耕地面積

があること
①水稲 20ａ以上
②野菜及び果樹５ａ以上
⑵　農産物の出荷実績がある

○農地用施設整備事業（か
ん水施設・排水施設・防
風施設などの整備費の助
成）

○販路拡大事業（専門家謝
金・デザイン委託費・デ
ザイン購入費などの助成）

経費の 1⊘2
上限
５万円 / １事業

・本庁農林振興
課農業振興係

（☎�９５１０）
・農林業支援セ

ンター
（☎�３５００）
・各支所産業建

設課

土地利用型
作物転作推
進事業

当該年度に国の経営所得安定対策
の水田活用の直接支払交付金の助
成を受けて、大豆を耕作する人

５千円 /10ａ
浜田市農業再生
協議会

（☎�３５００）

担い手規模
拡大支援事
業

市が実施する農地所有代理事業又
は農地中間管理機構が実施する農
地中間管理事業を活用し、５ａ以
上の農用地において３年以上の存
続期間を有する利用権設定をした
農用地の借受者

新規利用権設定
①３年以上５年未満
②５年以上

①１万円 /10ａ
②２万円 /10ａ 本庁農林振興課

農業振興係
（☎�９５１０）更新利用権設定

①３年以上５年未満
②５年以上

①５千円 /10ａ
②１万円 /10ａ

農産物流通
改善事業

市内で農産物の直売所などを運営
する団体、自治会など地域住民で
組織する団体又は農業者などで組
織する団体

集出荷に利用する車両の燃
料費・人件費など集出荷の
運営に必要な経費の助成

上限 25 万円
本庁農林振興課
農業振興係

（☎�９５１０）

原木椎茸生
産振興事業

市内に在住するいわみ中央原木椎
茸生産組合員で、ＪＡから原木を
購入して椎茸を生産する農業者

市内産のほだ木の購入費 購入費の 1⊘2 以内 本庁農林振興課
林業振興係

（☎�９５１０）市外産のほだ木の購入費 購入費の 1⊘3 以内

畦畔等除草
省力化促進
事業

自治会など地域住民で組織する団
体又は集落営農組織など農業者で
組織する団体

畦畔等除草対策準備事業 事業費の 2⊘3 以内
上限 20 万円

・本庁農林振興
課農業振興係

（☎�９５１０）
・各支所産業建

設課

畦畔等除草対策事業
（集落単位で行う吹き付けに
要する経費）
①農用地畦畔などへの緑化

施工
②道路など法面の緑化施工

① 150 円 /㎡
② 220 円 /㎡

そのほかの補助事業
事業 対象 補助項目 補助金額 問い合わせ先

農作物等獣
被害防止対
策事業

農業者又は農業者で組織する団体
で、次のいずれかに該当すること
①防護対象農用地が 10ａ以上であ

ること
②農産物の出荷実績があること

獣被害防止のための防護柵・
捕獲器の設置費の助成

経費の 1⊘2
上限
防護柵５万円
捕獲器８万円

本庁農林振興課
林業振興係

（☎�９５１０）

認定農業者
等育成支援
事業

市内の認定農業者及び集落営農組
織（法人含む）で、５年以内に現
状から２割以上の生産量増加又は
規模拡大を図ることが見込まれる
もの
※　事業採択については、農業経

営改善計画書などを作成の上、
関係機関で構成する審査会を経
て決定します。

農業用機械等整備事業
（ 農業生産に伴う機械など

の整備費の助成 ）

経費の 1/3 以内
上限
200 万円 / １農業者

農林業支援セン
ター

（☎�３５００）販売力等強化事業
（ 農業に資する新商品の開

発及び販売に要する経費
の助成 ）

経費の 1⊘2 以内
上限
10 万円 / １農業者

申請期限　４月10 日㈪～５月 31 日㈬

　

平
成
29
・
30
年
度
建
設
工
事
等

入
札
参
加
資
格
の
追
加
審
査
を
行

い
ま
す
。

　

平
成
29
・
30
年
度
に
市
が
発
注

す
る
建
設
工
事
及
び
建
設
コ
ン
サ

ル
タ
ン
ト
業
務
等
の
競
争
入
札
に

参
加
を
希
望
さ
れ
る
人
の
う
ち
、

有
資
格
者
名
簿
に
登
録
が
な
い
人

や
登
録
が
な
い
工
種
（
業
種
）
を

追
加
す
る
人
な
ど
が
対
象
で
す
。

申
請
方
法　
島
根
県
と
県
内
市
町

が
共
同
利
用
す
る
資
格
申
請
シ

ス
テ
ム
を
利
用
し
ま
す
。
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
か
ら
の
申
請
後
、

必
要
書
類
を
郵
送
く
だ
さ
い
。

※　

申
請
方
法
な
ど
、
詳
し
く
は

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ

さ
い
。

受
付
期
間　
４
月
３
日
㈪
～
17
日

㈪
（
土
・
日
曜
日
は
除
く
。）

受
付
・
問
い
合
わ
せ
先

本
庁
総
務
課
入
札
管
理
係
【
〒

６
９
７
‐
８
５
０
１
浜
田
市
殿

町
１
番
地
（
☎
�
９
１
４
１
）】

補
助
金
額　
太
陽
電
池
モ
ジ
ュ
ー

ル
の
公
称
最
大
出
力
１
ｋｗ
あ
た

り
１
万
円（
上
限
４
ｋｗ
４
万
円
）

募
集
件
数　
30
件

太
陽
熱
利
用
設
備

対
象
設
備

・
太
陽
熱
を
給
湯
・
冷
暖
房
な
ど

に
利
用
す
る
設
備
で
あ
る
こ
と

・
集
熱
器
と
貯
湯
部
分
が
分
離
し

た
ソ
ー
ラ
ー
シ
ス
テ
ム
で
あ
る

こ
と

・
未
使
用
品
で
あ
る
こ
と
。

補
助
金
額　
本
体
機
器
、
附
帯
機

器
、
据
付
工
事
に
か
か
る
経
費

の
１
／
２
の
額（
上
限
30
万
円
）

募
集
件
数　
５
件

共
通
要
件

対
象
者　
市
内
に
住
所
を
有
し
、

市
税
の
滞
納
が
な
い
次
の
い
ず

れ
か
に
該
当
す
る
も
の

①
市
内
に
自
ら
所
有
し
居
住
す
る

家
屋
に
設
置
す
る
個
人
（
新
築

購
入
を
含
む
。）

②
市
内
に
所
有
す
る
建
物
に
設
置

す
る
市
内
に
事
業
所
を
置
く
法

人
な
ど

対
象
工
事
期
限

・
平
成
30
年
３
月
31
日
ま
で
に
設

置
工
事
が
完
了
す
る
こ
と

申
込
期
間　
４
月
３
日
㈪
～
平
成

30
年
２
月
28
日
㈬

※　

必
ず
工
事
着
手
14
日
前
ま
で

に
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

申
込
方
法　
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

申
請
要
件
を
ご
確
認
の
上
、
申

請
書
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、

申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

※　

申
請
書
は
、
市
役
所
本
庁
環

境
課
に
あ
り
ま
す
。
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
も

で
き
ま
す
。

申
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

本
庁
環
境
課
く
ら
し
と
環
境
係

（
☎
�
９
４
２
０
）

　

市
で
は
、「
浜
田
市
建
築
物
耐

震
改
修
促
進
計
画
」
に
基
づ
き
、

地
震
な
ど
に
よ
る
木
造
住
宅
の
倒

壊
を
防
止
し
、
そ
の
安
全
性
の
向

上
を
図
る
た
め
に
、「
耐
震
診
断
」

や
「
耐
震
改
修
」
な
ど
を
行
う
住

宅
の
所
有
者
に
対
し
て
、
そ
の
事

業
に
要
す
る
費
用
の
一
部
を
補
助

し
ま
す
。

補助率と補助限度額
補助対象経費に補助率を掛けた金額が補助金額になります。

対象事業 補助対象経費 補助率 １棟あたりの
補助限度額

耐震診断 耐震診断に要する経費 10分の９ 60,000円
補強計画策定 補強計画策定に要する経費 ３分の２ 400,000円

耐震改修

耐震改修工事に要する経費
（工事に伴い必要となる撤
去・復旧などに要する経費
を含む。）

100分の23 800,000円

解体助成 住宅の全てを除却するため
に要する経費 100分の23 400,000円

対
象
事
業

①
耐
震
診
断
事
業  

　

現
地
調
査
や
構
造
計
算
に
よ
っ

て
、
建
物
に
耐
震
性
が
あ
る
か
を

建
築
士
に
判
定
し
て
も
ら
う
。

②
補
強
計
画
策
定
事
業

  

耐
震
診
断
の
結
果
、
耐
震
性
な

し
と
判
断
さ
れ
た
場
合
に
、
補
強

方
法
を
設
計
し
て
も
ら
う
。

③
耐
震
改
修
事
業

  

策
定
さ
れ
た
補
強
計
画
に
基
づ

き
、
耐
震
改
修
（
補
強
）
工
事
を

行
う
。

④
解
体
助
成
事
業

  

耐
震
診
断
の
結
果
、
耐
震
性
な

し
と
判
断
さ
れ
た
場
合
に
、
建
物

全
部
を
解
体
す
る
。

対
象
住
宅　
次
の
全
て
に
該
当
す

る
木
造
住
宅

・
市
内
に
あ
る
木
造
住
宅
で
階
数

が
２
以
下
の
も
の

・
昭
和
56
年
５
月
31
日
以
前
に
着

工
さ
れ
た
も
の

・
耐
震
診
断
の
結
果
、
上
部
構
造

評
点
が
「
倒
壊
す
る
可
能
性
が

あ
る
」
レ
ベ
ル
で
あ
る
１
・
０

未
満
と
判
定
さ
れ
た
も
の 

（
耐

震
診
断
事
業
の
場
合
は
除
く
。）

申
込
方
法　
所
定
の
申
請
書
に
必

要
事
項
を
記
入
の
上
、
必
要
な

図
面
や
書
類
を
添
え
て
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。

※　

申
請
書
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
も
で
き

ま
す
。

申
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

本
庁
建
築
住
宅
課
指
導
係

（
☎
�
９
６
３
２
）  

産
業
・
地
域
活
性
化

平
成
29
・
₃0
年
度
建
設
工
事
等

入
札
参
加
資
格
審
査
（
追
加
審

査
）
の
申
請
を
受
け
付
け
ま
す

木
造
住
宅
の
耐
震
化
を

支
援
し
ま
す
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安
全
安
心

産

　
　
　業

地
域
活
性
化

保
険
・
医
療

年

　
　
　金

教
育
・
文
化

ス
ポ
ー
ツ

生
活
・
環
境

住

　
　
　宅

人

　
　
　権

税
務
・
納
税

健
康
・
福
祉

子

育

て

安
全
安
心

産

　
　
　業

地
域
活
性
化

保
険
・
医
療

年

　
　
　金

教
育
・
文
化

ス
ポ
ー
ツ

生
活
・
環
境

住

　
　
　宅

人

　
　
　権

税
務
・
納
税

健
康
・
福
祉

子

育

て

問
い
合
わ
せ
先

本
庁
資
産
税
課
資
産
税
第
一
係
・

第
二
係
（
☎
�
９
２
３
３
）

期
間　
４
月
24
日
㈪
～
５
月
12
日

㈮
（
土
・
日
・
祝
日
は
除
く
）

時
間　
午
前
９
時
～
午
後
５
時

場
所　
市
役
所
第
２
東
分
庁
舎

※　

固
定
資
産
税
納
税
通
知
書
・

課
税
明
細
書
・
身
分
を
証
明
で

き
る
も
の
（
運
転
免
許
証
な

ど
）・
印
鑑
を
持
参
し
て
く
だ

さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

本
庁
資
産
税
課
資
産
税
第
一
係
・

第
二
係
（
☎
�
９
２
３
３
）

　

児
童
扶
養
手
当
は
、
ひ
と
り
親

家
庭
の
生
活
の
安
定
と
、
児
童
の

健
全
育
成
の
た
め
に
支
給
さ
れ
る

手
当
で
す
。
平
成
28
年
の
全
国
消

費
者
物
価
指
数
の
変
動
に
合
わ
せ
、

次
の
と
お
り
改
定
さ
れ
ま
す
。

３月まで ４月以降

全部支給
（月額） 42,330円 42,290円

一部支給
（月額）

42,320
～9,990円

42,280
～9,980円

第２子
加算額

10,000
～5,000円

9,990
～5,000円

第３子以降
加算額

6,000
～3,000円

5,990
～3,000円

※　

本
人
又
は
同
居
の
扶
養
義
務

者
の
前
年
所
得
が
一
定
額
以
上

の
場
合
、
支
給
停
止
と
な
り
ま

す
。

問
い
合
わ
せ
先

・
本
庁
子
育
て
支
援
課
子
ど
も
家

庭
相
談
係
（
☎
�
９
３
３
１
）

・
各
支
所
市
民
福
祉
課

　

市
で
は
、
産
前
・
産
後
の
家
事

支
援
の
た
め
、
産
前
・
産
後
家
事

支
援
サ
ポ
ー
タ
ー
派
遣
事
業
を

行
っ
て
い
ま
す
。
浜
田
市
シ
ル

バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
か
ら
ス
タ
ッ

フ
が
派
遣
さ
れ
、
妊
娠
中
・
出
産

後
の
家
事
支
援
を
行
い
ま
す
。

　

平
成
29
年
４
月
か
ら
家
事
支
援

の
利
用
期
間
を
出
産
後
１
年
か
ら

３
年
に
延
長
し
ま
す
。

　

な
お
、
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
に
は

登
録
が
必
要
で
す
。

対
象　
浜
田
市
内
に
お
住
ま
い
の
、

体
調
不
良
な
ど
に
よ
り
家
事
を

行
う
の
が
困
難
な
妊
産
婦
で
、

支
援
が
必
要
な
人

サ
ー
ビ
ス
内
容　
　

・
衣
類
の
洗
濯　
　
　
　
　
　
　

・
住
居
な
ど
の
掃
除
及
び
整
理

・
生
活
必
需
品
の
買
物　
　
　
　

・
そ
の
ほ
か
必
要
な
家
事
支
援

利
用
期
限　
妊
娠
中
か
ら
出
産
後

３
年
以
内

利
用
時
間
帯　
午
前
９
時
～
午
後

６
時
ま
で
（
年
末
年
始
は
除

く
。）

利
用
料　

１
回
２
時
間
単
位
で

４
０
０
円
で
す
。　
　

※　

延
長
を
希
望
さ
れ
る
人
は
１

時
間
ご
と
に
２
０
０
円
の
追
加

料
金
が
必
要
で
す
。

利
用
方
法　
利
用
希
望
日
の
３
日

前
ま
で
に
、
電
話
で
予
約
し
て

く
だ
さ
い
。

利
用
予
約
先　

浜
田
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン

タ
ー
（
☎
�
４
６
８
０
）

登
録
方
法　
登
録
申
請
書
に
必
要

事
項
を
記
入
の
上
、
必
要
書
類

を
添
え
て
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

後
日
、
登
録
決
定
通
知
書
が
送

付
さ
れ
ま
す
。

　

保
育
士
確
保
の
た
め
、
保
育
士

資
格
取
得
に
必
要
な
修
学
資
金
の

貸
付
け
を
行
い
ま
す
。

島
根
県
の
保
育
士
修
学
資
金
貸
付

事
業

対
象　
平
成
29
年
度
に
保
育
士
養

成
施
設
へ
在
学
し
、
卒
業
後
県

内
の
保
育
所
な
ど
に
勤
務
し
よ

う
と
す
る
人

貸
与
額　
月
額
５
万
円

※　

そ
の
ほ
か
、
生
活
保
護
世
帯

な
ど
へ
は
、
入
学
準
備
金
20
万

円
以
内
、
就
職
準
備
金
20
万
円

以
内
、
生
活
費
加
算
が
あ
り
ま

す
。

貸
付
利
子　
無
利
子

貸
付
期
間　

２
年
間

返
還
免
除　
卒
業
後
、
保
育
士
登

録
を
し
て
、
県
内
保
育
所
な
ど

に
５
年
間
（
浜
田
市
を
含
む
過

疎
地
域
は
３
年
間
）
勤
務
し
た

場
合
は
、
全
額
免
除

募
集
期
間　
４
月
３
日
㈪
～
５
月

19
日
㈮

※　

申
込
方
法
な
ど
、
詳
し
く
は

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

島
根
県
社
会
福
祉
協
議
会
生
活

支
援
部
福
祉
資
金
係

（
☎
０
８
５
２
�
５
９
９
６
）

浜
田
市
保
育
士
修
学
資
金
貸
付
事

業対
象　
島
根
県
社
会
福
祉
協
議
会

の
保
育
士
修
学
資
金
貸
付
事
業

の
応
募
者

貸
与
額　

①
県
社
協
貸
付
決
定
者　月

額
２
万
円

②
県
社
協
貸
付
不
承
諾
者　

月
額
３
万
円

貸
付
利
子　
無
利
子

貸
付
期
間　

２
年
間

返
還
免
除　
卒
業
後
、
保
育
士
登

録
を
し
て
、
市
内
保
育
所
な
ど

に
３
年
間
勤
務
し
た
場
合
は
、

全
額
免
除

募
集
期
間　
県
社
協
貸
付
決
定
等

の
通
知
後
１
か
月
を
予
定

※　

申
込
方
法
な
ど
、
詳
し
く
は

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

本
庁
子
育
て
支
援
課
保
育
係

（
☎
�
９
３
３
０
）

※　

登
録
申
請
書
な
ど
は
、
市
役

所
本
庁
子
育
て
支
援
課
又
は
各

支
所
市
民
福
祉
課
に
あ
り
ま
す
。

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
も
で
き
ま
す
。

登
録
・
問
い
合
わ
せ
先

・
本
庁
子
育
て
支
援
課
子
ど
も
家

庭
相
談
係
（
☎
�
９
３
３
１
）

・
各
支
所
市
民
福
祉
課

　

平
成
29
年
度
固
定
資
産
税
納
税

通
知
書
と
課
税
明
細
書
は
、
４
月

21
日
㈮
に
発
送
す
る
予
定
で
す
。

　

納
税
通
知
書
発
行
以
前
に
評
価

額
な
ど
を
確
認
し
た
い
人
は
、
４

月
３
日
㈪
か
ら
、
次
の
窓
口
で
確

認
で
き
ま
す
。

対
象　
固
定
資
産
税
の
納
税
義
務

者
な
ど

期
間　
４
月
３
日
㈪
～
５
月
31
日

㈬
（
土
・
日
・
祝
日
は
除
く
）

時
間　
午
前
８
時
30
分
～
午
後
５

時
15
分

場
所　
市
役
所
本
庁
資
産
税
課
又

は
各
支
所
市
民
福
祉
課

手
数
料　
無
料

縦
覧
・
閲
覧
に
際
し
て
の
お
願
い

　

縦
覧
・
閲
覧
が
で
き
る
人
で
あ

る
こ
と
を
確
認
さ
せ
て
い
た
だ
く

た
め
、
身
分
を
証
明
で
き
る
も
の

（
運
転
免
許
証
な
ど
）
を
持
参
し

て
く
だ
さ
い
。

　

代
理
人
が
縦
覧
・
閲
覧
す
る
場

合
は
、
委
任
者
の
自
署
に
よ
る
委

任
状
も
必
要
で
す
。

まちづくりの各種支援制度を活用してください
　市では、各種まちづくり団体の活動を支援するための様々な制度を設けています。

事業 対象団体 補助内容（対象経費） 補助金額（交付額） 申請期間 問い合わせ先

市民協働活性
化支援事業補
助金

まちづくり
団体など

社会貢献に関する事業・人
材育成に関する事業・芸術
文化の振興に関する事業に
係る経費

経費の 1⊘2 上限 20 万円
（予算総額に達した時点で終
了） ４月

～６月末

本庁まちづくり
推進課地域づく
り振興係

（☎�９２０１）

まちづくり総
合交付金 町内会など まちづくりに関するソフト

事業に係る経費 団体ごとに積算した額

地域づくり振
興事業補助金 町内会など

①防犯灯の新設・改修費
②集会所施設の改修及び用

地取得費
③集会所施設の新設費
④防災訓練及び防災資機材

整備に係る経費

①上限８万円 / 基
②経費の 1⊘3 上限 50 万円
③経費の 1⊘3 上限 150 万円
④経費相当額（上限あり）

（予算総額に達した時点で終
了）

随時

自治会
活動保険 町内会など

町内会などが実施する事業
で、事故などが発生した場
合に対する保険をかけます。

－

農業関係の補助制度を活用してください（農業振興基金事業以外の補助事業）

事業 対象 補助項目 補助金額 問い合わせ先

新規就農者
等育成支援
事業

次のいずれかに該当すること
⑴　認定就農者のうち、農業経営を

開始して５年以内であるもの
⑵　市長の認定を受けた、半農半Ⅹ

実践者のうち農業経営を開始して 3
年以内であるもの

⑶　⑴及び⑵の規定によらず農業経
営を開始したものの内、５年後の
農業所得が 180 万円以上となるこ
とが見込まれるもの

⑷　３人以上農業者で組織する団体
そのほか市長が適当と認めるもの

※　事業採択については、農業経営
改善計画書などを作成の上、関係
機関で構成する審査会を経て決定
します。

農業用機械等整備事業
（ 農業生産に伴う機械など

の整備費の助成 ）

・対象者⑴⑵に該
当するもの

経費の 1⊘2 以内
（上限
200 万円 / １農業者）

・対象者⑶⑷に該
当するもの

経費の 1⊘3 以内
（上限
200 万円 / １農業者）

農林業支援セ
ンター

（☎�３５００）

販売力等強化事業
（ 農業に資する新商品の開

発及び販売に要する経費
の助成 ）

経費の 1/2 以内
（上限
20 万円 / １農業者）

申請期限　４月 10 日㈪～５月 31 日㈬

ふるさと農
業研修生育
成事業

農業に対し意欲があり、次の全てに
該当する人
①研修開始時に 65 歳未満である
②研修開始時に浜田市内に住所を有

している（ＵＩターン可）
③普通自動車運転免許（ＡＴ限定は

不可）を有している
④研修終了後、浜田市内で就農する

意欲がある

研修期間（６か月～12か月）
の研修手当及び住宅手当

研修手当上限
月額 15 万円
住 宅 手 当 家 賃 の
1⊘2
上限２万円

農林業支援セ
ンター

（☎�３５００）

固
定
資
産
税
相
談
窓
口
を

開
設
し
ま
す

子
育
て

児
童
扶
養
手
当
額
が

変
わ
り
ま
す

産
前
産
後
家
事
支
援
サ
ポ
ー

タ
ー
派
遣
事
業
の
利
用
期
間
を

出
産
後
３
年
間
に
延
長
し
ま
す

保
育
士
資
格
取
得
に
必
要
な

修
学
資
金
を
貸
し
付
け
ま
す

税
務
・
納
税

平
成
29
年
度
固
定
資
産
税

の
評
価
額
な
ど
が
確
認
で

き
ま
す
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安
全
安
心

産

　
　
　業

地
域
活
性
化

保
険
・
医
療

年

　
　
　金

教
育
・
文
化

ス
ポ
ー
ツ

生
活
・
環
境

住

　
　
　宅

人

　
　
　権

税
務
・
納
税

健
康
・
福
祉

子

育

て

安
全
安
心

産

　
　
　業

地
域
活
性
化

保
険
・
医
療

年

　
　
　金

教
育
・
文
化

ス
ポ
ー
ツ

生
活
・
環
境

住

　
　
　宅

人

　
　
　権

税
務
・
納
税

健
康
・
福
祉

子

育

て

対
象　
市
内
に
住
所
が
あ
り
、
次

の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
人

・
身
体
障
害
者
手
帳
１
・
２
級
を

受
け
て
い
る
人

・
療
育
手
帳
Ａ
を
受
け
て
い
る
人

・
精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
１

～
３
級
を
受
け
て
い
る
人

※　

人
工
透
析
患
者
・
精
神
障
害

者
通
院
交
通
費
助
成
を
受
け
て

い
る
場
合
は
除
き
ま
す
。

交
付
枚
数　

助
成
で
き
る
タ
ク

シ
ー
券
又
は
バ
ス
券
の
金
額
は

１
３
、５
０
０
円
分
で
す
。
交

付
限
度
額
以
内
で
あ
れ
ば
、
両

方
の
券
を
組
み
合
わ
せ
て
交
付

で
き
ま
す
。

・
タ
ク
シ
ー
券　

１
枚
５
０
０
円

・
バ
ス
券　

１
０
０
円
券
・
５
０

円
券

※　

人
工
透
析
治
療
を
受
け
、
タ

ク
シ
ー
券
・
バ
ス
券
の
交
付
を

選
択
す
る
人
の
う
ち
、
通
院
距

離
が
片
道
２
㎞
以
上
で
毎
週
の

通
院
が
必
要
な
人
は
、
こ
の
タ

ク
シ
ー
券
・
バ
ス
券
の
ほ
か
に
、

別
途
タ
ク
シ
ー
券
（
通
院
距
離

に
よ
り
１
か
月
４
枚
～
20
枚
）

を
交
付
し
ま
す
。

受
付
開
始
日　
４
月
３
日
㈪

※　

手
帳
と
印
鑑
を
持
参
し
て
く

だ
さ
い
。

※　

３
月
中
の
前
渡
し
は
で
き
ま

せ
ん
。

問
い
合
わ
せ
先　

・
本
庁
地
域
福
祉
課
障
が
い
福
祉

係
（
☎
�
９
３
２
２
）

・
各
支
所
市
民
福
祉
課

特
別
障
害
者
手
当

　

20
歳
以
上
で
著
し
く
重
度
の
障

が
い
が
あ
る
た
め
、
日
常
生
活
で

常
時
特
別
の
介
護
を
必
要
と
す
る

人
に
支
給
さ
れ
る
手
当
で
す
。

※　

原
子
爆
弾
被
爆
者
に
対
す
る

援
護
に
関
す
る
法
律
に
基
づ
く

介
護
手
当
を
受
給
し
て
い
る
場

合
は
手
当
支
給
の
調
整
が
あ
り

ま
す
。

障
害
児
福
祉
手
当

　

20
歳
未
満
で
重
度
の
障
が
い
が

あ
る
た
め
、
日
常
生
活
で
常
時
介

護
を
必
要
と
す
る
人
に
支
給
さ
れ

る
手
当
で
す
。

特
別
児
童
扶
養
手
当

　

身
体
や
精
神
に
中
度
以
上
の
障

が
い
が
あ
る
20
歳
未
満
の
児
童
を

養
育
し
て
い
る
人
に
支
給
さ
れ
る

手
当
で
す
。

問
い
合
わ
せ
先　

本
庁
地
域
福
祉
課
障
が
い
福
祉

係
（
☎
�
９
３
２
２
）　　
　

　

給
付
金
の
支
給
対
象
に
な
る
と

思
わ
れ
る
人
に
、
２
月
中
旬
に
平

成
28
年
度
市
民
税
非
課
税
の
お
知

ら
せ
に
併
せ
て
申
請
書
を
送
付
し

て
い
ま
す
。

　

給
付
金
を
受
給
す
る
に
は
申
請

が
必
要
で
す
。
申
請
書
に
記
載
の

支
給
対
象
者
が
給
付
金
を
受
け
る

資
格
を
満
た
し
て
い
る
場
合
は
、

申
請
書
に
必
要
事
項
を
記
入
の

上
、
同
封
の
返
信
用
封
筒
（
切
手

不
要
）
で
返
送
し
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
申
請
書
が
お
手
元
に
届

か
な
い
人
で
、
自
身
が
支
給
対
象

に
な
る
と
思
わ
れ
る
人
は
、
身
分

証
明
書
（
運
転
免
許
証
・
健
康
保

険
証
な
ど
）
を
持
参
の
上
、
来
庁

し
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

支
給
対
象
者　
次
の
①
又
は
②
に

該
当
す
る
人

①
平
成
28
年
度
臨
時
福
祉
給
付
金

を
受
給
し
た
人

②
①
以
外
の
人
で
、
次
の
支
給
要

件
全
て
に
該
当
す
る
人

・
平
成
28
年
度
市
町
村
民
税
の
非

課
税
者
で
あ
る
こ
と

・
平
成
28
年
度
市
町
村
民
税
の
課

税
者
の
扶
養
親
族
等
で
な
い
こ

と

・
生
活
保
護
を
受
け
て
い
な
い
こ

と
支
給
額　

１
人
に
つ
き
１
万
５
千
円

申
請
締
切
日　
５
月
16
日
㈫

問
い
合
わ
せ
先

・
地
域
福
祉
課
地
域
福
祉
係
（
給

付
金
専
用
）（
☎
�
１
８
１
０
）

・
各
支
所
市
民
福
祉
課

紙
お
む
つ
な
ど
の
支
給

　

次
の
要
件
を
全
て
満
た
し
て
い

る
人
を
在
宅
で
介
護
し
て
い
る
家

族
に
、
紙
お
む
つ
や
尿
採
り
パ
ッ

ト
な
ど
を
支
給
し
ま
す
。

要
件

⑴　

市
内
に
住
所
を
有
し
要
介
護

４
又
は
５
と
認
定
さ
れ
た
在
宅

の
人

⑵　

⑴
に
該
当
す
る
人
の
世
帯
全

員
が
当
該
年
度
（
４
月
１
日
か

ら
５
月
31
日
ま
で
の
申
請
に
つ

い
て
は
前
年
度
）
市
民
税
が
非

課
税
で
あ
る
こ
と

支
給
方
法　
年
間
４
万
円
を
限
度

に
現
物
を
宅
配
で
支
給

家
族
介
護
慰
労
金
の
支
給

　

次
の
要
件
を
全
て
満
た
し
て
い

る
人
を
在
宅
で
介
護
し
て
い
る
家

族
に
慰
労
金
を
支
給
し
ま
す
。
た

だ
し
、
介
護
者
（
申
請
者
）
が
当

該
年
度
（
４
月
１
日
か
ら
５
月
31

日
ま
で
の
申
請
に
つ
い
て
は
前
年

度
）
市
民
税
非
課
税
世
帯
に
属
し

て
い
る
場
合
と
な
り
ま
す
。

要
件

⑴　

市
内
に
住
所
を
有
し
世
帯
全

員
が
当
該
年
度
（
４
月
１
日
か

ら
５
月
31
日
ま
で
の
申
請
に
つ

い
て
は
前
年
度
）
市
民
税
が
非

課
税
で
あ
る
こ
と

⑵　

要
介
護
４
又
は
５
と
認
定
さ

れ
た
人
、
若
し
く
は
要
介
護
４

又
は
５
に
相
当
す
る
人

⑶　

在
宅
で
の
療
養
期
間
が
継
続

し
て
１
年
以
上
あ
り
、
介
護
保

険
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し
て
い
な

い
人

支
給
額　
１
人
あ
た
り
10
万
円

在
宅
介
護
慰
労
金
の
支
給

　

次
の
要
件
を
全
て
満
た
し
て
い

る
人
を
在
宅
で
介
護
し
て
い
る
家

族
に
慰
労
金
を
支
給
し
ま
す
。
た

だ
し
、
介
護
者
（
申
請
者
）
が
当

該
年
度
（
４
月
１
日
か
ら
５
月
31

日
ま
で
の
申
請
に
つ
い
て
は
前
年

度
）
市
民
税
非
課
税
世
帯
に
属
し

て
い
る
場
合
と
な
り
ま
す
。

　

浜
田
医
療
セ
ン
タ
ー
に
お
け
る

Ｐ
Ｅ
Ｔ
‐
Ｃ
Ｔ
が
ん
検
診
の
助
成

を
行
い
ま
す
。

　

事
前
に
申
請
す
る
と
、
検
診
料

が
６
３
、０
０
０
円
に
な
り
ま
す
。

助
成
額　
３
万
円

助
成
要
件

・
市
内
に
住
所
を
有
す
る
こ
と

・
市
税
の
滞
納
が
な
い
こ
と

※　

同
じ
年
度
内
に
１
回
限
り
で

す
。

助
成
手
続

①
浜
田
医
療
セ
ン
タ
ー
内
健
診
セ

ン
タ
ー
（
☎
�
７
７
０
０
）
に

検
診
予
約
を
し
て
く
だ
さ
い
。

②
検
診
日
が
確
定
し
た
ら
、
市
役

所
本
庁
又
は
各
支
所
に
申
請
し

て
く
だ
さ
い
。

③
決
定
通
知
を
交
付
し
ま
す
の
で
、

必
ず
そ
の
通
知
を
持
っ
て
受
診

し
て
く
だ
さ
い
。

申
請
先　
市
役
所
本
庁
１
階
地
域

医
療
対
策
課
保
健
予
防
係
⑩
番

窓
口
、
又
は
各
支
所
市
民
福
祉

課

注
意
点

・
今
年
度
巡
回
人
間
ド
ッ
ク
を
受

診
さ
れ
る
人
は
助
成
対
象
外
と

な
り
ま
す
。

・
Ｐ
Ｅ
Ｔ
‐
Ｃ
Ｔ
が
ん
検
診
と
巡

回
人
間
ド
ッ
ク
は
、
検
査
の
内

容
や
目
的
が
異
な
り
ま
す
。
そ

れ
ぞ
れ
の
検
診
項
目
を
理
解
の

上
、
予
約
し
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

本
庁
地
域
医
療
対
策
課
保
健
予

防
係
（
☎
�
９
３
１
１
）

　

４
月
か
ら
手
当
額
が
、
次
の
と

お
り
変
わ
り
ま
す
。

３月まで
（月額）

４月以降
（月額）

特別障害者手当 26,830円 26,810円

福祉手当
（経過措置分） 14,600円 14,580円

障害児福祉手当 14,600円 14,580円

特別児童
扶養手当

重度（１級） 51,500円 51,450円

中度（２級） 34,300円 34,270円

なにをするの？
・保育スタッフへ、集団生活の中で子ども一人

ひとりに応じた発達を促す保育のアドバイス
を行います。

・就学後の学校生活に不安のある子どもについ
ては、就学先の学校へのつなぎなどの支援を
行っています。

・子どもの発達や発育などに心配のある保護者
には、個別に相談に応じています。

※　子どもの集団生活の様子や発達などでお伝
えしたいことがある場合は、スタッフや園か
ら保護者に連絡をすることもあります。

　市では、年に１回、５月から７月の間に保
育所（園）・幼稚園の巡回訪問を行っています。

だれがするの？
　浜田市特別支援連携協議会相談支援チーム
と市の保健師が行っています。
浜田市特別支援連携協議会相談支援チームと
は…
　子どもの発達や発育、保護者の子育ての悩
みなどを支援するスタッフです。
　メンバーは、西部島根医療福祉センター児
童発達支援保育士・児童相談所児童心理司・
西部発達障害者支援センターウインド相談支
援員・知的障害児施設こくぶ学園療育支援員・
浜田養護学校教諭・浜田ろう学校教諭・通級
指導教室教諭・浜田教育事務所指導主事・浜
田教育センター指導主事・リハビリテーショ
ンカレッジ島根教員・市医療専門監・市保健
師です（メンバーは変わることがあります）。

どこでするの？
　市内の保育所（園）・認定こども園・幼稚園・
児童養護施設です。

問い合わせ先　
本庁子育て支援課子ども家庭相談係
（☎�９３３１）

平
成
29
年
度
福
祉
タ
ク
シ
ー

券
・
バ
ス
券
を
交
付
し
ま
す

臨
時
福
祉
給
付
金
（
経
済

対
策
分
）
の
申
請
は
お
済

み
で
す
か

各
種
物
品
・
手
当
な
ど
を

支
給
し
ま
す

Ｐ
Ｅ
Ｔ
︲
Ｃ
Ｔ
が
ん
検
診
の

費
用
助
成
を
行
い
ま
す

健
康
・
福
祉

特
別
障
害
者
手
当
・
障
害
児

福
祉
手
当
・
特
別
児
童
扶
養

手
当
額
が
変
わ
り
ま
す

コラムコラム子育て 子どもの発達・発育の相談に巡回訪問を活用してください
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安
全
安
心

産

　
　
　業

地
域
活
性
化

保
険
・
医
療

年

　
　
　金

教
育
・
文
化

ス
ポ
ー
ツ

生
活
・
環
境

住

　
　
　宅

人

　
　
　権

税
務
・
納
税

健
康
・
福
祉

子

育

て

安
全
安
心

産

　
　
　業

地
域
活
性
化

保
険
・
医
療

年

　
　
　金

教
育
・
文
化

ス
ポ
ー
ツ

生
活
・
環
境

住

　
　
　宅

人

　
　
　権

税
務
・
納
税

健
康
・
福
祉

子

育

て

※　

納
付
猶
予
期
間
の
保
険
料

は
、
10
年
以
内
で
あ
れ
ば
「
追

納
制
度
」
を
利
用
し
て
納
め
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。 

問
い
合
わ
せ
先

・
浜
田
年
金
事
務
所

（
☎
�
０
６
７
０
）

・
本
庁
医
療
保
険
課
医
療
年
金
係

（
☎
�
９
４
１
１
）　　

　春節で中国に里帰りした時、意外な所で日
本と中国の違いに気付く機会がありました。
　満員のお手洗いの入口で待っていたら、一
人の女性が割り込み、入口から二番目のドア
の前で立っていました。二番目の個室の人が
早く用を済ませて出てきてから、その女性は
当然のように先に入っていきました。その様
子を見て、待っていた私は、とても不満を感
じました。
　しかし、その後よく考えたら、彼女は割り
込んできたわけではなく、ちゃんと並んでい
たのです。
　実は、地元栄成市でのトイレの並び方は日
本と違います。日本では、トイレの入口の前
に一列に並んで順番に入って行きますが、地
元では、各ドアの前にそれぞれ並んで、個室
が空いた順に入っていきます。
　違いはまだたくさんあります。日本では、
使用済みのトイレットペーパーを直接便器に
捨てて流しますが、地元では、備え付けのゴ
ミ箱に捨てることが礼儀正しいとされます。
なぜなら最近の建物はよく整備されている一
方、古い建物は、水圧や水道管の問題でたく

さんのトイレットペーパー、特にティッシュ
ペーパーを便器に捨てたら、詰まるおそれが
あるからです。自宅では便器に捨てて流しま
すが、公衆トイレでは気を遣ってごみ箱に捨
てることが常識です。また、家庭では洋式ト
イレが普及していますが、公衆トイレは衛生
問題などを考えると、まだ和式トイレが多い
です。なので、中国人が日本で公衆の洋式ト
イレに入ったら、戸惑います。
　国が違えば、トイレの並び方さえ違います。
自国の常識ではあり得ないことが、その国で
は当たり前になっているかもしれません。こ
ういう時は、お互いの違う習慣を頭ごなしに
批判したりするのではなく、相互理解こそが
必要です。訪ねる側が前もって相手の文化や
習慣を十分に理解することが求められるとと
もに、受け入れ側もどうすれば自国の文化を
理解してもらえるかと真剣に対策を練るとい
うのは、本当の国際理解ではないかと思われ
ます。
　海外に行くということは、単に国境を越え
るかどうかだけでなく、お互いの違いを見聞
きし、考え、そして楽しむことだと思います。

于
う

　清
せ い

中国のトイレについて
国際交流員コラム

対
象　
市
内
の
高
等
学
校
へ
定
期

券
（
バ
ス
・
Ｊ
Ｒ
）
を
使
用
し

て
通
学
す
る
生
徒
の
保
護
者

※　

保
護
者
・
生
徒
の
両
方
が
市

内
に
住
所
を
有
す
る
こ
と

補
助
金
額

往
復
定
期
券
の
場
合　

１
か
月
あ
た
り
の
定
期
券
代
か

ら
お
お
む
ね
１
５
、０
０
０
円

を
差
し
引
い
た
額

片
道
定
期
券
の
場
合

１
か
月
あ
た
り
の
定
期
券
代
か

ら
お
お
む
ね
８
、２
５
０
円
を

差
し
引
い
た
額

申
請
に
必
要
な
も
の

・
申
請
書

・
在
学
を
証
明
す
る
書
類
（
学
生

証
の
写
し
・
在
学
証
明
書
な
ど
）

・
通
学
定
期
券
の
写
し

・
印
鑑
（
申
請
者
の
も
の
）

※　

申
請
書
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

に
掲
載
し
て
い
る
ほ
か
、
窓
口

に
も
設
置
し
て
あ
り
ま
す
。

申
請
期
間　
定
期
券
の
購
入
年
度

内
で
あ
れ
ば
随
時
申
請
で
き
ま

す
。

※　

今
年
度
購
入
さ
れ
た
定
期
券

で
あ
れ
ば
、
有
効
期
限
を
過
ぎ

た
後
の
申
請
も
可
能
で
す
。

申
請
先

・
市
役
所
本
庁
３
階
ま
ち
づ
く
り

推
進
課

・
各
支
所
防
災
自
治
課

問
い
合
わ
せ
先

本
庁
ま
ち
づ
く
り
推
進
課
地

域
交
通
学
校
支
援
係
（
☎
�

９
２
０
１
）

　

浜
田
市
国
民
健
康
保
険
で
は
、

脳
梗
塞
・
脳
動
脈
瘤
・
脳
腫
瘍
な

ど
の
、
発
病
す
る
と
重
い
障
が
い

に
つ
な
が
る
病
気
を
早
期
に
発
見

す
る
た
め
、「
脳
ド
ッ
ク
」
を
受

け
る
人
に
助
成
を
行
い
ま
す
。

検
査
項
目　
問
診
・
身
体
計
測
・

診
察
・
視
力
検
査
・
眼
底
検
査
・

尿
検
査
・
血
圧
測
定
・
心
電
図
・

肝
機
能
検
査
・
脂
質
代
謝
検
査
・

腎
機
能
検
査
・
血
液
検
査
・
膵

機
能
検
査
・
血
糖
検
査
・
尿
酸

検
査
・
保
健
指
導
・
総
合
評
価
・

胸
部
レ
ン
ト
ゲ
ン
・
Ｍ
Ｒ
Ｉ
頭

部
断
層
撮
影
・
Ｍ
Ｒ
Ａ
頭
部
の

血
管
撮
影
・
神
経
学
的
検
査
・

頸
動
脈
エ
コ
ー　

な
ど

受
診
医
療
機
関　
浜
田
医
療
セ
ン

タ
ー
内　

健
診
セ
ン
タ
ー

受
診
期
間　
５
月
～
平
成
30
年
１

月
（
予
定
）

受
診
対
象
者　
次
の
全
て
に
該
当

す
る
こ
と
）

⑴　

平
成
29
年
４
月
１
日
現
在
、

74
歳
ま
で
（
生
年
月
日
が
昭
和

17
年
４
月
２
日
以
降
）
の
浜
田

市
国
民
健
康
保
険
被
保
険
者

※　

受
診
日
当
日
ま
で
に
、
ほ
か

の
健
康
保
険
（
後
期
高
齢
者
医

療
を
除
く
）
に
加
入
さ
れ
た
場

合
は
対
象
に
な
り
ま
せ
ん
。

⑵　

保
険
料
の
未
納
が
な
い
こ
と

⑶　

心
臓
ペ
ー
ス
メ
ー
カ
ー
の
装

着
や
イ
ン
プ
ラ
ン
ト
な
ど
で
体

内
に
金
属
が
入
っ
て
な
い
こ
と

※　

か
か
り
つ
け
医
な
ど
に
相
談

の
上
、
応
募
し
て
く
だ
さ
い
。

⑷　

閉
所
恐
怖
症
で
な
い
こ
と

⑸　

平
成
26
～
28
年
度
（
過
去
３

年
の
間
）
に
脳
ド
ッ
ク
の
助
成

を
受
け
て
い
な
い
こ
と

※　

助
成
を
受
け
た
こ
と
の
あ
る

人
は
、
今
回
の
脳
ド
ッ
ク
に
応

募
で
き
ま
せ
ん
。

定
員　
３
８
０
人　

※　

先
着
順
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

自
己
負
担
額　
１
万
円 

募
集
締
切
日　
４
月
14
日
㈮
必
着

応
募
方
法　
郵
便
は
が
き
に
受
診

希
望
者
の
①
住
所
・
②
氏
名
・

③
性
別
・
④
生
年
月
日
・
⑤
連

絡
先
電
話
番
号
を
必
ず
記
入
の

上
、
送
付
し
て
く
だ
さ
い
。 

宛
先　
〒
６
９
７
‐
８
５
０
１　

浜
田
市
殿
町
１
番
地　

浜
田
市

役
所
医
療
保
険
課　
「
脳
ド
ッ

ク
」
係 

は
が
き
記
入
例

注
意
事
項

・
電
話
な
ど
で
の
申
込
み
は
受
付

で
き
ま
せ
ん
。 

・
は
が
き
は
、
受
診
希
望
者
１
人

に
つ
き
１
枚
で
す
。
１
枚
に
２

人
以
上
の
氏
名
を
記
入
し
な
い

で
く
だ
さ
い
。 

・
同
一
人
が
複
数
の
は
が
き
で
応

募
し
た
場
合
は
１
枚
の
み
有
効

と
な
り
ま
す
。 

・
は
が
き
に
記
載
さ
れ
た
人
以
外

が
受
診
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ

ん
。 

募
集
結
果
の
お
知
ら
せ

・
応
募
者
多
数
の
場
合
は
抽
選
を

行
い
ま
す
。 

※　

平
成
26
・
27
・
28
年
度
と
も

応
募
い
た
だ
き
、
抽
選
の
結
果

落
選
と
な
っ
た
人
の
受
診
を
優

先
し
ま
す
。

・
抽
選
の
結
果
は
、
４
月
下
旬
に

全
員
へ
通
知
し
ま
す
。 

問
い
合
わ
せ
先

本
庁
医
療
保
険
課
国
保
係
１
階

⑥
番
窓
口
（
☎
�
９
４
１
０
）

（表）　〒₆₉₇︲₈₅₀₁

浜田市殿町１番地

浜田市役所
医療保険課

「脳ドック」係

（裏）
①受診希望者の住所
②受診希望者の氏名
③受診希望者の性別
④受診希望者の生年月日
⑤連絡先電話番号

　

国
民
年
金
第
１
号
被
保
険
者
及

び
任
意
加
入
被
保
険
者
の
１
か
月

あ
た
り
の
保
険
料
は
、
１
６
、４
９

０
円
で
す
。

　

前
納
制
度
・
免
除
制
度
な
ど
が

あ
り
ま
す
の
で
、
詳
し
く
は
お
問

い
合
せ
く
だ
さ
い
。

ご
存
知
で
す
か
？

学
生
納
付
特
例
制
度

　

学
生
納
付
特
例
と
は
、
20
歳
以

上
の
学
生
が
申
請
し
、
承
認
さ
れ

る
こ
と
で
国
民
年
金
保
険
料
の
納

付
が
猶
予
（
先
送
り
）
さ
れ
る
制

度
で
す
。

　

学
生
で
あ
っ
て
も
、
修
業
年
限

が
１
年
未
満
の
課
程
な
ど
、
対
象

と
な
ら
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

平
成
29
年
度
保
険
料
の
学
生
納

付
特
例
の
申
請
期
間
は
、
４
月
か

ら
平
成
30
年
３
月
ま
で
で
す
。

手
続
に
必
要
な
も
の

①
在
学
証
明
書
原
本
（
申
請
年
度

と
同
じ
年
度
の
も
の
）、
又
は

学
生
証
の
写
し

②
印
鑑
（
ス
タ
ン
プ
式
不
可
）

※　

平
成
28
年
度
に
学
生
納
付
特

例
が
承
認
さ
れ
て
い
る
人
は
、

４
月
に
ハ
ガ
キ
形
式
の
申
請
書

が
年
金
機
構
か
ら
送
付
さ
れ
ま

す
。

要
件

⑴　

市
内
に
住
所
を
有
し
要
介
護

４
又
は
５
と
認
定
さ
れ
た
在
宅

の
人

⑵　

支
給
対
象
期
間
と
な
る
１
年

間
の
う
ち
１
８
０
日
以
上
の
、

在
宅
で
の
療
養
期
間
が
あ
る
人

※　

家
族
介
護
慰
労
金
と
併
せ
て

受
け
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

支
給
額　
１
人
あ
た
り
３
万
円

※　

該
当
す
る
と
思
わ
れ
る
人
は
、

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

・
本
庁
健
康
長
寿
課
高
齢
者
包
括

支
援
係
（
☎
�
９
３
２
１
）

・
各
支
所
市
民
福
祉
課

教
育
・
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ

通
学
定
期
券
購
入
費
の
一
部

を
助
成
し
ま
す

保
険
・
医
療
・
年
金

受
け
て
み
ま
せ
ん
か
？

国
民
健
康
保
険「
脳
ド
ッ
ク
」

平
成
29
年
度
の
国
民
年
金

保
険
料
額
が
決
ま
り
ま
し
た
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まちかど伝言板

日　
４
月
16
日
㈰　

午
前
９
時

受
付　
午
前
８
時
45
分
～

場　
石
見
海
浜
公
園
テ
ニ
ス
コ
ー
ト

種
目　
ミ
ッ
ク
ス
ダ
ブ
ル
ス

料　

２
、
０
０
０
円
（
１
チ
ー
ム
）

※　

損
害
保
険
料
を
含
み
ま
す
。

※　

当
日
徴
収
し
ま
す
。

申
込
締
切
日　
４
月
８
日
㈯
必
着

申
込
方
法　
申
込
書
に
必
要
事
項
を

記
入
の
上
、
郵
送
又
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
で

申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

※　

申
込
書
は
、
石
見
海
浜
公
園
予

約
セ
ン
タ
ー
に
あ
り
ま
す
。
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
も

で
き
ま
す
。

http://w
w

w
.kkisp.jp/

申
・
問　
石
見
海
浜
公
園
予
約
セ
ン

タ
ー
【
〒
６
９
７
‐
０
０
０
３　

浜
田
市
国
分
町
１
６
４
４
‐
１

（
☎
�
２
２
３
１
・
▢ＦＡＸ  
�
０
７
９

５
）】

日　
４
月
22
日
㈯
（
小
雨
決
行
）

午
前
７
時
30
分
～（
１
時
間
程
度
）

集
合
場
所　
千
畳
苑
駐
車
場

清
掃
場
所　
国
分
海
岸
一
帯

問　
牛
尾
さ
ん
（
☎
０
９
０
‐
８
２

　

４
４
‐
９
４
２
９
）「
全
国
豊
か

な
海
づ
く
り
大
会
を
サ
ポ
ー
ト
す

る
市
民
１
０
０
０
人
の
会
」

　

浜
田
の
五
地
想
も
の
が
た
り
推
進

協
議
会
で
は
、
魅
力
的
な
食
の
ま
ち

づ
く
り
と
地
産
地
消
の
推
進
を
目
的

に
、
浜
田
の
食
材
を
活
か
し
て
「
い

い
よ
！
浜
田
」で
１
、４
０
０
円
、「
２

倍
い
い
よ
！
浜
田
」
で
２
、８
０
０

円
の
ツ
ー
プ
ラ
イ
ス
料
理
を
提
供
し

て
も
ら
え
る
お
店
を
募
集
し
ま
す
。

応
募
要
件

・
提
供
す
る
料
理
の
価
格
は
、
１
、

４
０
０
円
又
は
２
、８
０
０
円
と

す
る
こ
と
（
税
込
み
・
税
抜
き
は

問
い
ま
せ
ん
）。

・
主
な
食
材
は
、
浜
田
市
で
生
産
さ

れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
。

・
使
用
さ
れ
て
い
る
浜
田
の
食
材
や

料
理
を
、
き
ち
ん
と
お
客
様
に
伝

え
る
こ
と
。

　

親
子
で
一
緒
に
楽
し
み
な
が
ら
、

友
達
を
作
り
ま
せ
ん
か
。
園
児
と
の

交
流
や
誕
生
会
を
し
ま
す
。
園
舎
・

園
庭
も
開
放
し
て
い
ま
す
の
で
遊
び

に
来
て
く
だ
さ
い
。
美
川
子
育
て
広

場
と
の
合
同
企
画
も
あ
り
ま
す
。

対
象　
未
就
園
児
親
子

日　
初
回　

４
月
26
日
㈬

午
前
10
時
～
11
時
30
分

園
開
放　
毎
週
月
～
金
曜
日

午
前
10
時
～
11
時
30
分

場　
美
川
幼
稚
園

※　

周
辺
に
駐
車
場
が
あ
り
ま
す
。

料　
年
会
費　

前
期　

３
０
０
円

後
期　

３
０
０
円

問　
美
川
幼
稚
園

（
☎
�
０
１
８
５
）

※　

加
盟
店
は
、
協
議
会
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
な
ど
で
紹
介
す
る
ほ
か
、

食
の
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
、
の
ぼ
り
旗

の
提
供
や
Ｐ
Ｒ
活
動
な
ど
を
通
じ

て
周
知
し
て
い
き
ま
す
。

応
募
締
切
日　
４
月
21
日
㈮

応
募
方
法　
事
務
局
ま
で
ご
連
絡
く

だ
さ
い
。申
込
書
を
送
付
し
ま
す
。

問　
本
庁
観
光
交
流
課
内　

浜
田
の

五
地
想
も
の
が
た
り
推
進
協
議
会

事
務
局
（
☎
�
９
５
３
０
）

　

就
業
を
希
望
す
る
看
護
職
員
な
ど

を
対
象
に
、
就
業
相
談
会
（
移
動
ナ

ー
ス
バ
ン
ク
）
を
開
催
し
ま
す
。

日　
４
月
12
日
㈬
・
５
月
10
日
㈬　

午
後
１
時
～
４
時

場　
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
浜
田

内
容　
求
人
・
求
職
相
談
、
就
業
相

　

談
、
看
護
情
報
の
提
供
な
ど

担
当
者　
看
護
協
会
就
業
相
談
員

問　
島
根
県
ナ
ー
ス
セ
ン
タ
ー

（
☎
０
８
５
２
�
８
５
１
０
）

　

ひ
と
り
親
家
庭
の
人
で
、
法
律
的

な
知
識
を
必
要
と
す
る
問
題
で
お
困

り
の
人
は
、
弁
護
士
が
相
談
に
応
じ

ま
す
。

対
象　
母
子
家
庭
・
父
子
家
庭
・
寡

婦
の
人

日　
奇
数
月
第
４
水
曜
日

午
後
１
時
30
分
～
３
時
30
分

（
１
人
30
分
）

場　
い
わ
み
ー
る

料　
無
料

※　

予
約
が
必
要
で
す
。詳
し
く
は
、

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

申
・
問　
島
根
県
母
子
寡
婦
福
祉
連

合
会（
☎
０
８
５
２
�
５
９
２
０
）

（
平
日
午
前
８
時
30
分
～
午
後
４

時
30
分
）

お
題　
「
語
」

※　

お
題
は
「
語ご

」
で
す
が
、
歌
に

詠
む
場
合
は
「
語
」
の
文
字
が
詠

み
込
ま
れ
て
い
れ
ば
よ
く
、「
物も

の
が
た
り語

」

の
よ
う
な
熟
語
に
し
て
も
差
し
支

え
あ
り
ま
せ
ん
。

詠
進
期
間　
９
月
30
日
㈯
（
当
日
消

印
有
効
）

※　

詳
し
く
は
、
宮
内
庁
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
で
閲
覧
で
き
ま
す
。
ご
不
明

な
点
は
、
直
接
、
宮
内
庁
式
部
職

応
募
資
格　
日
本
国
籍
を
持
つ
人

（
年
齢
は
平
成
29
年
５
月
11
日
現
在
）

青
年
海
外
協
力
隊

満
20
歳
～
満
39
歳

シ
ニ
ア
海
外
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

満
40
歳
～
満
69
歳

募
集
期
間　
５
月
10
日
㈬
ま
で

応
募
方
法　
原
則
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

経
由
で
す
。

h
ttp

://w
w

w
.jic

a
.g

o
.jp

/
volunteer/index.htm

l

体
験
談
・
説
明
会

日　
４
月
５
日
㈬

シ
ニ
ア
海
外
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

午
後
６
時
30
分
～
８
時
30
分

青
年
海
外
協
力
隊

午
後
６
時
30
分
～
８
時
30
分

場　
広
島
市
ま
ち
づ
く
り
市
民
交
流

プ
ラ
ザ
（
広
島
市
中
区
）

日　
４
月
８
日
㈯

シ
ニ
ア
海
外
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

午
前
11
時
～
午
後
０
時
30
分

青
年
海
外
協
力
隊

午
後
３
時
30
分
～
５
時
30
分

場　
松
江
テ
ル
サ
４
階
大
会
議
室

※　

資
料
請
求
な
ど
、
詳
し
く
は
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問　
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
中
国
国
際
セ
ン
タ
ー

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
担
当
（
☎
０
８
２

‐
４
２
１
‐
６
３
０
５
）

　

浜
田
市
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
で
は
、

小
学
生
以
上
を
対
象
に
随
時
団
員
を

募
集
し
て
い
ま
す
。
ス
ポ
ー
ツ
を
通

じ
た
よ
ろ
こ
び
、
楽
し
さ
を
体
験
し

て
み
ま
せ
ん
か
。

　

ま
た
、
指
導
者
２
人
以
上
、
小
中

高
校
生
10
人
以
上
で
新
規
ス
ポ
ー
ツ

少
年
団
と
し
て
登
録
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

※　

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
各
団
の
紹

介
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。

対
象　
３
歳
以
上

申
・
問

活
動
内
容
・
入
団
申
込
み
に
つ
い
て

　

左
表
の
問
い
合
わ
せ
先
ま
で
、
連

絡
し
て
く
だ
さ
い
。

新
規
設
立
に
つ
い
て

教
育
委
員
会
内　

浜
田
市
ス
ポ
ー

ツ
少
年
団
本
部
事
務
局

（
☎
�
９
７
２
１
）

浜田市スポーツ少年団一覧
団名 練習日 練習場所 問い合わせ先 電話番号

国府剣道 土 国府小体育館 市野不盡 �１０７８
長沢剣道 土・日 石見小体育館 渡辺美紀 090︲7774︲3060
三隅柔道 月・水・金 三保公民館 平川隆夫 090︲3373︲0105
浜田テコンドー 火・金 石見公民館 田淵　裕 090︲1337︲1696
浜田中央
（ソフトボール） 土・日・祝 原井小校庭 川辺孝之 090︲3375︲1258

国府野球 土・日・祝 国府ふれあい広場 天野禎丞 080︲6248︲7455
西部野球 土・日・祝 周布小校庭 小田昭司 090︲5692︲9308
浜田市野球 土・日・祝 松原小校庭 三浦　聡 090︲7779︲1582
美川野球 土・日・祝 美川農村広場 長見優治 090︲8241︲3703

三隅少年野球クラブ 土・日・祝 田ノ浦公園
ソフトボール場 西田靖治 090︲3638︲6622

雲雀丘（ソフトボール）日又は土 雲雀丘小学校 堀内康二 090︲8069︲5522
波佐（バドミントン） 金 波佐小体育館 奥本智之 090︲3377︲0054
国府バレーボール 火・木・土 国府小体育館 宮田　徹 080︲1907︲3637
周布バレーボール 水・日 周布小体育館 熊谷一二三 090︲8992︲2686
みすみＳｍｉℓeｙs
（バレーボール） 月・水・日 三隅小体育館 村木勝也 090︲1682︲9110

市
営
住
宅

募
集
期
間　
４
月
３
日
㈪
～
12
日
㈬

募
集
住
宅　
旭
・
弥
栄

抽
選
日　
４
月
下
旬

入
居
時
期　
５
月
上
旬

申
・
問

旭
・
弥
栄

　

㈲
中
田
工
務
店
（
☎
�
１
２
０
３
）

浜
田
市
雇
用
促
進
住
宅

募
集
期
間　
随
時
募
集
し
て
い
ま
す
。

募
集
住
宅　
小
福
井
・
内
田
・
国
府
・

金
城

問　
浜
田
土
建
㈱

　

（
☎
�
１
４
１
７
）

http://w
w

w
.ham

adadoken.jp/

※　

募
集
住
宅
や
申
込
方
法
な
ど
、

詳
細
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

※　

応
募
者
が
募
集
戸
数
に
満
た
な

い
場
合
、
次
回
の
公
募
ま
で
の
間

に
入
居
の
申
込
み
を
随
時
受
け
付

け
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

公
営
住
宅
の
入
居
者
募
集

あ
て
に
、
郵
便
番
号
・
住
所
・
氏

名
を
記
入
の
上
、
返
信
用
切
手
を

貼
っ
た
封
筒
を
添
え
て
、
９
月
20

日
㈬
ま
で
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

応
・
問　
宮
内
庁
【
〒
１
０
０
‐
８

１
１
１　

宮
内
庁
「
詠
進
歌
」】

http://w
w

w
.kunaicho.go.jp/

日 =日時　場 =場所　定 ＝定員　料 ＝料金　申 ＝申込先　応 ＝応募先　問 ＝問い合わせ先

石
見
海
浜
公
園

テ
ニ
ス
大
会
参
加
者

ふ
れ
あ
い
環
境
助
成
事
業

海
岸
清
掃
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

美
川
幼
稚
園
な
か
よ
し
会

参
加
者
募
集

浜
田
の
ご
ち
そ
う
食
べ
よ
う
会

ツ
ー
プ
ラ
イ
ス
料
理

提
供
加
盟
店
募
集

相

談

就
業
相
談
会

（
移
動
ナ
ー
ス
バ
ン
ク
）

ひ
と
り
親
家
庭無料

法
律
相
談

募

集

公
営
住
宅
の
入
居
者
募
集

平
成
₃0
年
歌
会
始
の

詠
進
歌
募
集

Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ

海
外
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集

浜
田
市
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

団
員
・
新
規
登
録
団
募
集
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点
訳
・
朗
読
の
知
識
や
技
術
を
習

得
し
て
、
視
覚
障
が
い
者
の
皆
さ
ん

が
利
用
す
る
点
字
図
書
や
、
録
音
図

書
・
雑
誌
を
作
る
奉
仕
員
を
養
成
す

る
講
習
会
を
開
催
し
ま
す
。

対
象　
点
訳
・
朗
読
奉
仕
を
希
望
す

る
70
歳
未
満
の
人
で
、
簡
単
な
パ

ソ
コ
ン
操
作
が
で
き
、
講
習
会
終

了
後
に
継
続
し
て
活
動
で
き
る
人

点
訳
奉
仕
員
養
成
講
習
会

日　
４
月
13
日
㈭
～
平
成
30
年
３
月

１
日
㈭
の
木
曜
日
（
全
23
回
）

午
前
10
時
～
正
午

料　
１
、
０
８
０
円（
テ
キ
ス
ト
代
）

朗
読
奉
仕
員
養
成
講
習
会

日　
４
月
13
日
㈭
～
平
成
30
年
３
月

１
日
㈭
の
木
曜
日
（
全
23
回
）

午
後
１
時
30
分
～
３
時
30
分

料　
８
６
０
円
（
テ
キ
ス
ト
代
）

共
通

場　
い
わ
み
ー
る　

視
聴
覚
研
修
室

申
込
締
切
日　
４
月
12
日
㈬

申
込
方
法　
電
話
又
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
申

し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

※　

13
日
㈭
、
会
場
で
も
受
け
付
け

ま
す
。

申
・
問　
西
部
視
聴
覚
障
害
者
情
報

セ
ン
タ
ー
（
☎
�
９
３
３
４
・
▢ＦＡＸ

�
９
３
３
５
）

浜田国際交流協会　国際交流教室・語学教室
講座 日時 場所 定員 料金 申込締切日

于
う

清
せ い

の
中国語講座

～入門編～

４月13日・20日・27日・５月18日・25日・
６月１日・８日・15日・22日・29日
　午後１時30分～３時　　　　　　　（各木曜日）

浜田公民館 15人 会員　　　1,000円
非会員　2,000円 ４月11日㈫

※　前回平成28年12月開始の講座で使用したテキストを持ってない人はテキスト代1,000円程度が別途必要です。

于清の
中国語講座

～初級編～

４月13日・20日・27日・５月18日・25日・
６月１日・８日・15日・22日・29日
　午後７時～８時30分　　　　　　　（各木曜日）

浜田公民館 15人 会員　　　1,000円
非会員　2,000円 ４月11日㈫

※　前回平成28年12月開始の講座で使用したテキストを持ってない人はテキスト代1,000円程度が別途必要です。

ニュンの
ベトナム語講座

～入門～

４月18日・25日・５月９日・16日・23日・
６月13日・20日・27日・７月11日・18日
　午後１時30分～３時　　　　　　　（各火曜日）

浜田公民館 15人 会員　　　1,000円
非会員　2,000円 ４月14日㈮

※　前回平成28年11月開始の講座で使用したテキストを持ってない人はテキスト代1,500円程度が別途必要です。

ニュンの
ベトナム語講座

～初級～

４月17日・24日・５月８日・15日・22日・
６月５日・12日・19日・26日・７月10日
　午後７時～８時30分　　　　　　　（各月曜日）

浜田公民館 15人 会員　　　1,000円
非会員　2,000円 ４月14日㈮

※　前回平成28年11月開始の講座で使用したテキストを持ってない人はテキスト代1,500円程度が別途必要です。

韓国語講座
～初級～

４月18日・25日・５月９日・16日・23日・30日・
６月６日・13日・20日・27日
　午後７時～８時30分　　　　　　　（各火曜日）

浜田公民館 15人 会員　　　1,000円
非会員　2,000円 ４月14日㈮

※　前回平成28年10月開始の講座で使用したテキストを持ってない人はテキスト代1,296円が別途必要です。

韓国語講座
～中級～

４月18日・25日・５月９日・16日・23日・30日・
６月６日・13日・20日・27日
　午後４時～５時30分　　　　　　　（各火曜日）浜田公民館 15人 会員　　　1,000円

非会員　2,000円 ４月14日㈮

Ｐａｍの
英語講座

～初級～

昼の部　
４月19日・５月10日・24日・６月７日・21日
　午後１時30分～３時　　　　　　　（各水曜日）
夜の部
４月26日・５月17日・31日・６月14日・28日
　午後７時～８時30分　　　　　　　（各水曜日）

石見公民館 15人 会員　　　　　500円
非会員　1,000円 ４月17日㈪

Ｐａｍの
英語講座

～中級～

昼の部　
４月26日・５月17日・31日・６月14日・28日
　午後１時30分～３時　　　　　　　（各水曜日）
夜の部
４月19日・５月10日・24日・６月７日・21日
　午後７時～８時30分　　　　　　　（各水曜日）

石見公民館 10人 会員　　　　　500円
非会員　1,000円 ４月17日㈪

申込方法　電話で申し込んでください。　　　　　　　　申込み・問い合わせ先　浜田国際交流協会（☎�１２４１）

　

浜
田
市
の
特
産
果
樹
で
あ
る
「
西

条
柿
」
は
、
生
産
農
家
の
高
齢
化
な

ど
に
よ
り
、
こ
の
ま
ま
で
は
産
地
の

維
持
が
困
難
に
な
っ
て
い
き
ま
す
。

こ
の
た
め
、
将
来
的
に
出
荷
を
目
的

と
し
た
栽
培
を
目
指
す
人
を
育
成
す

る
た
め
の
栽
培
講
座
を
開
催
し
ま
す
。

期
間　
５
月
～
12
月（
年
８
回
程
度
）

※　

平
日
に
開
催
し
ま
す
。
第
１
回

は
５
月
中
旬
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

場　
三
隅
町
東
平
原

※　

送
迎
は
行
い
ま
せ
ん
。

内
容　
西
条
柿
栽
培
に
つ
い
て
の
講

義
と
実
習

申
込
締
切
日　
４
月
28
日
㈮

※　

申
込
方
法
な
ど
、
詳
し
く
は
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

申
・
問　
浜
田
市
農
林
業
支
援
セ
ン

タ
ー
（
☎
�
３
５
０
０
）

　

浜
田
少
年
少
女
合
唱
団
で
は
、
新

入
団
員
を
募
集
し
ま
す
。
５
月
14
日

㈰
に
は
結
成
40
周
年
記
念
演
奏
会
を

開
催
し
ま
す
。

対
象　
小
学
校
２
年
生
～
中
学
校
２

年
生

練
習
時
間　
毎
週
土
曜
日

午
後
２
時
～
４
時
30
分

毎
週
日
曜
日

午
前
９
時
30
分
～
正
午

※　

土
曜
日
又
は
日
曜
日
の
い
ず
れ

か
に
出
席
し
て
く
だ
さ
い
。

※　

日
曜
日
の
正
午
か
ら
午
後
５
時

ま
で
は
、
個
人
又
は
グ
ル
ー
プ
の

指
導
を
行
い
ま
す
。

練
習
場
所　
石
央
文
化
ホ
ー
ル
・
勤

労
青
少
年
ホ
ー
ム

申
込
方
法　
は
が
き
に
、
氏
名
・
学

年
・
保
護
者
氏
名
・
住
所
・
電
話

番
号
を
記
入
の
上
、
申
し
込
ん
で

く
だ
さ
い
。

※　

随
時
受
け
付
け
ま
す
。

申　
石
央
文
化
ホ
ー
ル
【
〒
６
９
７

‐
０
０
２
４　

浜
田
市
黒
川
町
４

１
７
５
】

問　
浜
田
少
年
少
女
合
唱
団

真
田
節
子
さ
ん
（
☎
０
９
０
‐
３

１
７
３
‐
６
８
８
０
）

対
象　
３
歳
以
上

申
込
方
法　
申
込
書
に
必
要
事
項
を

記
入
の
上
、持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

※　

申
込
書
は
、
ス
イ
ミ
ン
グ
ス
ク

ー
ル
に
あ
り
ま
す
。

申
・
問　
浜
田
ス
イ
ミ
ン
グ
ス
ク
ー

ル
（
☎
�
０
２
３
０
）

http://ham
ada-suiren.or.jp/

　

小
学
生
の
心
身
の
発
達
を
考
慮
し

な
が
ら
、
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
を
通
じ
て

団
体
ス
ポ
ー
ツ
の
楽
し
さ
を
理
解
し

て
も
ら
う
こ
と
を
目
的
と
し
た
、
体

験
会
を
開
催
し
ま
す
。

対
象　
市
内
在
住
の
小
学
校
２
年
生

以
上

日　
毎
週
木
・
土
曜
日

木
曜
日

時
間　
午
後
７
時
～
９
時

場　
原
井
小
学
校
体
育
館

土
曜
日

時
間　
午
前
９
時
～
正
午

場　
三
階
小
学
校
体
育
館

ス
キ
ー
の
ス
テ
ィ
ッ
ク
に
似
た

ポ
ー
ル
を
用
い
た
運
動
で
す
。
血
行

を
良
く
し
、バ
ラ
ン
ス
筋
肉
を
鍛
え
、

若
返
り
効
果
を
目
指
し
、
楽
し
く
介

護
予
防
に
取
り
組
み
ま
す
。

第
１
回
危
険
物
取
扱
者
試
験

試
験
日　
６
月
11
日
㈰

受
付
期
間

・
書
面
申
請

　

４
月
25
日
㈫
～
５
月
９
日
㈫

・
電
子
申
請

　

４
月
22
日
㈯
～
５
月
６
日
㈯

試
験
地　
浜
田
・
松
江
・
出
雲
・
大

田
・
益
田
・
隠
岐

試
験
種
類　
甲
種
・
乙
種
第
１
類
～

第
６
類
・
丙
種

料　
甲
種　

５
、
０
０
０
円

乙
種　

３
、
４
０
０
円

丙
種　

２
、
７
０
０
円

※　

申
請
方
法
な
ど
、
詳
し
く
は
試

験
案
内
に
記
載
さ
れ
て
い
ま
す
。

試
験
案
内
・
受
験
願
書
は
、
消
防

本
部
及
び
各
出
張
所
に
あ
り
ま
す
。

問　
消
防
本
部
予
防
課
危
険
物
係

（
☎
�
１
１
６
７
）

危
険
物
取
扱
者
試
験
準
備
講
習
会

対
象　
危
険
物
取
扱
者
試
験
乙
種
第

４
類
を
受
験
す
る
人

日　
５
月
17
日
㈬
・
18
日
㈭

場　
い
わ
み
ー
る　

視
聴
覚
室

申
込
締
切
日　
５
月
10
日
㈬

※　

申
込
方
法
な
ど
、
詳
し
く
は
案

内
書
に
掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
。
案

内
書
・
申
請
書
は
、
消
防
本
部
及

び
各
出
張
所
に
あ
り
ま
す
。

※　

甲
・
乙
・
丙
の
各
種
テ
キ
ス
ト

購
入
の
み
も
で
き
ま
す
。

申
・
問　
島
根
県
危
険
物
保
安
協
会

連
合
会
【
〒
６
９
０
‐
０
８
８
８

松
江
市
北
堀
町
15
番
地　

島
根

県
北
堀
町
団
体
ビ
ル
２
階
（
☎

０
８
５
２
�
７
２
０
２
）】

料　
無
料
（
体
験
会
）

※　

引
き
続
き
教
室
に
加
入
す
る
場

合
は
、年
会
費
な
ど
が
必
要
で
す
。

申
・
問　
浜
田
市
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
連

盟白
瀬　

亘
さ
ん
（
☎
�
０
６
９
０
）

金
岡
敬
子
さ
ん
（
☎
�
１
８
７
３
）

日
・
場　
（
各
会
場
第
１
回
）

浜
田
公
民
館

４
月
10
日
㈪　

午
後
１
時
～
２
時

石
見
公
民
館

４
月
10
日
㈪　

午
後
３
時
～
４
時

国
府
公
民
館

４
月
13
日
㈭

午
前
10
時
30
分
～
11
時
30
分

周
布
公
民
館　

４
月
14
日
㈮　

午
前
11
時
～
正
午

長
浜
公
民
館

４
月
14
日
㈮　

午
後
１
時
～
２
時

講
師　
斎
藤
康
與
さ
ん
（
ポ
ー
ル
エ

ク
サ
サ
イ
ズ
著
者
）

料　
３
０
０
円

※　

室
内
シ
ュ
ー
ズ
を
持
参
し
て
く

だ
さ
い
。

問　
シ
ニ
ア
元
気
の
会　

長
尾
さ
ん

（
☎
０
９
０-

４
５
７
０-

５
９
５
３
）

日 =日時　場 =場所　定 ＝定員　料 ＝料金　申 ＝申込先　応 ＝応募先　問 ＝問い合わせ先

点
訳
・
朗
読
奉
仕
員

養
成
講
習
会

西
条
柿
栽
培
講
座

教
室
・
講
座

石
央
文
化
ホ
ー
ル

浜
田
少
年
少
女
合
唱
団
41
期
生

水
泳
を
通
し
て
元
気
ハ
ツ
ラ
ツ

浜
田
ス
イ
ミ
ン
グ
ス
ク
ー
ル

小
学
生
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
教
室

体
験
会

楽
し
く
健
康
寿
命
を
延
ば
す

ポ
ー
ル
エ
ク
サ
サ
イ
ズ

資
格
・
試
験

危
険
物
取
扱
者
試
験　
及
び

危
険
物
取
扱
者
試
験
準
備
講
習
会

　

　

　　

　

　



☆広告募集中!!　詳しくは、市ホームページで☆　　　☆広告募集中!!　詳しくは、市ホームページで☆

有

料

広

告

☆広告募集中!!　詳しくは、市ホームページで☆　　　☆広告募集中!!　詳しくは、市ホームページで☆

有

料

広

告

広報はまだ：平成29年４月号　　　3839　　　広報はまだ：平成29年４月号

浜田
市役所

東分庁舎

祭り会場

Ｐ

法務局

歩行者天国として開放

裁判所

国
道
186
号

国道９号

浜田川

祭り会場

様
々
な
喪
失
体
験
か
ら
生
じ
る
グ

リ
ー
フ
（
悲
嘆
）
を
抱
え
る
人
た
ち

と
、
生
と
死
・
喪
失
を
巡
る
問
題
を

共
に
学
び
、
互
い
に
支
え
合
っ
て
生

き
る
こ
と
を
目
指
し
て
活
動
す
る
会

で
す
。

日　
４
月
８
日
㈯

午
後
２
時
～
４
時

場　
サ
ン
マ
リ
ン
浜
田

料　
無
料

問　
グ
リ
ー
フ
ケ
ア
芳
縁

植
田
さ
ん
（
☎
�
４
９
６
６
）

　

ソ
メ
イ
ヨ
シ
ノ
の
枝
や
、竹
・
菜
の

花
な
ど
春
を
感
じ
さ
せ
る
草
花
が
飾

ら
れ
、野
点
さ
な
が
ら
の
雰
囲
気
の

中
、抹
茶
と
和
菓
子
が
楽
し
め
ま
す
。

日　
４
月
８
日
㈯

午
後
５
時
～
８
時

※　

９
日
㈰
の
午
前
９
時
か
ら
正
午

ま
で
、
庭
園
を
開
放
し
ま
す
。

場　
今
福
公
民
館

料　
お
茶
券　

大
人　
　

５
０
０
円

中
学
生
以
下　

無
料

問　
今
福
公
民
館

（
☎
�
２
０
８
３
）

　

平
成
28
年
度
に
市
民
の
皆
さ
ん
か

ら
寄
贈
さ
れ
た
民
具
・
古
写
真
・
古

書
籍
・
古
文
書
・
美
術
工
芸
品
な
ど

約
１
２
０
点
の
貴
重
な
資
料
を
展
示

し
ま
す
。

日　
４
月
５
日
㈬
～
６
月
20
日
㈫

午
前
９
時
～
午
後
５
時
（
入
館
は

午
後
４
時
30
分
ま
で
）

休
館
日　
月
曜
日
及
び
祝
日
の
翌
日

場　
浜
田
郷
土
資
料
館

料　
無
料

問　
浜
田
郷
土
資
料
館

（
☎
�
６
４
５
３
）

　
「
浜
田
市
に
桜
を
育
て
る
会
」
は
、

海
の
見
え
る
文
化
公
園
一
帯
に
千
本

を
超
え
る
桜
を
植
栽
し
ま
し
た
。
毎

年
観
桜
会
に
は
一
般
市
民
の
皆
さ
ん

に
も
自
由
に
参
加
し
て
も
ら
い
懇
親

を
深
め
て
い
ま
す
。

日　
４
月
16
日
㈰

正
午
～
午
後
２
時

場　
海
の
み
え
る
文
化
公
園

料　
１
、
０
０
０
円

小
学
生
以
下
無
料

（
食
事
・
ソ
フ
ト
ド
リ
ン
ク
付
）

問　
浜
田
市
に
桜
を
育
て
る
会
事
務

局
（
島
田
病
院
内
）

（
☎
�
２
５
１
１
）

ク
ラ
シ
ッ
ク
カ
ー
に
よ
る
日
本
一

周
ラ
リ
ーS

am
urai C

hallenge 
Japan

が
立
ち
寄
り
ま
す
。

当
日
は
、
世
界
中
の
ク
ラ
シ
ッ
ク

カ
ー
愛
好
者
が
50
台
の
ク
ラ
シ
ッ
ク

カ
ー
に
乗
っ
て
訪
問
し
ま
す
。
鑑
賞

や
撮
影
な
ど
は
可
能
で
す
が
、
係
員

の
指
示
に
従
っ
て
く
だ
さ
い
。

日　
４
月
16
日
㈰

　

正
午
～
午
後
２
時
頃

場　
お
魚
セ
ン
タ
ー
駐
車
場
周
辺

問　
本
庁
観
光
交
流
課
交
流
推
進
係

（
☎
�
９
２
０
２
）

金
城
町
七
条
の
水
上
谷
地
区
か
ら

江
戸
時
代
の
波
佐
街
道
を
往
復
４
㎞

歩
き
ま
す
。
足
場
の
悪
い
山
道
を
上

り
下
り
す
る
の
で
厚
底
の
靴
と
杖
を

用
意
し
て
く
だ
さ
い
。

日　
４
月
23
日
㈰
（
雨
天
中
止
）

午
前
９
時
～
正
午

集
合
場
所　
市
役
所
金
城
支
所
前

料　

２
０
０
円
（
資
料
代
）

問　
下
村
さ
ん　

午
後
５
時
以
降

（
☎
０
９
０-

７
５
０
０-

９
６
３
７
）

　

太
宰
治
と
浜
田
の
意
外
と
知
ら
れ

て
い
な
い
接
点
。
明
治
の
城
下
町
浜

田
を
舞
台
に
し
た
と
さ
れ
る
太
宰
治

の
珠
玉
の
短
編
小
説「
葉
桜
と
魔
笛
」

の
朗
読
を
、
浜
田
市
出
身
の
Ｈ
Ｉ
Ｒ

Ｏ
Ｍ
Ｉ
さ
ん
が
フ
ラ
ン
ス
シ
タ
ー
の

調
べ
と
と
も
に
お
届
け
し
ま
す
。
フ

ラ
ン
ス
シ
タ
ー
奏
者
の
白
井
朝
香
さ

ん
が
奏
で
る
そ
の
音
色
は
癒
し
の
音

色
と
も
い
わ
れ
、
聴
く
人
を
魅
了
し

ま
す
。

対
象　
中
学
生
以
上

日　
４
月
16
日
㈰　

午
後
２
時
～

開
場　
午
後
１
時
30
分

場　
世
界
こ
ど
も
美
術
館　

多
目
的

ホ
ー
ル

定　
50
人

料　
（
飲
み
物
・
デ
ザ
ー
ト
付
）

前
売
券　
大
人　
　

２
、
０
０
０
円

　
　

中
・
高
校
生　

１
、
５
０
０
円

当
日
券　
大
人　
　

２
、
５
０
０
円

　
　

中
・
高
校
生　

２
、
０
０
０
円

問　
石
見
ラ
イ
ブ
サ
ポ
ー
ト
ク
ラ
ブ

「
ア
イ
ラ
イ
ブ
」
高
橋
さ
ん

　
（
☎
�
０
９
９
４
）

楽
し
い
生
涯
学
習
の
場

申
込
方
法　
電
話
で
申
し
込
ん
で
く

だ
さ
い
。

介
護
予
防
笑
楽
講
座

　

ゲ
ー
ム
・
体
操
・
折
り
紙
・
う
た

遊
び
な
ど
を
行
い
ま
す
。

日　
毎
月
１
回
木
曜
日

午
後
１
時
～
３
時

日
程　
５
月
11
日
・
６
月
８
日
・
７

月
13
日
・
８
月
10
日
・
９
月
14
日
・

10
月
12
日
・
11
月
９
日
・
12
月
14

日
・
平
成
30
年
１
月
25
日
・
２
月

８
日
・
３
月
８
日

定　
先
着
40
人

料　
毎
回
３
０
０
円

※　

動
き
や
す
い
服
装
で
、
室
内

シ
ュ
ー
ズ
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

申
込
締
切
日　
４
月
28
日
㈮

申
込
方
法　
申
込
用
紙
に
必
要
事
項

を
記
入
の
上
、
申
し
込
ん
で
く
だ

さ
い
。

※　

申
込
用
紙
は
、
石
見
公
民
館
に

あ
り
ま
す
。

歌
っ
て
脳
ト
レ
！

　

ゲ
ー
ム
や
歌
で
参
加
者
同
士
ふ
れ

あ
い
、
脳
を
活
性
化
さ
せ
て
み
ま
せ

ん
か
。

日　
毎
月
２
回
木
曜
日

午
後
１
時
30
分
～
３
時

日
程　
４
月
６
日
・
20
日
・
５
月
18

日
・
25
日
・
６
月
１
日
・
15
日
・

７
月
６
日
・
20
日
・
８
月
３
日
・

17
日
・
９
月
７
日
・
21
日
・
10
月

５
日
・
19
日
・
11
月
２
日
・
16
日
・

12
月
７
日
・
21
日
・
平
成
30
年
１

月
11
日
・
18
日
・
２
月
１
日
・
15

日
・
３
月
１
日
・
15
日

定　
先
着
40
人

料　
毎
回
３
０
０
円

申
込
締
切
日　
４
月
28
日
㈮

申
込
方
法　
申
込
用
紙
に
必
要
事
項

を
記
入
の
上
、
申
し
込
ん
で
く
だ

さ
い
。

※　

申
込
用
紙
は
、
石
見
公
民
館
に

あ
り
ま
す
。

申
・
問　
石
見
公
民
館

（
☎
�
１
３
８
０
）

石見公民館教室一覧
教室名 実施日 時間 参加料

ペン習字教室 毎月第３月曜日 14:00～16:00 毎回500円（材料費）

パソコン教室 毎月第１～３土曜日
(パソコン持参) 9:00～12:00 １か月300円

毎回100円（材料費）
韓国語教室 毎週火曜日 19:00～21:00 １か月3,300円
手話教室 毎週金曜日 10:00～12:00 １か月500円
囲碁教室 毎月第２・４土曜日 13:00～17:00 無料

パン教室
毎月第４木・日曜日 13:00～16:00 毎回1,000円
定　各曜日12人（１年間参加可能な人）

　

推
定
樹
齢
６
７
０
年
の
国
の
天
然

記
念
物
「
三
隅
大
平
桜
」
で
春
を
満

喫
し
ま
せ
ん
か
。

日　
４
月
１
日
㈯（
神
楽
上
演
ほ
か
）

午
後
５
時
～
８
時

４
月
２
日
㈰
（
各
種
イ
ベ
ン
ト
）

午
前
10
時
～
午
後
４
時

場　
大
平
桜
周
辺
（
三
隅
町
矢
原
）

※　

雨
天
の
場
合
は
、
神
楽
・
イ
ベ

ン
ト
は
中
止
し
、
出
店
の
み
行
い

ま
す
。

問　
浜
田
市
観
光
協
会

（
☎
�
１
０
８
５
）

　

殿
町
で
春
に
ち
な
ん
だ
イ
ベ
ン
ト

を
開
催
し
ま
す
。

日　
４
月
２
日
㈰
（
小
雨
決
行
）

午
前
10
時
～
午
後
３
時

場　
市
役
所
本
庁
周
辺
及
び
浜
田
川

沿
い
道
路
（
当
日
歩
行
者
天
国
）

※　

駐
車
場
は
、
市
役
所
東
分
庁
舎

前
を
利
用
し
て
く
だ
さ
い
。

問　
殿
町
商
店
街　

高
橋
写
真
館

（
☎
�
０
５
６
３
）

日 =日時　場 =場所　定 ＝定員　料 ＝料金　申 ＝申込先　応 ＝応募先　問 ＝問い合わせ先

グ
リ
ー
フ
ケ
ア
芳ほ

う

縁え
ん

定
例
会

第
25
回
夜
桜
茶
会

浜
田
郷
土
資
料
館

市
民
寄
贈
資
料
披
露
展

第
22
回
観
桜
会

ク
ラ
シ
ッ
ク
カ
ー
ラ
リ
ー

が
立
ち
寄
り
ま
す

第
１
７
６
回

ふ
る
さ
と
歴
史
紀
行

「
葉
桜
と
魔
笛
」

　
フ
ラ
ン
ス
シ
タ
ー
と

朗
読
で
紡
ぐ
物
語　

石
見
公
民
館
各
種
教
室

イ
ベ
ン
ト

大
平
桜
ま
つ
り

と
の
さ
ま
桜
え
え
げ
な
祭
り
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場　
ペ
ン
ギ
ン
館

定　
各
日
先
着
６
人

※　

雨
合
羽
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

体
験
イ
ベ
ン
ト
３
「
お
魚
の
ご
は
ん

を
作
っ
て
あ
げ
よ
う
」

　

飼
育
員
に
な
っ
た
つ
も
り
で
お
魚

の
ご
は
ん
を
作
っ
て
あ
げ
て
み
よ
う
。

日　
４
月
19
日
㈬
・
22
日
㈯
・
23
日

㈰　

午
後
２
時
～
３
時

場　
１
階
レ
ク
チ
ャ
ー
ホ
ー
ル

定　
各
日
先
着
５
組
（
20
人
）

ア
ク
ア
ス
体
験
ス
ク
ー
ル

「
春
の
虫
を
探
そ
う
」

　

春
に
は
ど
ん
な
虫
が
で
て
く
る
の

か
な
。
み
ん
な
で
探
し
に
行
こ
う
。

日　
４
月
16
日
㈰

午
前
10
時
～
正
午

場　
石
見
海
浜
公
園

定　
30
人

料　
無
料

講
師　
三
瓶
自
然
館
サ
ヒ
メ
ル
の
学

芸
員
さ
ん

申
込
方
法　
電
話
又
は
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
か
ら
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

http://w
w

w
.aquas.or.jp

申
・
問　
学
習
交
流
係

（
☎
�
３
６
１
４
）

ゆ
っ
た
り
親
子
の
会

シ
ロ
イ
ル
カ
と
仲
良
く
な
ろ
う

日　
４
月
10
日
㈪

午
前
10
時
～
11
時

対
象　
未
就
学
児
と
保
護
者

場　
ア
ク
ア
ス
館
内

定　
先
着
30
人

料　
無
料
（
入
館
料
に
含
む
）

申
込
方
法　
当
日
、
１
階
総
合
案
内

所
で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

４
月
の
神
楽
（
雨
天
中
止
）

　

９
日
㈰　

周
布
青
少
年
保
存
会

　

16
日
㈰　

細
谷
神
楽
社
中

　

23
日
㈰　

倭
川
戸
神
楽
社
中

　

29
日
㈷　

大
屋
神
楽
社
中

　

30
日
㈰　

都
治
神
楽
社
中

時
間　
午
後
１
時
～
３
時

場　
ア
ク
ア
ス
横
は
っ
し
ー
広
場
ス

テ
ー
ジ

問　
石
央
マ
リ
ン
開
発
㈱

（
☎
�
３
３
８
８
）

企
画
展
「
キ
ャ
プ
テ
ン
・
ク
ッ
ク
探

検
航
海
と『
バ
ン
ク
ス
花
譜
集
』展
」

　

後
に
英
国
自
然
史
の
父
と
よ
ば
れ

る
、
ジ
ョ
ゼ
フ
・
バ
ン
ク
ス
が
、
18

世
紀
に
太
平
洋
を
旅
す
る
な
か
で
発

見
し
た
美
し
い
花
々
、
出
会
っ
た

人
々
の
暮
ら
し
や
文
化
を
、
版
画
や

民
族
資
料
な
ど
で
紹
介
し
ま
す
。

日　
４
月
22
日
㈯
～
６
月
26
日
㈪　

午
前
10
時
～
午
後
６
時
30
分

（
入
場
は
午
後
６
時
ま
で
）

場　
石
見
美
術
館
展
示
室
Ｄ

料一
般　

１ 

、０
０
０
円（
８
０
０
円
）

大
学
生　
　

６
０
０
円（
４
５
０
円
）

小
中
高
生　

３
０
０
円（
２
５
０
円
）

※　
（　

）
内
は
、
20
人
以
上
の
団

体
料
金
で
す
。

※　

障
害
者
手
帳
を
持
っ
て
い
る
人

及
び
介
助
者
は
入
場
無
料
で
す
。

ド
レ
ス
コ
ー
ド
で
プ
レ
ゼ
ン
ト

「
バ
ン
ク
ス
花
譜
集
」
に
ち
な
み
、

“
は
な
”
の
日
（
８
と
７
が
つ
く
日
）

に
花
や
ペ
ー
ズ
リ
ー
な
ど
植
物
柄
を

身
に
着
け
て
来
場
し
た
人
全
員
に
、

す
て
き
な
プ
レ
ゼ
ン
ト
を
差
し
上
げ

ま
す
。

日　
会
期
中
の
７
日
・
８
日
・
17
日
・

18
日
・
27
日
・
28
日

※　

企
画
展
観
覧
券
又
は
ミ
ュ
ー
ジ

ア
ム
パ
ス
ポ
ー
ト
が
必
要
で
す
。

企
画
展
関
連
プ
ロ
グ
ラ
ム

Ｍ
Ｕ
Ｓ
Ｅ
Ｕ
Ｍ
×
Ｔ
Ｈ
Ｅ
Ａ
Ｔ
Ｅ
Ｒ

“
ミ
ュ
ー
シ
ア
”vol.1

「
音
楽
で
め
ぐ
る
探
検
航
海
」

第
１
回　
瞑
想
と
躍
動
の
音
楽

《
デ
ィ
ジ
ュ
リ
ド
ゥ
》

美
術
館
と
劇
場
が
共
同
で
お
届
け

す
る
、
新
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
“
ミ
ュ
ー

シ
ア
”。
第
１
弾
は
企
画
展
に
ち
な

み
、
キ
ャ
プ
テ
ン
・
ク
ッ
ク
と
バ
ン

ク
ス
の
旅
や
そ
の
時
代
を
音
楽
で
め

ぐ
る
、
４
回
シ
リ
ー
ズ
の
コ
ン
サ
ー

ト
を
開
催
し
ま
す
。

出
演　
松
谷
将
之
さ
ん

日　
４
月
30
日
㈰　

午
後
２
時
～

場　
石
見
美
術
ロ
ビ
ー

料　
無
料

飼
育
の
日
体
験
イ
ベ
ン
ト

４
月
19
日
は
４し

い

く
１
９
の
日

　

ア
ク
ア
ス
で
飼
育
体
験
を
し
て
み

よ
う
。

日　
４
月
19
日
㈬
・
22
日
㈯
・
23
日

㈰
場　
ア
ク
ア
ス
館
内

料　
無
料
（
入
館
料
に
含
む
）

申
込
方
法　
体
験
イ
ベ
ン
ト
２
・
３

は
申
し
込
み
が
必
要
で
す
。
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
か
ら
申
し
込
ん
で
く
だ

さ
い
。

受
付
開
始
日

　

４
月
１
日
㈯　

午
前
10
時
～

http://w
w

w
.aquas.or.jp/

体
験
イ
ベ
ン
ト
１
「
シ
ロ
イ
ル
カ
の

鳴
き
声
を
聞
き
に
い
こ
う
！
」

　

シ
ロ
イ
ル
カ
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
が

終
わ
っ
た
後
、
特
別
に
３
階
の
プ
ー

ル
サ
イ
ド
に
ご
案
内
。飼
育
現
場
で
、

シ
ロ
イ
ル
カ
た
ち
の
生
の
鳴
き
声
を

お
聞
き
く
だ
さ
い
。

日　
４
月
19
日
㈬
・
22
日
㈯
・
23
日

㈰
の
、
正
午
・
午
後
１
時
30
分
の

シ
ロ
イ
ル
カ
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
終

了
後
（
約
10
分
）

場　
シ
ロ
イ
ル
カ
プ
ー
ル
観
覧
席

体
験
イ
ベ
ン
ト
２
「
ペ
ン
ギ
ン
飼
育

体
験
」

　

ペ
ン
ギ
ン
の
飼
育
員
の
仕
事
を
体

験
し
よ
う
。

対
象　
小
・
中
学
生
（
保
護
者
は
観

覧
通
路
か
ら
ご
覧
く
だ
さ
い
。）

日　
４
月
19
日
㈬
・
22
日
㈯
・
23
日

㈰　

午
後
３
時
～
４
時

～
彩
り
と
心
が
招
く

　
ふ
る
さ
と
三
隅
の
つ
つ
じ
祭
り
～

三
隅
公
園
の
つ
つ
じ
（
市
の
花
）

は
、
毎
年
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
頃

に
見
頃
を
迎
え
、
５
万
本
も
の
花
が

咲
き
誇
り
ま
す
。
中
国
地
方
屈
指
の

つ
つ
じ
の
名
所
へ
ぜ
ひ
お
出
か
け
く

だ
さ
い
。

日　
５
月
３
日
㈷
～
５
日
㈷

　

午
前
９
時
～
午
後
５
時

場　
三
隅
公
園

問　
三
隅
つ
つ
じ
祭
り
実
行
委
員
会

事
務
局
（
浜
田
市
観
光
協
会
）（
☎

�
１
０
８
５
）

　

島
根
・
広
島
か
ら
約
70
人
の
選
手

が
出
場
し
ま
す
。
華
麗
な
演
技
を
、

ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

※　

終
日
一
般
滑
走
は
で
き
ま
せ
ん
。

日　
４
月
29
日
㈷

料　
無
料

問　
サ
ン
・
ビ
レ
ッ
ジ
浜
田

（
☎
�
１
３
０
０
）

ふ
る
さ
と
体
験
村
で
は
、
毎
年
恒

例
の
春
ま
つ
り
を
開
催
し
ま
す
。

　

石
見
神
楽
や
田
ば
や
し
の
上
演
、

弥
栄
の
ど
ぶ
ろ
く
販
売
、
弥
栄
の
う

ま
い
も
ん
市
な
ど
で
ま
つ
り
を
盛
り

上
げ
ま
す
。

日　
５
月
４
日
㈷

午
前
10
時
～
午
後
３
時

場　
ふ
る
さ
と
体
験
村

※　

駐
車
場
は
、
混
雑
が
予
想
さ
れ

ま
す
。
で
き
る
だ
け
乗
り
合
わ
せ

て
ご
来
場
く
だ
さ
い
。

問　
ふ
る
さ
と
体
験
村

（
☎
�
２
６
１
２
）

　

自
衛
隊
音
楽
隊
の
美
し
い
音
色
、

迫
力
の
あ
る
演
奏
、
地
元
高
校
生
の

熱
演
を
堪
能
し
て
く
だ
さ
い
。

日　
４
月
23
日
㈰

午
後
１
時
～
３
時
30
分

開
場　
午
後
０
時
30
分

場　
石
央
文
化
ホ
ー
ル

出
演　
海
上
自
衛
隊
舞
鶴
音
楽
隊
及

び
地
元
高
校
生

料　
無
料
（
整
理
券
が
必
要
）

※　

整
理
券
は
、
市
役
所
本
庁
・
各

支
所
及
び
当
日
会
場
に
あ
り
ま
す
。

問　
自
衛
隊
島
根
地
方
協
力
本
部

浜
田
出
張
所
（
☎
�
１
３
３
４
）

　

新
緑
が
青
空
に
映
え
グ
リ
ー
ン
に

白
球
を
打
ち
爽
快
な
ひ
と
時
を
過
ご

し
ま
せ
ん
か
。

　

収
益
金
は
、
子
育
て
支
援
・
青
少

年
教
育
援
助
な
ど
に
寄
附
し
ま
す
。

日　
４
月
23
日
㈰

午
前
７
時
30
分
～
午
後
５
時

場　
金
城
カ
ン
ト
リ
ー
ク
ラ
ブ

料　
ビ
ジ
タ
ー　

１
３
、
８
０
０
円

メ
ン
バ
ー　

１
０
、
５
０
０
円

※　

参
加
費
・
食
事
代
を
含
み
ま
す
。

申
込
締
切
日　
４
月
９
日
㈰

申
込
方
法　
電
話
又
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
申

し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

申　
金
城
カ
ン
ト
リ
ー
ク
ラ
ブ
（
☎

�
１
１
１
１
・
▢ＦＡＸ
�
１
１
１
４
）

問　
国
際
ソ
ロ
プ
チ
ミ
ス
ト
浜
田

島
田
ひ
と
み
さ
ん

（
▢ＦＡＸ
�
２
６
３
２
）

　

Ｇ
Ｗ
（
４
月
26
日
㈬
～
５
月
８
日

㈪
）
は
、
休
ま
ず
開
館
し
ま
す
。

特
別
展

島
根
の
と
っ
て
Ｏ
Ｋ
Ｉ
！！

　

島
根
県
の
隠
岐
諸
島
に
は
世
界
に

誇
る
神
秘
が
…
「
隠
岐
ユ
ネ
ス
コ
世

界
ジ
オ
パ
ー
ク
」
を
学
び
な
が
ら
８

つ
の
神
秘
を
探
っ
て
み
よ
う
。

日　
４
月
26
日
㈬
～
９
月
18
日
㈷

場　
ア
ク
ア
ス
３
階
特
別
展
示
室

日 =日時　場 =場所　定 ＝定員　料 ＝料金　申 ＝申込先　応 ＝応募先　問 ＝問い合わせ先

グ
ラ
ン
ト
ワ
だ
よ
り

（
☎
０
８
５
６
�
１
８
６
０
）

三
隅
つ
つ
じ
祭
り

サ
ン
・
ビ
レ
ッ
ジ
浜
田
杯

フ
ィ
ギ
ュ
ア
ス
ケ
ー
ト
大
会

ふ
る
さ
と
体
験
村
春
ま
つ
り

ス
プ
リ
ン
グ
コ
ン
サ
ー
ト

　
　
　
　
　
　
in
は
ま
だ

国
際
ソ
ロ
プ
チ
ミ
ス
ト
浜
田

認
証
10
周
年
記
念
事
業　

チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
ゴ
ル
フ
大
会

施
設
か
ら
の
お
知
ら
せ

ア
ク
ア
ス
か
ら

（
☎
㉘
３
９
０
０
）
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現
在
、
浜
田
市
世
界
こ
ど
も
美
術

館
で
は
、「
コ
ロ
コ
ロ
、
カ
タ
カ
タ 

木
の
お
も
ち
ゃ
展
」
を
開
催
し
て
い

ま
す
。

　

木
の
お
も
ち
ゃ
デ
ザ
イ
ナ
ー
・
樋

口
一
成
さ
ん
（
愛
知
教
育
大
学
教
授
）

の
、
重
力
に
よ
っ
て
コ
ロ
コ
ロ
、
カ

タ
カ
タ
と
動
く
造
形
作
品
や
、
世
界

各
国
の
珍
し
い
木
の
お
も
ち
ゃ
、
島

根
県
産
の
材
料
を
使
っ
て
制
作
し
た

積
み
木
や
ボ
ー
ル
プ
ー
ル
な
ど
を
展

示
し
て
い
ま
す
。

　

見
る
だ
け
で
な
く
、
体
験
す
る
作

品
が
メ
イ
ン
に
な
っ
て
い
ま
す
の

で
、
自
然
素
材
に
た
っ
ぷ
り
と
触
れ

る
こ
と
で
、
子
ど
も
た
ち
の
考
え
る

力
や
好
奇
心
を
刺
激
す
る
こ
と
が
で

き
る
で
し
ょ
う
。

　

そ
の
中
で
も
、
ビ
ー
玉
を
転
が
し

て
楽
し
む
作
品
、
カ
ラ
フ
ル
な
木
の

積
み
木
を
壁
に
貼
り
つ
け
て
遊
ぶ
木

の
マ
グ
ネ
ッ
ト
コ
ー
ナ
ー
な
ど
は
、

小
さ
な
子
ど
も
も
楽
し
め
る
と
好
評

で
す
。

　

木
の
温
も
り
を
存
分
に
感
じ
な
が

ら
、
多
種
多
様
な
木
の
お
も
ち
ゃ
の

魅
力
を
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。
お
誘

い
あ
わ
せ
の
上
、
ぜ
ひ
、
ご
来
館
く

だ
さ
い
。

会
期　
５
月
28
日
㈰
ま
で

料
金　
一
般　
　
　
　
　

４
０
０
円

高
校
・
大
学
生　

３
０
０
円

小
・
中
学
生　
　

２
０
０
円

４
月
の
休
館
日

月
曜
日　
３
日
・
10
日
・
17
日
・

24
日

■
ホ
リ
デ
ー
創
作
活
動

《
木
と
ボ
タ
ン
の
壁
掛
け
》

　

13
㎝
の
正
方
形
の
木
の
板
に
、
カ

ラ
フ
ル
な
ボ
タ
ン
を
く
っ
つ
け
て
オ

シ
ャ
レ
な
壁
掛
け
を
作
る
よ
。

◎
４
月
１
日
㈯
・
２
日
㈰

参
加
費　
　

１
人
３
０
０
円

《
木
の
卓
上
モ
ビ
ー
ル
》

　

シ
ー
ル
や
マ
ー
カ
ー
で
細
長
い
木

を
き
れ
い
に
飾
っ
て
卓
上
型
モ
ビ
ー

ル
を
作
ろ
う
。

◎
４
月
８
日
㈯
・
９
日
㈰

参
加
費　
　

１
人
２
０
０
円

《
木
の
バ
ッ
ジ
》

　

小
さ
な
木
片
に
小
枝
や
モ
ー
ル
、

カ
ラ
フ
ル
な
石
な
ど
を
く
っ
つ
け
て

オ
リ
ジ
ナ
ル
バ
ッ
ジ
を
作
る
よ
。

◎
４
月
15
日
㈯
・
16
日
㈰

参
加
費　
　

１
人
１
０
０
円

《
自
然
素
材
で
マ
ラ
カ
ス
づ
く
り
》

　

木
製
キ
ュ
ー
ブ
の
中
に
穀
物
を
入

れ
て
、
小
さ
な
マ
ラ
カ
ス
を
作
っ
て

鳴
ら
そ
う
。

◎
４
月
22
日
㈯
・
23
日
㈰

参
加
費　
　

１
人
２
０
０
円

《
黒
板
づ
く
り
に
挑
戦
！
》

　

木
の
板
に
黒
板
塗
料
を
塗
っ
て
作

る
よ
。
完
成
し
た
ら
チ
ョ
ー
ク
で
お

絵
描
き
し
て
み
よ
う
。

◎
４
月
29
日
㈷
・
30
日
㈰

参
加
費　
　

１
人
５
０
０
円

※　

時
間
は
い
ず
れ
の
活
動
も
午
後

１
時
か
ら
４
時
ま
で
。
参
加
受
付

は
、
当
日
午
後
３
時
30
分
ま
で
に

１
階
創
作
室
に
て
。

　

２
階
、
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
・
シ
ョ
ッ

プ
で
は
、
木
の
温
か
み
を
感
じ
ら
れ

る
木
製
お
も
ち
ゃ
の
ほ
か
、
仕
掛
け

絵
本
、
マ
ス
キ
ン
グ
テ
ー
プ
な
ど
の

か
わ
い
ら
し
い
雑
貨
を
取
り
扱
っ
て

い
ま
す
。

　

お
気
軽
に
お
立
ち
寄
り
下
さ
い
。

木のマグネットコーナー

造形作品

木とボタンの壁掛け

マラカスづくり

石本正「黎明」₁₉₉₃年

　

石
本
正
記
念
展
示
室
で
は
、
三
隅

町
出
身
の
日
本
画
家
・
石
本
正
の
若

い
頃
か
ら
晩
年
ま
で
の
画
業
の
足
跡

を
、
代
表
作
と
と
も
に
見
る
こ
と
の

出
来
る
石
本
正
作
品
選
Ⅰ
を
開
催
し

て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
企
画
展
示
室
で
は
、
企
画

展
「
石
本
正
素
描
展
～
対
象
へ
の
眼

差
し
～
」を
開
催
し
て
い
ま
す
。「
心

《ギャラリー展示》
「三隅の桜」展

４月７日㈮まで
村上泰

た え こ

子アメリカン・パッチワーク
作品展

４月８日㈯～16日㈰
音羽キミ作品展

４月22日㈯～５月７日㈰

《イベント情報》
小さな音楽会

４月15日㈯
午後２時～３時
料金　無料

石州和紙を使ったかんたん白黒版画
４月30日㈰
午後１時～４時
料金　600円

　浜田市三隅町には、全国で五指に入る桜の古木と言われる樹齢約
600年の大平桜や、地域の人々に愛されている一本桜がたくさんあ
ります。山中にひっそりとたたずむその姿は、まるで誇り高き石見
人そのものを見るようです。本展では、三隅の桜と対面した感動を
表現した絵画や写真、石見にゆかりのある作家の作品を展示します。
会期　４月７日㈮まで（最終日は午後３時まで）
会場　石正美術館ギャラリー　　　　料金　無料

　石見地方の樹木を見守る樹医の大森庸司さんによる講演会や、満
開のしだれ桜の下、琴の生演奏を聞きながら抹茶やお菓子を楽しむ
「しだれ桜花見会」を開催します。
開催日　４月１日㈯　（雨天の場合は演奏中止）
講演会　「三隅の桜を語る　－そのいのちに生かされて－」
　講師　大森庸司さん（樹医） 　午後２時～３時　料金　無料
しだれ桜花見会　午後３時～４時　　　演奏者　花音&紫音（琴）
　　　　　　　　料金　250円（お抹茶・お菓子付限定30個）　
会場　石正美術館創作室・回廊

で
描
く
」
事
を
と
て
も
大
切
に
し
て

い
た
石
本
に
と
っ
て
、
描
く
対
象
と

直
接
対
峙
す
る
素
描
は
何
よ
り
か
か

せ
な
い
も
の
で
あ
り
、
若
い
頃
か
ら

重
要
視
し
て
描
き
続
け
ま
し
た
。
本

展
で
は
、
画
家
が
残
し
た
何
千
枚
に

も
及
ぶ
素
描
・
ス
ケ
ッ
チ
の
中
か
ら
、

初
公
開
の
も
の
も
多
数
展
示
し
ま

す
。
裸
婦
や
花
な
ど
多
く
の
対
象
に

注
ぐ
画
家
の
ま
な
ざ
し
を
ご
覧
く
だ

さ
い
。

会
期【

石
本
正
記
念
展
示
室
】

石
本
正
作
品
選
Ⅰ

【
企
画
展
示
室
】

石
本
正　

素
描
展

　
「
対
象
へ
の
ま
な
ざ
し
」

６
月
11
日
㈰
ま
で

料
金一

般　
　

６
０
０
円（
５
０
０
円
）

高
大
生　

３
０
０
円（
２
４
０
円
）

小
中
生　

２
０
０
円（
１
６
０
円
）

※　

「
し
ま
ね
家
庭
の
日
」
毎
月
第

３
日
曜
日
に
家
族
で
来
館
さ
れ
た

入
場
者
の
う
ち
、
高
校
生
以
下
は

無
料
で
す
。

浜田市広報係Facebook
　市長公室広報係が取材するイベント情報や、広
報係が運用する広報媒体に関するお知らせなどを、
Facebook で発信しています。
　よかったら、「いいね！」をお願いします。
問い合わせ先
　本庁市長公室広報係（☎�９１５１）

有

料

広

告

月刊！
こども美術館

浜田市世界こども美術館

vol.244

有

料

広

告

浜田市野原町859－1（県立大学となり）
■開館時間…午前9時30分～午後5時
■電話…0855－23－8451
■ホームページ…http://www.hamada-kodomo-art.com

コ
ロ
コ
ロ
︑
カ
タ
カ
タ

木
の
お
も
ち
ゃ
展
開
催
中

11
月
の
イ
ベ
ン
ト

４
月
の
イ
ベ
ン
ト

ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
シ
ョ
ッ
プ

　
　
　
　
　
　
の
ご
案
内

展
覧
会
の
お
知
ら
せ

◎「三隅の桜」展

◎石正美術館・桜のつどい
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こ
の
た
び
、
公
立
大
学
法
人
島
根

県
立
大
学
の
理
事
長
・
学
長
に
就
任

し
ま
し
た
清
原
で
す
。
ど
う
ぞ
よ
ろ

し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　

私
の
前
職
は
兵
庫
県
立
大
学
の
理

事
長
・
学
長
で
す
が
、
島
根
県
松
江

市
出
身
で
す
。
故
郷
の
島
根
県
の
た

め
に
働
く
機
会
を
与
え
ら
れ
、
大
変

う
れ
し
く
思
っ
て
い
ま
す
。

　

浜
田
市
は
島
根
県
西
部
の
中
核
都

市
で
あ
り
、
豊
か
な
自
然
と
古
い
歴

史
を
持
っ
た
住
み
よ
い
と
こ
ろ
で
す
。

こ
こ
浜
田
市
に
島
根
県
立
大
学
本
部

と
総
合
政
策
学
部
及
び
大
学
院
北
東

ア
ジ
ア
開
発
研
究
科
が
あ
り
、
お
よ

そ
１
、
０
０
０
人
の
学
生
が
学
ん
で

い
ま
す
。

　

島
根
県
立
大
学
の
大
学
憲
章
は

「
地
域
の
課
題
を
多
角
的
に
研
究
し
、

市
民
や
学
生
の
地
域
活
動
を
積
極
的

に
支
援
し
て
、
地
域
に
貢
献
す
る
」

こ
と
を
う
た
っ
て
い
ま
す
。
今
、
地

方
創
生
・
地
域
創
生
が
国
・
地
方
の

共
通
の
課
題
と
な
り
、
人
口
減
少
や

少
子
高
齢
化
へ
の
対
策
、
地
元
産
業

の
振
興
に
加
え
て
、
地
域
の
活
性
化

を
担
う
人
材
の
育
成
が
大
学
に
求
め

ら
れ
て
い
ま
す
。島
根
県
立
大
学
は
、

文
科
省
の
「
地(

知)

の
拠
点
」
事

業
に
採
択
さ
れ
た
「
地
域
と
大
学
の

共
育
・
共
創
・
共
生
に
向
け
た
縁
結

び
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
」
を
実
施
す

る
な
ど
、
地
域
へ
の
貢
献
を
積
極
的

に
進
め
て
い
ま
す
。

　

浜
田
キ
ャ
ン
パ
ス
に
お
い
て
も
公

開
講
座
の
実
施
は
も
と
よ
り
、
北
東

ア
ジ
ア
地
域
研
究
セ
ン
タ
ー
に
市
民

研
究
員
制
度
を
設
け
て
い
ま
す
。
ま

た
、
浜
田
市
と
の
連
携
協
定
に
基
づ

い
て
、
地
域
課
題
を
テ
ー
マ
と
す
る

共
同
研
究
を
行
い
、
小
中
高
の
学
習

支
援
や
学
生
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
、

地
域
と
連
携
し
た
国
際
交
流
を
活
発

に
行
っ
て
い
ま
す
。

　

島
根
県
立
大
学
の
優
れ
た
研
究
、

充
実
し
た
教
育
を
生
か
し
て
、
い
か

に
地
域
貢
献
を
進
め
る
か
、
こ
の
こ

と
が
従
来
に
も
増
し
て
求
め
ら
れ
て

い
ま
す
。
浜
田
市
、
浜
田
市
民
の
皆

さ
ん
の
変
わ
ら
ぬ
ご
協
力
、
ご
支
援

を
お
願
い
し
ま
す
と
と
も
に
、
地
域

と
大
学
が
一
体
と
な
っ
て
発
展
す
る

こ
と
を
願
っ
て
、
私
の
ご
挨
拶
と
い

た
し
ま
す
。

　

１
年
生
対
象
の
必
修
科
目
「
フ

レ
ッ
シ
ュ
マ
ン
・
フ
ィ
ー
ル
ド
・
セ

ミ
ナ
ー
」
の
最
終
プ
ロ
セ
ス
と
な
る

合
同
成
果
発
表
会
を
、
１
月
26
日
に

浜
田
キ
ャ
ン
パ
ス
講
堂
で
開
催
し
ま

し
た
。

　

発
表
会
に
は
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク

な
ど
で
ご
協
力
い
た
だ
い
た
浜
田
市

内
外
の
地
域
の
皆
さ
ん
や
、
企
業
・

行
政
関
係
の
皆
さ
ん
な
ど
に
も
お
越

し
い
た
だ
き
、
全
16
ゼ
ミ
に
よ
る
ポ

ス
タ
ー
セ
ッ
シ
ョ
ン
形
式
で
の
発
表

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
コ
ン
テ
ス
ト
投
票
が
行

わ
れ
、
得
票
数
の
多
い
上
位
３
つ
の

ゼ
ミ
（
別
枝
ゼ
ミ
・
久
保
田
ゼ
ミ
・

田
中
ゼ
ミ
）
を
「
い
い
ね
！
大
賞
」

と
し
て
表
彰
も
行
い
ま
し
た
。

　

平
成
28
年
度
は
、
約
２
２
０
本
の

卒
業
研
究
の
中
か
ら
、
担
当
教
員
に

よ
る
16
本
の
推
薦
が
あ
り
、
そ
の
中

の
10
本
が
優
秀
賞
と
し
て
選
ば
れ
ま

し
た
。
発
表
会
当
日
は
、
優
秀
賞
の

授
賞
式
を
行
い
、
10
人
の
卒
業
研
究

を
発
表
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
、
卒
業
研
究
の
作
成
に

取
り
掛
か
る
本
学
３
年
生
や
、
市
民

の
皆
さ
ん
も
熱
心
に
発
表
を
聞
い
て

い
ま
し
た
。

　

２
月
14
日
㈫
、
地
域
振
興
や
地
域

活
性
化
を
テ
ー
マ
と
し
た
卒
業
研
究
・

論
文
に
取
り
組
ん
だ
学
生
の
発
表
会

を
開
催
し
ま
し
た
。

　

奨
励
賞
受
賞
者
の
中
か
ら
、
５
人

が
そ
れ
ぞ
れ
の
卒
業
研
究
に
つ
い
て

発
表
を
行
い
ま
し
た
。
会
場
に
は
、

市
民
の
皆
さ
ん
も
来
場
し
、
熱
心
に

聴
講
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

各
賞
の
受
賞
者
は
次
の
と
お
り
で

す
。

【
最
優
秀
賞
】（
３
人
）

○
篠
原
佑
太
「
島
根
県
に
お
け
る
耕

作
放
棄
地
の
利
用
～
農
福
連
携
の

可
能
性
～
」

○
平
田
直
人
「
金
融
機
関
に
よ
る
ビ

ジ
ネ
ス
マ
ッ
チ
ン
グ
の
効
果
」

○
山
根
尚
久
「
地
方
の
閉
じ
こ
も
り

高
齢
者
に
対
す
る
介
護
予
防
の
有

効
性
―
島
根
県
×
市
の
地
域
包
括

ケ
ア
シ
ス
テ
ム
を
事
例
と
し
て
―
」

【
浜
田
市
長
賞
】

篠
原
佑
太

【
奨
励
賞
】（
50
音
順
）

相
賀
智
樹
・
青
木
大
輔
・
片
山
優

樹
・
金
崎
彩
・
久
次
米
雄
貴
・
篠

原
佑
太
・
陶
山
善
史
・
寺
田
遥
奈
・

難
波
佳
央
理
・
林
田
あ
ず
さ
・
平

田
直
人
・
松
本
遥
・
山
根
尚
久

優秀賞を受賞した学生

本田学長、久保田市長と
奨励賞を受賞した学生

☆
電
子
図
書
館
を

　
　
　
　
ご
利
用
く
だ
さ
い

　

電
子
図
書
館
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
を
通
じ
て
、
図
書
館
で
収
集
・
集

積
し
て
い
る
様
々
な
デ
ジ
タ
ル
化
資

料
を
検
索
・
閲
覧
で
き
る
サ
ー
ビ
ス

で
す
。
電
子
書
籍
の
貸
出
・
予
約
が

で
き
ま
す
。
現
在
、
１
、
４
３
３
点

の
電
子
書
籍
な
ど
が
あ
り
ま
す
。
ぜ

ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

☆
利
用
者
情
報
変
更
の
お
願
い

　

図
書
館
利
用
者
カ
ー
ド
を
持
っ
て

い
る
人
で
、
進
学
・
就
職
・
転
勤
な

ど
に
よ
り
、
住
所
や
電
話
番
号
な
ど

登
録
情
報
が
変
更
に
な
っ
た
場
合
は
、

図
書
館
に
忘
れ
ず
に
届
出
を
お
願
い

し
ま
す
。

貸
出
点
数　
１
人
３
点

貸
出
期
間　
14
日
間

※　

14
日
経
過
す
る
と
自
動
的
に
返

却
さ
れ
、
閲
覧
す
る
こ
と
が
で
き

な
く
な
り
ま
す
。 

貸
出
延
長　
予
約
が
入
っ
て
い
な
い

場
合
の
み
、
１
回
の
延
長
が
可
能

で
す
。
貸
出
期
間
中
に
手
続
し
て

く
だ
さ
い
。 

予
約　
１
人
３
点

※　

予
約
し
た
本
の
取
置
き
期
間
は

７
日
間
で
す
。

電子図書館トップページ

もよおし 開催日 時間 内容

中
央

おはなし会 毎週土 10:30 今月のテーマは「ともだち」

おはなしタンポポ 2 ㈰ 15:00 お話を覚えて語るストーリーテリング

電子紙芝居 8 ㈯ 14:00 演目「元気っ子カレー」

古典のよみきかせ 9 ㈰ 13:00 石見神楽に縁のあるお話から「安達原」

子ども映画会 16 ㈰ 13:30 日本の昔ばなし
「ヤマタノオロチ」ほか

図書館シネマ 23 ㈰ 13:30 錦織良成監督「ミラクルバナナ」

電子紙芝居 23 ㈰ 14:00 演目「桃太郎」

金
城 おはなし会 8 ㈯ 10:00 終了後に楽しい折り紙教室　

テーマ「ちょうちょを作ろう !」

旭 ブッくんタイム 5 ㈬ 10:30 絵本の読み語りなど

三
隅

春のおはなし会 1 ㈯ 14:00 小学生向けのおはなし会

おはなし会と
ペタペタアートワーク 8 ㈯ 10:30 絵本などの読み語りと楽しい壁の飾

り付け

　毎年４月23日は「世界図書・著作
権の日」です。これは、イギリスの
劇作家シェイクスピアと「ドン・キ
ホーテ」で著名なスペインの作家セ
ルバンテスが４月23日に亡くなった
ことにちなむもので、読書と文化の
発展を促進するため、1995年ユネス
コにより制定されました。
　また、この日は「子ども読書の日」
です。国民の間に広く子どもの読書
活動についての関心と理解を深める
とともに、子どもが積極的に読書活
動を行う意欲を高めるため、2001年
に「子どもの読書活動の推進に関す
る法律」により制定されました。こ
の日から５月12日までを「こども読
書週間」と位置づけられ、各地でさ
まざまな催しが行われます。

貸出ベスト 10（平成 29 年２月期）
順位 タイトル 著者

1 コンビニ人間 村田　沙耶香
2 夜行 森見　登美彦
3 錯迷 堂場　瞬一
4 三鬼三島屋変調百物語四之続 宮部　みゆき
5 火花 又吉　直樹
6 みかづき Crescent　Moon　 森　絵都
7 いまさら翼といわれても 米澤　穂信
8 希望荘 宮部　みゆき
9 継続捜査ゼミ 今野　敏
10 サーベル警視庁 今野　敏

☆
本
が
汚
れ
た
り
、

　
本
を
失
く
し
た
と
き
は

　

図
書
館
の
窓
口
に
申
し
出
て
く
だ

さ
い
。

　

図
書
館
で
は
、
で
き
る
限
り
修
理

し
、
利
用
で
き
る
よ
う
に
し
て
い
ま

す
。
修
理
が
難
し
い
場
合
や
、
失
く

し
た
場
合
は
、
弁
償
を
お
願
い
す
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

皆
さ
ん
が
気
持
ち
よ
く
利
用
で
き

る
よ
う
、ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。
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vol.162
～海の見える丘から～

電話：0855-24-2200
ホームページ：http://hamada.u-shimane.ac.jp

清
原
正
義 

新
理
事
長
・
学
長

あ
い
さ
つ

フ
レ
ッ
シ
ュ
マ
ン
・
フ
ィ
ー

ル
ド
・
セ
ミ
ナ
ー
合
同
成
果

発
表
会
を
開
催
し
ま
し
た

地
域
振
興
に
関
す
る
提
言
を

含
む
優
秀
卒
業
研
究
・
論
文

の
発
表
会
を
開
催
し
ま
し
た

平
成
2８
年
度
優
秀
卒
業
研
究

発
表
会
を
開
催
し
ま
し
た

図
書
館
利
用
案
内

浜田市立図書館

図書館情報
開館時間 ４月の休館日

中央図書館 ☎� 0480 　9:00 ～ 19:00 10日㈪・24日㈪
金城図書館 ☎� 1823

　9:00 ～ 17:00
月曜日

旭図書館 ☎� 1439
弥栄図書館 ☎� 2258

三隅図書館 ☎� 0338 10:00 ～ 19:00
（土日祝日は18:00まで）

こども読書週間
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世 帯 男 女 総 数
浜 田 19,764 19,444 21,603 41,047
金 城 1,914 2,117 2,274 4,391

旭 1,379 1,404 1,467 2,871
弥 栄 689 649 715 1,364
三 隅 2,903 2,955 3,278 6,233
合 計 26,649 26,569 29,337 55,906

人　口（２月末現在）

（単位：人）

●市長直行便（市政に関するご意見・ご提言）をお寄せください。市長直行便は、市ホームページの市長直行便
入力フォーム、又は専用はがき（本庁・支所・公民館などに備付け）などをご利用ください。

　用田橋竹の子交流会は、高齢者の皆さんが家に閉じこもりがちになり、同じ集
落の中でも出会う機会が少なくなっていることから、交流の場になればと平成13
年１月に始まりました。会の名前は、「年をとっても伸び続けたい」という気持
ちから付けられています。
　現在は、70歳以上の参加者11人と60歳代を中心とした世話役４人で活動してお
り、暑さの厳しい７月８月を除いた毎月１回、用田橋集会所に集まっています。
交流会では、世話役の皆さんが作った食事を食べながら近況を話したり、体を使っ
たゲームや簡単な体操、歌を皆で歌うなどして交流しています。また、この会は、
ひとり暮らしの世帯も増えているため、安否確認の場にもなっています。
　会の世話役の皆さんは、「集落の皆さんに支えられながら楽しく活動していま
す。参加する皆さんが喜んでもらえることが励みになります。今後もできるだけ
長く続けていきたい」と話していました。

わがまち 再発見！

金城支所
☎42⊖1234

旭支所
☎45⊖1234

弥栄支所
☎48⊖2111

三隅支所
☎32⊖2800

編集・発行　浜田市市長公室
〒697⊖8501 島根県浜田市殿町１番地
☎0855⊖22⊖2612（代表）
▢ＦＡＸ  0855⊖22⊖3091（FAX専用）

浜田市ホームページ
http://www.city.hamada.shimane.jp

メールアドレス
info@city.hamada.shimane.jp

Facebook（浜田市広報係）
http://www.facebook.com/koushitsu.hamada

用田橋竹の子交流会（三隅）
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